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わが国近世薬学・薬業の問題点

ヨーロッパ薬学受容の基盤

吉岡 信*1

Problems in t~e Modern Japanese Pharmacy and the Drug Trade: 

Bases for the Acceptance of the European Pharmacy 

Shin YOSHIOKA判

(1988年9月14日受理)

はじめに (問題の提起と限定)

日本の近代化・明治維新

近代日本の薬学一一それは明治維新を機に

ヨーロッパから移植されたものである.明治

7年 「医制」の発布とともに，わが国にも近

代的医薬制度が確立した.薬学教育をはじめ

薬局 ・薬剤師などの薬事制度についても，明

治新政府によって，急速な制度化が実施され

ていったことは周知の通りである.

当時のハヤリ 言葉「文明開化」が示すよう

に，明治維新はヨーロッパ文明の移植を中心

とした，歴史上の一大変革であった.近代化

という用語じたい， ヨーロッパ文明の受容，

なかでも自然科学 ・技術の移植を意味してい

たからだ.文明開化とは，言い換えれば外来

のヨーロッパ文明と，それを受け止めるわが

国との対決だったのである.自然科学として

の薬学の受容もまた，この例にもれない。

明治維新は，たしかに近代化への第一歩で・

あった. しかし，それはどこまでもうわベだ

けの，形式的な変化であったことも無視しで

はならないであろう.文明開化という名の維

新の変革じたいが，人々の生活意識(エート

ス)を根本から変えさせるものではなかった

からである.このことは維新の内容そのもの

が，どこまでもヨーロッパ的な市民革命と軌

をーにするものではなかったことと，けっし

て無関係ではない.

受容基盤 (江戸の医学と薬業)の考察

ヨーロッパの薬学も，こうした動きのなか

で，他の科学技術とともに，わが国に移植と

いう形で，いっきょに受容されたことは事実

である.しかしそれはけっして突然におこ

った，歴史上の変革ではなかった. じつは，

それ以前においてヨーロッパの薬学(自然、科

学)を受け入れる基盤が，培養されつつあっ

たと言えるからである.

ではいったい，ヨーロッパの薬学を受け入

れる基盤は，どこにあったのか，その受け入

れの住方は，どんなふうに行われていったの

であろうか.当時の人々が薬学といういわば

外来の科学を，どのように受け止め，それを

自らのものにしていったかを解明していくに

は，こうした受け皿の考察もまた必要で-ある.

以上の問題提起をふまえて，本論の視点は

『江戸』を中心に展開される.そこにおいて，

筆者は問題を二つにしぼって，その解明を試

みた.つぎの時代にヨーロッパ薬学の受け入

れ基盤となった江戸期の①「医学J(1)② 

*1東邦大学薬学部 Facultyof Pharmaceutical Sciences， Toho University. 2-2-1， Miyama， Funa-
bashi 274. 
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「薬業J(2)の考察が，それである.前者は，

それ迄の日本の医学が，どのような特性をも

っていたか，後者は，明治以後の薬業が持ち

続けていた歴史的基盤とも言うべきものは何

かが中心テーマとなった.

そして，この二つの基盤が新しい外来文化

であるヨーロッパ薬学にたいして， どのよう

な対応を見せていったかについて，さ らに考

察をすすめた.それが本論の結論である.

学際的な視点に立って

こうした問題意識のもとで論旨を展開して

いくためには，どうしても思想史的 ・社会史

的な見地からの解明が求められることは言う

までもない.ヨーロッパ薬学(自然科学)と

いう，いわば外来文化の受容基盤をさぐるた

めには，受容する側の思想や社会観(エート

ス)がどんなものであったかを，まず考察し

てみる必要があるからである.

ヨーロッパ薬学を受け入れた“きぐすり

や"といわれる『あきんど』たち・ かれら

は，どのようにして江戸の薬業を形作ってい

ったか… あるいは，漢方や関学が医療の主

体であった江戸期の医学は，どんな方法論を

もっていたか… これらの問L、に答えていく

ことは，ひっきょう次の時代にヨーロッパ薬

学(自然科学)を受容してL、く基盤の実態を

さぐることにも通じることである.

論旨を進めるにあたって，東と西の思想 ・

社会構造の比較，ある意味で比較文化論的な

視点を，たえず意識していく必要があった.

薬学(自然、科学)を成立させたヨーロッパの

社会観 ・思想の考察も，それを受容する側と

の対比の意味で無視することはできないから

である.そのために全体の視点が，どうして

もマクロ的な論議に終始せざるをえなかった

ことを，あらかじめ断っておきたい.言い換

えれば，狭義の薬学からの発想のみでは，問

題の解明が十分に進められなL、からでもある.

本論が¥，、わば学際的な観点に立つての論議

であるゆえんがここにある.
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1. 外来文化受容パターンの確立

一江戸の医学

経験重視の指向

1) 三つの医学の流れ

江戸期の医学は，大別して後世方，古方，

蘭方の三つに分けられよう.このほかに，

漢 ・蘭折衷方が挙げられるとしても，この三

つの医学を中心に，江戸の医学が発展してい

ったことは周知の通りである.

田代三喜 (1465~1537) によってもたらされ

た「李朱医学」は，曲直瀬道三 (1507~1594)

によって， 多分に 日本的なものに体系化され

た.道三は，まず仏教と密接な関係にあった

当時の医学を，仏教の枠から解放した.さら

に，診断，病因， 疾病の経過，急性 ・慢性の

別，服薬などについて，いわゆる臨床そのも

のに重きをおいていった.

この曲直瀬道三の方法を，本当の意味で

花咲かせたのは，道三の後継者曲直瀬玄朔

(1549~ 1631)の時代であった.道三流の医学

が，~後世方』 として確立した江戸前期 (1615

~1740の頃)がその時期と言えよう . 玄切j も

また一派に偏らず，諸説を参酌して臨機応変

の方法を唱えたのであった.

後世方が確立する頃は，李朱医学もかなり

日本的なものになっていた.しかし その背

景に中国哲学の影響が色濃く存在していたこ

とは否めない.これにたいして，江戸の中期

に確立した 『古方』になると，さらに日本的

なものになっていく .古方の創始者である名

古屋玄医 (1627~1696) は，医学の方法論と

して陰陽五行説の¥ごとき思弁的なものを否定

しようとした. 医史学の泰斗富士川波は，玄

医を評してこう言っている.

ソノ薬ヲ用フルヤ病因ノ陰陽，虚実ヲ問

ハズ，唯見謹ニ就テ治ヲ施ス，コレ後世諸

家ノ臆説ヲ斥ケ，臨床上ノ親試ヲ貴ビ実際

ニ依リテソノ論ヲタツベキコトヲ主張スル

モノニシテ，古方家ノ神髄ハ実ニコレニア

リテ存スルナリ1)



玄医は，どこまでも目の前の病人(経験)を

問題にした.そこから，医療の方法を模索し

ていったのである.かれは，陰陽五行，五運

六気の説を排斥し，張仲景の昔に帰れと主張

した.玄医の発想は，後藤艮11J(1659~ 1733) 

の「一気留滞論J . さ らには吉益東洞(1702~

1774)の「高病ー毒論」へと発展していく.

東洞は「陰陽ハ天地ノ気ナリ ，欝ニトルトコ

ロナシ」として，五行，経絡の説を排した.

かれは，実際の経験を重視てるところに，医

学の基礎を置いたので、ある.いわゆる 「親試

実験」の方法である.こうして確立した古方

がさかんになっていったのは，江戸の中期

(1716~1788) であった.

古方の熱心な研究者の一人に，山協東洋

(1705~ 1762)がし、た.かれは何事も自分で試

し経験したことのみを信ずる立場から人体の

解剖へと研究の矛先を向けていった.やがて，

東洋は『蘭学』の解剖書を手にいれ，ついに

は日本人と してはじめて，人体解剖に立ち会

ったのである.

オランダとの交流が進むにつれて，医学の

蘭学志向はさらに盛んとなっていった.杉田

玄白 ((1733~1817) らの小塚原の屍体解剖

(1770). I解体新書」の翻訳 (1774)へと発展

していく .同書の刊行は， 日本人が蘭書を解

読しうることを示したことであり，同時に原

書を読むことによって西洋の医学を理解でき

ることを，人々に認識させたのであった.

2) 江戸期医学の共通性

こうして確立した江戸医学は，各派それぞ

れ独自の方法をもっていた.しかし同時に

三者すなわち後t仕方，古方，蘭学には，共通

したものがあったことも見逃せない.それは，

なにか… いうまでもなく，経験(臨床)を

重視してし、く指向である.

後世方の曲直瀬玄朔は，李 ・朱医学に従い

ながらも，けっしてそれに引き回されること

なく，独自な態度を常に保留しておくことを

主張した.そこには，実態の変化に応じて方

法を変えていく，創造的な発想の芽生えがあ

ったといってよいであろう.

もとより，後世方が中国の古代哲学である

( 57) 

陰陽五行説を，その思想的基盤にしていたこ

とは言うまでもない.自然界が，陰陽五行の

理論で説明しつくすことが可能であるように，

人体も自然界と同様の理論から成り立っと考

えて疑わなかったからである.

それは，ちょうどギリシャの体液病理学が，

ギリシャ哲学を背景に成立していることと同

様である.自然界が，四つの元素から成りた

つと同様に，人体も四つの体液から成りたつ

としたからである.おなじように，漢方にあ

っても，人間の病理観は，陰陽五行の理論ぬ

きには考えられなかったのである.

中国の医学である李 ・朱医学は，田代三喜

(1465~1537) によって，はじめてわが国にも

たらされたことは周知の通りである.しかし，

この外来の医学も時代を経るにしたがって，

だんだんと日本的なものに変わっていった.

曲直瀬道三，玄朔へと，後世方が発展するに

つれて，経験的事実に重きをおく傾向が強く

なっていったからである.

そして，つぎの古方にいたるや，後藤艮山

の「一気留滞論J.吉益東洞の「高病ー毒論」
などがあらわれる.これらのなかには，論旨

の簡潔化とともに中国哲学の棚上げがうかが

える.そこには，いたす.らな理論の担ね回し

をきらう風潮があったと言ってよい.かれら

にとって，陰陽五行の哲学は，あまりにも空

理，空論に過ぎたのであろう.

療治スルモ道ヲ得タルト得サルトハ大ニ

違ヒアリ其ノ道ヲ得ントナレハ先第一ニ生

死ハ天ノ司ニシテ人ノ司所ニアラス医者ハ

只疾苦ヲ救職分ニシテ万病唯一毒ナリト心

得一毒ヲ取去療治ヲナシ生死ニ迷ハヌ時ハ

道ヨク達シ方ヨク廻リ病ヨク治ス(以下略)

…(墜事或問)

東洞らは，実際の経験を重視することに，

医学の基礎をおいた，そこでは「学」と して

の医学より，むしろ 「技術」 としての医学の

ほうがより重視されていたとも考えられる.

古方派の，思弁的なことを捨てて経験的な

ものを重視しぶうとする方向が，やがて蘭学



への関心をつよめていった.関学はいうまで

もなく .ヨーロッパの自然科学を基盤として

いる.しかし，経験(事実)を重視する点で

は，古方に通じるものがあった.ただし， 漢

方でいう 「経験」と，自然、科学の 「経験」と

は，その方法論において質的な異なりがある

ことは言うまでもない.

医学を支えた思想的基盤

1) 自然の不可知論

古方派の経験を重視する考えかたのなかに，

自然、科学の芽生えを認めようとする説もある.

「親試実験」が実際に自分で試し経験しう

ることのみを重視していこうとしたからであ

ろう.しかし，村上陽一郎も説くように，こ

れをもって，わが国に自然科学が確立したと

することは，いささか早計にすぎよう引.

自然、科学は，たしかに経験を重視する.だ

が経験のみをもって，自然科学の方法とする

ことは出来なし、お.そのあとに続く 「実験一

論証」 といった一連の過程をへて，はじめて

自然科学が成立すると言えるからである.

古方が自然科学の方法と，質的に異なると

しても，自然科学の前段階に位置するものと

して，科学史の立場から位置づけをおこなう

ことは可能である.三枝博音は，吉益東洞の

思想家としての態度について，ひとつの評価

を加えている引. それは，かれが「自然を不

可知なもの」として， 一線を画した点である.

東洞の発想には， カント (1724'"'-'1804)の「物

自体」を思いおこさせるものがあると さえ言

えるであろう臼.

もちろん江戸期の 「自然、」は，自然科学に

おける 「自然」とは質的に異なる.つまり ヨ

ーロ ッパ思想のそれは， [""外化された自然」

「客観としての自然」 である.精神に対立す

る自然である白. これにたいして，江戸期の

「自然」は，むしろ生命をもち， 精神を持っ

た自然である.ここに両者の，自然にたいす

る根本的な異なりが存在する.このことは，

江戸時代において使われた「自然」が，名詞

ではなく形容詞的に使われていたことからも

理解することができょう 7)

ヨーロ γパの自然科学においては，自然と
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人聞は対立する.しかし，江戸期の自然は，

中国の自然観がそうであったように，自然の

なかに人聞が同化するかたちで成立する.こ

のような考えかたから，主観と客観という認

識の方法は生まれてこない. [""客観」として

の自然ではなく ，主客海然としたものが，江

戸期の自然だったのである.

古方の自然がヨーロッパのそれと異質であ

るとしても，自然を不可知なものとして棚上

げし，ひたすら経験を重視した方法について

は，その独自性という点で大いに評価されて

よいであろう.つまり，中国思想の「自然観」

と， 一線を画することを意味するからである.

同時に，そこから日本的な思想の特性が現れ

る. しかも，それは，いっぽうでヨーロ ッパ

の思想に一歩近づくことを意味していた.

さきにもふれたように，カ ントは，物自体

を人聞にとって不可知なもの(形而上の世界)

とした.そして，日で見て触れることの出来

る現象界 (形而下の世界)に，認識の対象を

おL、た.ここから，ヨーロッパの自然科学と

宗教 ・哲学は，それぞれの守備範囲(近世二

元論)を確認していくのである.このへんに

東洞の思想とカントに，一脈通じるものがあ

ると言え よう.だが，その後の発展において，

ヨーロ ッパとは必ずしも同じ方向へは進まな

かった.医学的認識の対象を，臨床の事実と

いう現象界に限定したまでは，たしかにカン

トの発想と通じるものがあった.しかし東

洞らの古方派は， [""親試」を重視するのあま

り，科学的検証という段階まで進むことがで

きなかったからである釦.

2) 和魂漢才・和魂洋才の精神

後世方，古方，蘭方，漢 ・蘭折衷派という

医学各派が，江戸の医学のなかに形成されて

いく経緯を見ていると，そこに事実重視の傾

向が色濃くでていることがわかる.とくに吉

益東洞を中心とする古方派いらい，この傾向

は顕著なものとなって定着した.

しかし，それはどこまでも経験的な域を出

るものではなかった.事実認識のつぎにおこ

る 「なぜ?Jという視点で，あらためて事実

を見つめようとはしなかったからである.



「なぜ?Jの指摘は，とうぜんつぎに理論化

(仮説→検証)が想定される.ところが，江

戸期において，ヨーロッパ的な意味での理論

化は，不毛に近かった(もちろん，儒教的な

「理」の論議が，学問の世界で行われていた

ことは~IJ として…). 

事実の重視，理論化(検証)の不得手とい

うことは，必然的に医学の技術的発達をうな

がすにいたる.一つの学問を成立させた思想

的な基盤はそのままで，知識 ・技術商のみを

重視する結果となるからである.この風潮は，

じつは漢方をわが国の医学として取り入れる

ころから定着していたと言ってよい.

完成された知識や技術だけを受容すること

は，医学ばかりではなかった.儒教そのもの

が，わが国に入ってくるにさいしても，すで

に言えることであった.世にいう「和魂漢

才」の精神がそれである. I和魂漢才」を一

口で言えば，こうである.外国の学聞を受け

入れるにあたって，その知識だけを受け入れ

て，成立の基盤になった思想的なものは従来

のままでおくということである. トインピ一

流に言う なら，儒教と L、う外来の学問の 「挑

戦」を受けたとき，それと「応戦」したのが

「和魂」だうたのである町.平川祐弘は，これ

を他者との関係における自己把握としての

「和魂」と言っている山.

「和魂漢才」の発想は，李 ・朱医学が後世

方を生み出し，さらに古方，蘭方へと，日本

の医学が変容してL、く状況のなかに，容易に

見出すことができるであろう.つまり，医学

における経験 ・事実などを重視していくこと

は，一方で医学を成立させる思想的な基盤を

タナ上げしていくことを意味する.陰陽五行

や五運六気などの思想から解放されていくこ

とは，事実を重視することには違いない.し

かし一方でそれは自己(和魂)を保留して

いくための手段でもあったのである.

江戸期の医学方法論が，時代とともに展開

してL、く背景には，わが国の朱子学自体の考

え方(事実に対する認識方法)の変容がつよ

く影響していた.それは経験的合理主義の方

向であり， 日本における独自の変容であった
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ことを注目する必要があろう山.実際，こう

した動きのなかで「国学」のはたした役割は，

かなり大きいものであった.

こうして，従来の思想的なものは，そのま

ま基盤と して温存しておいて，外来の知識技

術だけを，その上に取り入れていくことは，

結果として，学問と思想の二重構造を産みだ

すことにも通じる.明治以後，ヨーロッパの

自然科学を受け入れるにさいして， I和魂漢

才」は「和魂洋才」と変わったが，そのパタ

ーンは同じような役割を果たすことになるの

である.

2. “きぐすりや"という 『あきんどJ

一江戸の薬業

“きぐすりや"の学問的基盤

1) 実用性を尊ぶ 『あきんど』たち

江戸幕府のパックボーンであった朱子学は，

武土の学問として発展した.士農工商のタテ

社会において，支配者の「知」の学とされた

からである.同時に町人(工商)にとって，

朱子学は実践道徳として展開していく .町人

の思想的基盤もまた朱子学にあったものの，

それは倫理として，実践面に具体化すること

が特質であった.つまり，朱子学は町人達の

生活の中に，モラルとして浸透していったの

である.

医者は，当時，武士に属していた.医者が

儒者として儒学を学んだのもこのためで、ある.

これに対して，“きぐすりや"は『あきんど』

であった.~あきんど』にとっては， wあきん
ど』としての道を知ることが，学聞をするこ

とに通じた.かれら『あきんど』にとっ-c，

朱子学は知の学としてより，実践の学として

生活のなかに生かすべきものとされた.この

へんに，医者と“きぐすりや"の学問の対象

の違いが，明瞭に現れている.

「学問と云ふものは，博く事を知ると云事

計にてはなし.つづまる慮，身ををさめ家を

と与のへ，なす事の理にたがわぬようにする

が，学問の根本なるよしJ(商人夜話草)であ

ったから，そこには， I学問=倫理」という

定式が存在していたのである.



『あきんど』にとっては，r読み書き算盤J
という実用の知識があれば，あとは生活の倫

理さえ学べばよかった.当時の『あきんど』

の学聞は，今日の経営学といったものではな

く，どこまでも商業道徳を基盤と していた.

商いの方法は， wあきんど』としての身のほ

どを知る封建倫理に支えられていたのである.

『あきんど』は「名を捨て利をとる」べきも

ので， r死ぬるまで金銀を神仏と尊ぶJ(山崎
与次兵衛寿の門松)のが町人すなわち『あき

んど』の生き方であり，処世訓とされたので

ある.

それゆえ 『あきんど』にとっては，何にも

まして実利的 ・実用的なものが尊ばれたとい

ってよい.儒教倫理のなかに身を置きながら，

ひたすら「あきなし、」に精出すことが， wあ

きんど』のなすべき生活であった.いたずら

に理屈をもてあそぶことを嫌い， r商いの実
践」に生きることこそ 『あきんど』の道であ

った.そこには，理論を排して，具体的なも

の(金銀)を重視していくというエートスが

存在していた.こうした考えかたの基盤には，

さきに述べた古方派の吉益東洞らの発想にも

通じるものがある 12)

さらに言うなら，わが国特有の外来文化受

容システムともいうべき「和魂漢才Jr和魂
洋才」の根底を流れるものこそ，実はこうし

たエートスだったのではないだろうか.理論

をタナ上げし，ひたすら具体的なものを追い

求めるエートスは，医学のなかで特有な医学

方法論(親試実験)を生み出し，商人の世界

では独特の 『あきんど』意識 (拝金思想)を

形成していったと言えるからである.

2) 売薬と “きぐすりや"ーその考証性

江戸の薬業を彩るものとして，第ーにあげ

なければならないのは，売薬の発展である.

筆者が，今日なんらかの形で記録にの こっ

ているものを集めただけでも，売薬の数は

1，518種にのぼる 13) したがって，実際に存

在した売薬の数は，膨大なものであったろう.

もちろん，その実態がピンからキリま であっ

たことは論をまたない.

医療の社会化が十分でなかった江戸時代に
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してみれば，売薬の果たした医療性もまた重

要であった.このことは，売薬のことを記し

た当時の記録から推しでも十分うなずけるこ

とである.売薬を用いる仮uからするならば，， 

今日の七ルフメディケーションの萌芽ともい

うべきものが，すでにそこに存在したことが

うかがえる14)

しかし残念なことに，売薬を提供するほ

うの側からするならば，単なる商品の域を出

なかったことも，また否定することはできな

い. それはと りもなおさず，売薬をあっかう

“きぐすりや"が 『あきんど』であったから

である.IJあきんど』である“きぐすりや"に

とって， r売薬をいかに売るか」に精出すこ
とはあっても， r売薬が何故きくか，どうし
たらもっと効くか」といった，いわゆる今日

の薬学的な視点に立つての努力は，ほとんど

なされていなかったからである.いわゆる学

聞から縁遠し、“きぐすりや"であり，自然、科

学の不在であった当時に してみれば，これは

当然のこ とであった(次項参照).

ただ， ここで特筆しておきたし、ことがある.

それは，1)当時の文人たちの多くが，売薬右ど

あつかっていたこと 2)"きぐすりや"が主

となった「薬品会」のことである.

江戸の文人として名高い滝津馬琴 (1767~

1848) ，山崎美成 (1797~1863) ，本居宣長

(1730~180l) ， 山東京侍 (1761~ 1816) ， 式

手:三馬 (1776~1822)，などは，いずれも 売

薬をあっかう “きぐすりや"を業としていた.

これは，儒学者で医者であったものが多かっ

たことと，合い通じる江戸期の特性と言える

であろう.

「知」の学問である儒学を学ぶことは，あ

る意味で、文献を考証的に研究することに通じ

る.さきにあげた売薬を扱った文人たちが，

いずれも考証的な分野で，ひとつの業績を残

していることからみても明らかな通りであ

る1日.儒学を研究するうちに，ある者は医学

にすすみ，そしてある者は売薬の処方研究か

ら売薬へと移ったと考えるのは早計にすぎる

であろうか.あるいは，この逆もあるかも知

れないが・・・.



係学には，いずれも経典と崇められた一定

の文献があり，それを絶対視する傾向があっ

た.売薬を売り出すにあたって，処方につい

ての改良工夫があまり重視されていないのも，

儒学のエートスにあると言えるであろう.つ

まり，処方を改良することは. ~あきんど』

として，なすべきわざではなかったのである.

もうひとつの特性は，各地て作主された「薬

品会」である.多くは本草学者が主催してい

るものの，スポンサーには多くの “きぐす り

や"が入っていた. これなども，さきの儒学

の考証性と，おおいに関連すると言えるであ

ろう .r薬品会」は，博覧会，展覧会 といっ
た性質のものであった.人々が集まる ことに

消極的であった江戸時代の風潮にしては，ま

ことに珍しいものであったと言うこ とが出来

ょう 16)

科学不在・社会不在の “きぐすりや"

1) 家業に徹した “きぐすりや"

江戸期において，専門家というエートスは

存在しなかった.今日言う「職能」に匹敵す

るのは，強いて言うなら 「士農工商」 である.

武士としての職能，商人としての職能である.

だから，医者は武士としてのエートスのなか

に住み，“きぐすりや"は 『あきんど』のエ

ートスのなかに埋没していたと言えよう.

『あきんど』の職業の意味で使われたのは，

「家業」 というコ トパである. 当時， 殆どす

べての職業は世襲であった.その家に代々続

いた職業を，親から息子へ，そして息子から

孫へと，受け継いで‘し、くのが当然とされてい

た時代で、ある.rそれ人は，其家々の職第ー
に動ベしJ(子孫鑑)とか.r町人は寝ても覚
ても，食事の時も，家職可思事J(渡世肝要

記〉と言われるのが常であった.

『あきんど』は，みずからの分限をまもり，

ただひたすらに家業に忠実であればよかった.

かれらの目指しているのは 「家の富，家の幸

福である.町人は践しい身分と されるが，そ

の代わり天下や国のことを心配せずともよい.

ただ家のことだけに意を注げばよいのであ

る」と された17)ここから生まれてくる 『あ

きんど』のエートスは，ただひたすらの「家
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業尊重」であり「家業第一」主義であった.

近代社会が個人の集合体より成るにたL、し

て，江戸期においては，家の集合体が社会を

構成していた.だから，個人にとって，家は

ときにクッ ショ ンの役を果たした.砦にもな

った.家のなかに個人が埋没していたのであ

る.好むと好まざるとに関わらず，家業は

「天から与えられた」絶対の ものとして，個

人に君臨していたのである.

それゆえ『あきんど』の転職は否定された.

「決して他業に指を染める勿れJr父祖の業を
専守すベし」との家訓は，絶対なものであっ

た.江戸期の 『あきんど』たちは，祖先伝来

の家業を受け継いで、，生涯を 『あきんどJI= 

町人として生活すべきことが， 宿命的に決め

られていたのである.江戸時代に名のある旧

家に伝わる 「家司IIJr家法」をみれば，この
ことは容易にうなずける.

なんとしても家業を第ーとする考えかたは，

必然的に「伝統尊重Jr新儀停止Jr商売替無
用」といった保守的なエートスとなって具体

化する. ~あきんど』の経営理念に， どちら

かというと消極的なエートスが多く見出され

るのも，このためである山.

『あきんど』の経営理念の消極性，さらに

は家業意識の強大なこと，これらは『あきん

ど』である“きぐす りや"にとっても，けっ

して例外ではなかった.“きぐす りや"のあ

つかった売薬に，好んで 「家伝薬」 の名が付

けられているのも，このことを明瞭に物語っ

ていると言えよう.

2) 科学的エートス不在の “きぐすりや"

『あきんど』にとって，なによりも大切な

ことは，商人の道を知ることであった.それ

が.~あきんど』 の学問だったのである . 江

戸時代さかんと なった 『あきんど』の学問と

言われる 「心学」 も，町人を倫理的に律して

いくところに，その特質があった.けっして

商人なり商業を，科学的に分析したり解釈し

ようとするものではなかった.今日い う経営

学なり，経済学といった客観的な視点を，心

学が持ち合わせていたわけではない.

“きぐすりや"もまた 『あきんど』である



以上，この枠を一歩も出るものではなかった.

かれらは，薬種の販売や売薬の製造販売を，

どこまでも家業と して「あきなL、」として捉

えたのである.wあきんど』であるから，家
業の“きぐすりや"を後生大事に守ろうとし

た.そのためには，同業者の集まりである

「仲間」の錠も，遵守していく必要があった.

仲間にしても，それはヨーロッ パのギルドと

は本質的に異質なものであった19)

“きぐすりや"のあっかう薬種，売薬につ

いても，科学的なエートスをも って捉えるこ

とは不可能なことである.薬種の品質を確保

するために，かれらは幕府の肝煎りとはし、ぇ

「江戸改」と L、う薬種検査機関を設けたりし

た.しかしそこで行った検査は，どこまで

も経験の域を一歩も出るものではなかった

(自然科学的な薬学の不在だった当時として

は，当然のことであったといえようが…).

おなじようなことは，かれらのつくる売楽

についても言うことができる.Iすこしでも

よくキク売薬をJIできるだけのみよい売薬

を」というような，いわば科学的な努力は，

当時の“きぐすりや"にとっては，思いもつ

かないことだったのである.売薬のキキメは

すでに与えられた天命的なものとして，売薬

自体に存在すると考えていたからである.だ

から，それを人為的に改良する「科学的な発

想」は，見出されなかった.

こうした天命的な発想は， 儒教的エートス

に基づくものであった.ちょうど，儒教にお

ける経典のごとく ， ドクーマとしての真理が厳

然と存在していたのであろう.こうしたエー

トスのなかでは， Iなぜ ?Jという自然科学

的な発想は，どうしても生まれて来ない.そ

こには儒教と自然科学との聞にある認識論の，

次元の異なる差異が存在している.

このように自然科学以前のエートスで、満た

されていたのが，江戸の“きぐすりや"であ

った.しかし，わが国の 「朱子学」における

自然認識の変貌がすすむにつれて， 考証とい

う面で，“きぐすりや"が，他の 『あきんど』

より一歩すすんでいたことは，すでにのベた

通りである.その頃さかんとなった「本草
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学」が，たぶんに考証的な性格を持っている

ことと，まったく無関係とは言えないものが

ある.“きぐすりや"出身の 山崎美成や戯作

者山東京停をみても，このことは容易にうな

ずけよう.前者は，その学風が考証派に属す

るとされ，後者は「骨董集」とL、う名高い考

証書を出版しているからである.

たしかに，“き ぐすりや"は自然科学的な

エートスとは縁遠い存在であった.しかし

かれらの考証的な面での「理」を重んじる傾

向は，やがてヨーロッパ薬学を受容するにさ

いして，ひとつの役割を果たしていったこと

もまた否定で、きないであろう.

むすび一「和魂洋才」と二重構造

1) 薬学移植に便利だった 「和魂洋才」

すでに述べたように，自然科学は，明治維

新を機に突然、ヨーロッパから移植されたもの

とするだけでは，けっして十分な考察とは言

えない.自然科学を受容する基盤は，維新前

の江戸時代において，着々と準備され育まれ

ていた.それが和魂洋才(和魂漢才)という

わが国特有の外来文化受容パターンだったの

である.

こうした状況において，朱子学のはたした

役割は，はかり知れないものがある.徳川封

建制の思想的基盤であった朱子学が，きわめ

て日本的なかたちで発展し，そこから古学，

折衷学を生み出していったからである.しか

も，事実を重視するエートスは，朱子学じた

いだけではなく，朱子学否定(古学)のなか

からも出てきたということである.

源了固が説くどうに，朱子学そのものが

①「合理的思惟」発展の基礎になったこと，

さらには ②「西洋自然科学」の合理的思惟

をも受け入れやすくする点で，大きな影響を

およぼしたのである 20) 医学においても，吉

益東洞に代表される古方や，杉田玄自らの蘭

学に，いずれも明瞭に見られるところである.

あるいはまた，“きくやすりや"の考証的エー

トスについても，同様な観点から考察してみ

ることが可能であろう.

いっぽう19世紀のヨーロッパは，自然科学



の成果を，社会のなかで技術として花咲かせ

ることに懸命なときであった.すでに科学革

命，宗教改革，政治革命を終えて，ヨーロッ

パは思想的にも近代化の完了した時代であっ

た.世はまさに科学の成果に浴する時代とな

っていたのである.

このような時期に， ヨーロッパの科学技術

を国をあげて受け入れようとしたのが，維新

後の日本であった.当時の状況からして，自

然科学のいわば成果(技術入だけしか受容さ

れなかったのも当然の帰結であろう.つまり，

機械とか，交通機関，化学薬品などという，

いわば自然科学の社会的成果の受容が，受け

入れの中心となったのである.

自然科学を生み出した思想とか，科学の方

法論(哲学)を云々 することは， 一昔まえの

科学革命の時代(17世紀)が盛んであった.

産業革命の時代になると，そうした思想的な

ことは，すでにヨーロッパでは卒業の段階に

なっていた.自然科学の一分科としての薬学

もまた，独立した専門分野を確立していたこ

とは周知の通りである 21)

ヨーロッパのこう した状況は， 1"和魂洋才」

をエートスとする当時の日本にとって，まさ

にうってつけの好都合な状況であった.なん

となれば，科学を生み出した思想とか考え方

はタナ上げしておいて， 出来上がった成果だ

けを受け入れていくことが可能だからである.

こうして，わが国のヨーロッパ科学技術の受

容は，移植する側も受け入れる側も，ともに

結果(技術)だけを求めればよい状況におか

れていたと言えよう.薬学もまた，完成され

た科学技術のひとつとして，受容されていっ

たことは言うまでもない.

2) 薬学 ・薬業の二重構造の萌芽

江戸末期において，朱子学を基盤とする倫

理は，依然として人々の生活をつよく律して

いた，天地自然の理が人間界にも及んで，五

倫五常のモラルが説かれていたからである.

しかし，それはどこまでも人間関係に限定さ

れていた.自然界の理そのものについては，

吉益東洞が「死生は天の知るところ」として

人智の及ばざるところとしたように，あえて

それを問おうとはしなくなっていたのである.

このへんに，和魂漢才から和魂洋才への展開

が見られるとも言えるであろう.

明治になってヨーロッパ自然科学を受け入

れた基盤には，江戸期の儒教的エートスが満

ち満ちていた.わが国特有の外来文化受容パ

ターンは，佐久間象山の言う「東洋の道徳，

西洋の芸術(科学)j(和魂洋才)となって具

体化していたのである22) 外来の知識 ・技術

を受け入れるのに， 1"こころ」まで変えるこ

とは，当時としては必要でなかった.

( 63 ) 

かくて明治期のヨーロッパ自然科学移植は，

科学技術とそれを支えた，思想との関連をまっ

たく無視したなかで，それぞれの専門分野べ

つに把握され受容されていった.この傾向は，

やがてわが国の近代化が軌道に乗るにつれて，

随所にひきおこされる矛盾の，いわば根本の

原因となっていったのである.薬学のみなら

ず，薬業においても，その矛盾は明瞭に表面

化するにし、たる.

まず現れたのが，薬学における「製薬学」

と「薬舗学j，言い換えれば 「官学j(東京大

学製薬学科の製薬土)と 「私学j(私立薬学

校の薬剤師)の二つの方向である。これは，

今日にし、たるも「薬学教育」と「薬剤師教育」

の矛盾として残っている.

法制面においては，従来の 「江戸の薬業」

と 「維新後の薬業」との二つの方向があげら

れる. 具体的には， 1"洋薬と売薬j，1"名目だ

けの医薬分業(医師と薬剤師の調剤権)j1"薬

局と薬種商」といったぐあいに，すべてが二

本建て様式を取らざるを得なかったところに，

薬事法制の二重性があった叩.

古い体質基盤の上に新しい外来のものを乗

せた重層性は，薬学 ・薬業のあらゆる面に現

れてきたのである.言い換えれば，それは

「江戸」の上に「近代(ヨーロッパ)jが重ね

られた結果，出来上がったものであった.歴

史的宿命ともいうべき二重構造の基盤には，

和魂洋才に象徴されるエートスが，薬業の世

界(とくに薬局・薬剤師)全体にうごめいて

いたことは否定できない.
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Summary 

The modern ]apanese pharmacy (natural 

science) is what was transplant巴d from 

Europe at the time of the Meiji Restora-

tion. However， it was an abrupt acceptance 

by no means. For bases to accept the 

European natural science had been devel-

oped evidently in this country. 

This being the the case， where can we 

see the bases to accept the European 

pharmacy， how the ]apanese people in that 

era viewed and adopted the foreign science， 

such considerations of the conditions ready 

for such a step are necessary in order to 

explain how th巴 peoplemade it their own. 

With such a viewpoint in mind， the 

author treated as the central subject the 

conditions of the Edo Period (1603-1867). 

Attention is calleCl. to (1) the medicine and 

(2) the drug trade of the Edo Period. 

With the former， how the medicine of the 

Edo Period was like， and with the latter， 

what was the historical foundation held by 

the drug trade since Meiji Era. These 

are main themes of the study. Further 

r巴searcheswere made how these two bases 

responded to the European pharmacy. This 

is the conclusion of the main discussion. 

As a result of this investigation， it was 



made clear of an imported peculiar foreign 

culture pattern (Japanese soul with Chinese 

knowledge， ]apanese soul with Western 

knowledge)， namely， ethos of Oriental 

moraliザ andWestern arts(science)in early 

existence. It was the teachings of Confucius 

(the Zhu Xi School) which were main 

flow of thoughts in the Edo Period became 

a dominant influence to form the above-

mentioned sense of morali守・ The fi.rst is 

the ]apanese development of natural recog-

( 65 ) 

nition in the Zhu Xi School (natural 

agnosticism)， and the second is practical 

morality(merchants' morality)brough about 

by the Zhu Xi School in ]apan. 

Such bases developed opened a way for 

acceptance of the European natural science 

(pharmacy). At the same time， it helped 

to bring about a double structure consisting 

of the European pharmacy and the tradi-

tional drug trade. 



薬 史 学雑誌
23(2)， 66~71 (1988) 

日本薬局方に見られたタンニン酸製剤の変遷
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1. はじめに (Introduction)

タンニンは，植物界に広く分布し，水によ

く溶けその水溶液は強い収数性をもち，皮を

草に変化させる性質を有する物質の総称をい

う 1 ) タンニンの分子量は 600~2， OOO ぐらい

で複雑な構造を示すが，その基本構造はポリ

オキシフェニルである.その構成成分が単一

物質として結晶状に分離されたものもあるが，

多くは数種物質の混合物で白色あるいは淡褐

色の不定形粉末として得られている.

タンニンを含有する植物は多いので，均質

なものを得るために日本薬局方(以下 JP)で

基質を規定し，五倍子または没食子から得ら

れたタンニンをタンニン酸としているわ.タ

ンニン酸は，明治19年 (1886) 日本で初めて

発布された JP1に，皮を探す酸すなわち草案

酸(じゅうさん)の名称で収載された.

タンニン酸の医療への用途は，その強い収

数作用による局所収数，防腐薬であり，臨床

的には口内炎などに対する口腔内用薬，止潟

薬配合剤，痔疾への応用などの用途をもって

いる.

タンニン酸は JPXP)においても未だ，そ

の組成は未解決としているが，その作用によ

って JPXIにおいて， タンニン酸のほか，

タンニン酸アルブミン，タンニン酸ジフェン

ヒドラミン，タンニン酸ベルペリン，ロート

エキス合剤など6種類の医薬品の収載が見ら

れる.

山田，松本らは， JP I~JP X， XIまで継

続して収載されている医薬品について，その

試験法，規格，製剤などの変遷にかかわる一

連の報告を行って来た←B) 今回は，タンニ

ン酸についてその変遷を検討したので報告す

る.

2. 来歴 (History)

タンニン酸の基原について， JP VIから五 〉

倍子または没食子から得られたタンニンと規

定している.この五倍子あるいは没食子が，

いつ頃から医薬品として登場したかを見る と，
¥ 

ギリシャの軍医で本草学者であった Diosco-

ridesの著書 『デ ・マテリア ・メディカ』中

に Kekidesとして没食子が記述されており 9)

その薬効として以下のように述べている.

iKekidesは強い収数作用をもち，細かく

砕いたものは誌を抑え，歯くやきや鼻小柱か

らの出血を止め， 日中の潰場形成も抑える.

事1 東日本学園大学歯学部 HigashiNihon Gakuen University， School 01 Dentistry. Tobetsu， Ho-
kkaido 

*2 日本薬史学会

(回)



また歯のく ぼみに詰めると歯痛を鎮める.

熱い炭火の上にこれをおいて，火がついた

らブドウ酒，酢，あるいは塩入りの酢をか

けて火を消すと止血薬が得られる.

煎じ薬を座浴に用いると子宮の下垂や帯下

に効く .細かく砕いたものは，塗布しでも

ブドウ酒または水と共に服用しでも癌痛や

血性下痢に効く.J

また歯科領域で・の応用が，ほかの効能と共

に述べられている.また没食子の産地は，小

アジア，シリア，メソポタミアからベルシャ

に亙る地域としている10)

Dioscoridesの薬物誌の約150年後に出た

中国薬物の原典といわれる 『神農本草経』の

中品あるいは上品の中に，貝類生薬として文

蛤が収載されている.浜田によれば11，12)，現

在中国および台湾で用いられている文蛤の中

には，植物性生薬である五倍子を用いている

例があると報告している.この五倍子と文姶

が混同されていると思われる他の例を小泉の

『増訂和漢薬考』でも見ることができる山.

これによれば，五倍子の異名として「文蛤，

法醸， ;11文蛤，百議倉」などを挙げ，文蛤を

官頭に掲げている.

傷寒論で病邪が太陽の部にある時には文蛤

散を服用させる14)とあり，その処方と して

「文姶五両一味を散とし，沸湯を以って一方

寸七を和し服す」としている. ~増訂和漢薬

考』で文蛤散の処方山を見ると，

「五倍子洗白腰香牡輔粉各等分」

としている.これから見るとその経緯は不

詳であるが，文蛤と五倍子が何かの理由で混

用される ようになったものと思われる.小泉

はまた五倍子は，洋産の没食子に対して 日本

没食子あるいは和産没食子の名があると述べ

ているが，これは本書が記述された明治中期

から大正初期の生薬原料事情の一面を示すも

のともいえよう.

15卯年 (中国高暦18年，天正18)，明の李

時珍が完成した 『本草綱目~ 1898品目の中に，

没食子15) 五倍子1引が掲げられている.五倍

子の項でその 「樟名」 として「文蛤，百轟倉，

( ol) 

法醸過名百薬煎」 との記述があり，時珍日く

「其形似海中文姶，故亦同名，百議倉，合意也，

百薬煎，隠名也」としている.これは『増訂

和漢薬考』の述べている異名と共通しており，

これも五倍子と文姶が混用されている一因と

なっているのではないかと思われる.

1858年(安政5)，わが国の開国を契機とし

て次第に JP編纂の要望が高まり，明治8年

(1875)，当時の内務省長興専斎医務局長の内

命により，京都司薬場監督 A.J C. Geertsお

よび大阪司薬場教師 B.W. Dwarsが JP草

案作成に着手した.この草案にはタンニン酸

に関する以下の医薬品が掲げられた17) 即ち

1) Acidum Gallicum 没食子酸

2) Acidum Tannicum繰酸(タンニン酸)

3) Syrupus 草案酸含有ヨ ード

Jodo-Tannicus シロップ

4) Tannas Chinin 綜酸キニーネ

この草案は，正式に JPの原稿として採用

されなかったが，現在，厚生省国立衛生試験

所に保存されている.

3. JP 1のタンニン酸製剤 (Tannicacid 

and its preparations in JP 1) 

明治13年(1880)，大政官から JP編纂が承

認されたので，内外人からなる大規模な編纂

委員会が組織された叫19) 当時既刊の欧米薬

局方の主なものは次の通りである.

オランダ薬局方第2版 (1871)

ドイツ薬局方第2版 (1882) 

アメリカ薬局方第7版 (1882)

イギリス薬局方第3版 (1885)

フランス薬局方第4版 (1884)

これらを参考としながら，当時の日本の医

薬事情をふまえておおよそ5年間の編纂の苦

労を重ねて明治19年 (1886)JP 1が完成し，

6月25日に官報894号により公布された.

JP 1にはタンニン酸関連として次の4品

目が収載された.

線酸 (Acidumtannicum) 

草案酸錠 (TrochissiAcidi tannici) 

五倍子 (Galla)

五倍子丁幾孟児 (TincturaGaHae) 



米薬局方から受けた影響あるいは医薬品市場

における草案酸の需要状況などを反映している

ともし、えよう.

明治23年 (1890)に内務省衛生局から刊行

された JP註穣の繰酸の項20)を抄録すると，

JP 1から JPXIまでのタンニン酸

製剤の変遷 (Thetransition of tan-

nic acid and its preparations in 

Japanese Pharmacopoeia between 

JP 1， 1886 and JP XI， 1986) 

4. 

JP 1から JP沼 までの100年間のタンニ

ン酸製剤の変遷を表1に示す.JP VIから

タンニン酸の基原を「通例，五倍子または没

食子から得たタンニンである」と規定したの

で，JP 1に収載された五倍子および五倍子

チンキも表1に加えた.

表 1で分かるように JP1から JP沼 ま

で継続して収載されているのはタンニン酸だ

けで，五倍子ほか2品目は JPVから JP¥111 

までの聞に削除された.アセチルタンニン，

タンニン酸フェナゾリン，タンニン酸キニー

ネの3品目は JPlI または JP][から収載

「繰酸ハ槌物境界ニ発見スル没食子酸誘導

体中，最モ庚ク播布セルモノニシテ，薬用

トシテハ種々ナル草案酸含有性植物ノ枝葉上，

見虫ノ刺蝕ニ由リテ生シタル費生物中ニ包

有セルモノヲ供用ス 是レ所謂没食子縁酸

ニシテ 二重ノ没食子ヨリ製ス 第一ハア

ジア没食子即チトルコ没食子，第二ハ支那

没食子即チ日本没食子ニシテ 支那，日本，

ネパールニ産ス」

として没食子の産地が中近東および中国，

本の2地域に大別されることを示している.

草案酸錠は.r繰酸5分と白糖細末95分をと
り一錠 19の重量をもっ錠剤として製する」

と掲げられた.当時の英米両国の薬局方には

この錠剤が収載されていたが， ドイツ，フラ

ンス，オランダの薬局方には収載されなかっ

この事実は， JP 1を編纂 した 当時，欧

日

た.

JPに見られたタンニン酸製剤の変遷表 1

XI 

O 
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O O O O 

O O O O O O O O O 

[0) [0) [0) [0) [0) O O 

[0) [0) [0) 

[0) [0) [0) 

[0) [0) [0) [0) [0) CO) [0) 

[0) [0) [0) [0) [0) [0) [0) 

O O O O O 

O 
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X 

O 

O O O O 

~ーーー JP
品目 一一~一一一一

1五倍子

2 五倍子チンキ

3 タンニン酸

4 タンニン酸錠

5 アセチノレ タンニン

タンニ、ノ酸フェナゾ
リン

タンニン酸キニーネ

タンニン酸アルプミ
ン

ロートエキス・タン
ニン坐剤

複方タンニンカンフ
ル軟膏

複方タンナノレビスマ
スF将

ロートエキス ・タン
ユン坐剤複方

ロー トエキス ・タン
ニン軟膏複方

タンニン酸ジフェン
ヒドラミン

タンニン酸ベJレペリ
ン

[0)は第2部収載を示す.

lX 

O 

羽

O 

VIl 

O 

国E1在

O 

O 

国IV 

0

0

0
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0
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0

0

0

0

0
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0

0

0

0
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されたが，第2次大戦終了後，当時の医薬品

不足時の昭和23年に公布された国民医薬品集

まで収載された後， ]pVIから 3品目とも削

除された.

複方タンニン ・カンフル軟膏，複方タンナ

ル ・ビスマスljij;:nは， ]P VI，国民医薬品集
(第2改正)，]P vn第2部に収載されたが，
]P wlから2品目とも削除された.

現在]pXIに収載されているタンニン酸

製剤はタンニン酸を含めて了品目がある.そ

の中で第2次大戦後に公布された ]PVIか

ら収載された第2部製剤は，ロー トエキス ・

タンニン坐剤複方およびロー トエキス・タン

ニン軟菅:複方がある.ロート エキス ・タ ンニ

ン坐剤が ]PV fこ初めて収載され，]P XI 

まで継続収載されているが， これにイ クタモ

ール，アミノ安息香酸エチルを配合して鎮痛，

消炎を強化したのがロー トエキス ・タンニン

坐剤複方である.JII門坐剤では不適当な場合

に虹門局部に塗布する目的でロートエキス・

タンニン軟膏複方が登場し JPVIから収載

された.本剤は坐剤複方の処方に dーまたは

dl-カンフルを加えて清涼感と局所を刺激し

て血行を良くする効果を加えたものである.

タンニン酸ジフェンヒドラミン，タンニン

酸ベルペリンの2品目は， JP vnに初めて
収載され，現行の JPXIまで継続収載され

ているタンニン酸製剤群の中では新しい品目

である.この2品目は，塩酸ジフェンヒドラ

ミンあるいは塩化ベルベリンのそれぞれを水

に不溶性のタンニン酸塩にすることにより，

前者のもつ麻ひ性の苦味あるいは後者のもつ

強い苦味をなくして，ほとんど無味とし内服

しやすい性質とした特長をもっている.タン

ニン酸ベルペリンを内服すると，腸内で、ベル

ペリンとタンニン酸に分解され，その部位で

のチフ'ス，赤痢，大腸菌に対する殺菌作用と

タンニン酸の収れん防腐作用を期待できる21)

これはタンニン酸のもつ特性を大きく製剤学

的に応用したものとも言えよう.

5. 考察 (Discussion)

タンニンは皮を草案す (tannine繰皮)のに
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古くから用いられた組物成分で，蛋白質と結

合する性質をもったポリフェノール系薬物の

総称である 21) タンニンの植物界分布は広く，

プナ科，パラ科，ウルシ科その他の植物に含

まれている.

タンニンは化学的には，加水分解型と非加

水分解型に大別される叫23) 加水分解型の中

で，加水分解によ って没食子酸のみを生成す

るものをガロタンニン gallotanninと呼んで

いる.加水分解は酸，アルカリ，タンナーゼ

によって行われる.JP XIに収載されるタン

ニン酸は，五倍子タンニンおよび没食子タン

ニンで，化学的にはグルコースに5個のガロ

イル没食子酸がエステル結合したものを指し

ているわ.

既述のように，タンニンを含有する植物は

多種あるので均質なものを得る為に JPにお

いて 「本品は通例，五倍子または没食子から

得たタンニンである」とその原料を規定して

おり，この規定は ]PVIから掲げられた.

五倍子タンニン chinesegallotanninは 1，

2， 3， 4， 6， pentagalloyl glucoseを母核とし，

この 2，3，4の galloyl基にさらにガロイル

化された deca~dodecagalloyl glucoseなど

が混在している.没食子タンニンは五倍子

タンニンよりも構成が複雑で， pentagalloyl 

glucoseの他に tetragalloylglucose系のも

のの混在もある 22) 以上のことから， JP 刃

解説書にいうようにタンニン酸の化学組成は

現在のところ未解決ということである.]P 

VI註解幻でタンニン酸の化学構造の研究が

進んでおり，その解明も近いと記載されてか

ら約40年近くが経過したが， これからの研究

に大いに関心が持たれるところである.

五倍子は，ヌルデ Rhusjavanica L の葉

軸部をヌルデミノムシアブラムシが刺激して

できる虫コプで，タンニン含量は50~70%で

ある.しかしタンニン酸原料としてその生薬

の形状については JPに規定されていない.

五倍子のタンニンは，医薬品，皮の草案し，染

色の媒染，化学薬品ピロガロール製造原料な

どその用途は多い.古くは文蛤散，甘露湯な

どの処方にまた民間薬として収数 ・止血を期



待した応用のほか，歯牙を黒染(オハグロ)

するための浬染料24)としても利用された.中

国産五倍子と日本産五倍子のタンニン含量は，

65~75% ， 60~68%とほぼ同程度であるわ.

没食子は，ブナ科の C2uercusinj{ectoria 
OLIVIERの幼枝にインクフシバチがつくっ

た虫コブで，イラン，ギリシヤ，地中海沿岸

に産する25)

前述のように五倍子または没食子由来のタ

ンニン酸は，ガロイノレ没食子駿とグルコース

の水酸基がエステル結合したものであるため，

ブェノ ール性水酸基が存在するい2) 従って

JP 1から JP沼まで収載されている塩化第

二鉄試薬による呈色反応は，このフェノール

性水酸基の確認試験法となっている.

JP刃 収載のタンニン酸の確認試験法(ア

ルブミン，ゼラチン試液による)は，タンニ

ン酸と蛋白との結合によって生ずる不溶沈澱

物生成の反応を刺用しているお.この反応は

JP 1加におLて「跨質或ル ヒハ蛋白質ノ溶液

ヲ加へレハ白色紫状沈折ヲ生スル」とも一致

し， JP 1と 100年を経た JPXIにおいても
基本的試験法は一致していることを示す例と

いえる.ただ本法はタンニン酸の間接的証明

とはなり得るが，定量分析に応用できるとは

いえず，今後なんらかの定量分析法の設定が

望ましいといえる.

タンニン酸の医療面の応用についていえば，

タンニン酸は単独投与の場合は腸内でアルカ

リ塩になるか加水分解する為，止潟効果は発

揮できない.止潟剤としてはむしろ五倍子の

様な生薬形態が有効ともいえる. 一方タンニ

ン酸ベルペリンの様に，タンニ ン酸との結合

により不快な味をもっ塩基性有機系医薬品を

内服しやすい形に換える特性がある.これは

不快な味の為に実用化されない医薬品の製剤

イヒへの用途開発の可能性を示唆している.

タンニン酸は比較的安価な医薬品であり，

贋造の危険性の少ないもののーっといえよう.

またタンニン酸加水分解物である没食子般に

ついていえば，金属類との化合物を作りやす

いので， これを利用した薬剤の開発も期待さ

れよう.
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6. 結語 (Conclusion)

タンニン酸は， JP 1から JP斑 に至るま

で継続して収載され，その間，種々のタンニ

ン酸結合物が医薬品として登場して来た.し

かし多くの新薬の開発によって，タンニン酸

は必要不可欠の医薬品ではなくなり，その需

要も大きいものとは言えない.ただ今後もア

ルカロイドなどとの結合物生成の様な応用の

可能性は否定できない.また本品は医薬品以

外の用途も多いので，全体的にはその需要の

急変は考えられない.

タンニン酸は植物界に広く多く存在してい

る為に， JPに於てはその品質確保の意味で

基原生薬を規定していると考えられる.現時

点に於ては，基原生薬規定，確認試験，純度

試験，強熱残分を綜合することによって，品

質維持をほぼ充たすことができると言える.
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Summary 

Tannic Acid is used now as a local 
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astringent and a mouthwash agent. Tannic 

Acid has been prescrib巴d as Tannine， 

extraced from Galla or Japanese Galla， in 

Japanese Pharmacopoeia (JP) since JP. VI 

(1951). 

Galla was reported in 

written by Dr. Pedanius Diosc∞on凶de白s(σ78-80 
A. D.). Galla and Japanese Galla were 

also reported in “Ben Cao Gang Mu" 

which was published in 1590. 

Tannic Acid， Tannic Acid Tablets， Japa-

nese Galla and Tinctura Gallarium were 

prescribed in JP. 1 (1886). After 1∞ 
years， Tannic Acid， Albumin Tannate， 

Diphenhydramine Tannate， Berberine Tan-

nate and three kinds of Tannate preparations 

are now prescribed in JP. XI (1986). We 

hereby report the transition of Tannate 

agents between JP. 1 (1886) and JP. XI 

(1986) . 



薬史学雑誌
23(2)， 72~86 (1988) 

日本への近代薬学導入のいきさつ(1)

安江政
本1

Study on tbe Situation of tbe Introduction of tbe Modern Pbarmacy into Japan 

Masaiti Y ASUE判

(1988年9月1日受理)

日本薬学の通史を扱う著作は少なく，その

中でもわが国への近代薬学導入のいきさつに

ついてのべるものは，さらに少ない. この欠

を補う目的で，明治初期の医学導入における

いわゆる 「ドイツ医学の採用」の経過から始

めて，西欧薬学技術の導入から始まるわが国

への近代薬学導入のいきさつを探りたし、と考

える.

1. 維新体制と国体 (憲法)の模索および

ドイツ学への傾斜

幕藩係制のゆきづまりと外交問題重大化の

なか，文久3年(1863)，長州藩は下関で英米

仏蘭の舷船を砲撃し，鹿児島では薩英戦争が

おこった.そして翌元治元年，上記4国の連

合般隊による下関への砲撃事件となった.こ

の一連の交戦において， 日本の軍備では，ヨ

ーロ ッパの鉄製軍艦の防禦力と砲弾の破壊力

の前には， まったく対抗できないことを思い

知らされた.何はともあれ， 貿易によって武

器を獲得し，それを自ら製造しうる学問技術

を習得しな くてはならないことを理解したで

あろう.それにしても現在の幕落体制下では，

経済力においても，人員においても対応する

ことはできない.全国を統一する中央集権体

制を作らなくてはならないが，徳川幕府では

従来のいきさつからその核としてふさわしく

ない.ここで、天皇への集権の考え方がもち上

り， 尊皇，援夷，倒幕などいろい ろなス ロ

ーガンが現れたが， 目標は強力な中央集権体

制にあったといえよう. このとき注目すべき

は武家政治の中にありながら，ながく太平の

続くうち，武士社会においても武芸より文化

的なものを尊重する風潮がすすみ，幕臣全体

にわたって空位空官とはいし、ながら，朝廷か

らの叙位任官をありがたがっていたことであ

る.征夷大将軍だけは，朝廷から直接任命さ

れて，政権をゆだねられたが，徳川御三家は

大納言，中納言などの文官に任ぜられていた.
タシダカ

高二百俵クラスの旗本1)が足高によって三千
クョゥ

石級の佐渡奉行になると左衛門尉(JII路)1"に
ホウキノカミ

伯者守(萩原)2)などに任命された.前者は

京都御所警備の役人，後者は国司であった.

また桑名11万石の藩主松平定永は左少将に任

ぜられていたわ.夫皇が将軍の上にあること

は，北畠親房の神皇正統記，水戸光国の大日

本史，頼山陽の日本外史の国体論のためでは

なく，上記のように役職につく幕臣や藩主に

対する叙位任官によって，全国的に周知徹底

されていたのである.それ故，現状の軍備で

は，西欧の艦船に立ち向かえないことを知っ

た志士たちの聞に，国の将来構想として天皇

ホ1 名古屋市立大学名誉教授 ProfessorEmeritus， The Faculty 01 Phan叩 ceuticalSciences Nagoya 
City University. 
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を中心とする中央集権体制の考え方の生ずる

のは，当然、のなりゆきであった.洋学は医学，

兵学，武器弾薬だけではなく，政治のこと，

つまり西欧諸国の国家体制jについて調査する

のも当然のことであろう.その証拠のーっと

して，坂本竜馬が暗殺される直前，船中八策

なる新政府の政体構想を示す覚書を残してい

る.本件は国会図書館所蔵「石田英吉関係文

書」中にある.広瀬順陪，学士会会報780号

(1988). 

わが国の文献に憲法調査について出てくる

のは明治4年である4) この年になって，に

わかに憲法に注目したとするのは唐突であり，

すでに調べていてこのとき~、かにすべきか

の方向は大体きまっていたとみるべきであろ

う.へールツの日本年報にも共和制への恐怖

が語られており，島津久光の建白書を引用す

る中で指摘している削.またドイツ医学をす

いせんするとき，英仏有害という言葉のあ

る5)のが注目される.米国のように元首を入
フダ

札できめるなどとんでもないことであるが，

英国は立憲君主国であって， ドイツと同様で、

あった.ただ異なるところは，英国は名誉革

命の後であり，議会が国王の権力を制限しう

るのに，ドイツの立憲体制は，シチリア王国の

フリ ード リヒ E世以来の伝統をうけつぐ絶対

主義王制であった.このドイツの国体と，わ

が国の幕落体制の絶対主義とは一致していた.

さらにドイツは西欧における後進国であって，

追いつけ追いこせの活動の最中で活気があり，

その上後進国の故に，アジア侵略に手を汚す

ことが少なかったので好感がもたれ， 日本人

の心はドイツへと傾斜していったと思われる.

わが国の医学史研究者たちが明治中期，維

新に当つての近代医学導入のいきさつを研究

して，その結果が一つの定説となっていた.

すなわち， (1)成辰戦争における英医ウィリ

ス (WillamWillis， 1837-1894)の活躍によ

り， (2)朝議の大勢は英医学採用に傾いてい

た. (3) このとき医道改正御用掛相良知安の，

死を決した直言で、朝議一変， ドイツ医学の採

用にきまったというものであった刷.このよ

ろな結論は，一人の英雄によって歴史は作ら
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れるという考えにもとづく論述であり，r死
を決した直言」などとし、う表現も，英雄待望

論とともに出てくるきまり文句であって，個

人崇拝的風潮の産物といえよう.この当時の

経過における錯綜した多くの文献をくわしく

研究した神谷は， rドイツ医学採用の決定」
は正しくは「ドイ ツ人教師招明の決定J5b)と

いうべきであるとし，相良知安個人によって

ドイ ツに変更したのでないことを明らかにし

た5c) この論の終りに 「あとからくっついた

話である国体論は棚あげして…」英米学とド

イツ学の肌合いのちがL、をのべているが， 筆

者は国体論こそ憲法問題としてはじめから重

要な因子であり，決してあとからくっついた

ものではないと考える.国体などという戦前

戦中の悪夢を思い出させる言葉をさけたと思

われるが，共和制でも一つの国体であること

を思えば， 幕末の志士たちが，中央集権体制

をどのようにすべきかについて，早い時期か

ら考えていたとする方がわかり易い.

ドイツ軍医招防についての外交文書の交

換6)は，明治3年3月に終了したが，そのす

ぐ後に普仏戦争が始まって赴任は延期され，

ドイツの戦勝後，明治4年8月になって着任

した. 当時陸軍の最強固と思われていたフ ラ

ンスをドイツが破ったから， ドイツ絶対主義

王制の憲法を手本にすべきことを考えていた

政府要人たちは，わが意を得たりと安堵し，

また自信を深めたことであろう.

なおドイツ学への傾斜は少し後，大学の法

学部にもみられた.法律学は英仏両国の教師

によって行われていたが，明治15年，長いド

イツ留学から帰った河島醇は文部郷に「百世

の治は学制を改正して一国の思想をーにする

に如かざるの議」と題する建議書を提出して，

日本における英仏への傾斜と伝統軽視の傾向

に警告し，思想統ーを提唱したわ. このよう

な考え方の根底には，やはりドイツ絶対主義

の憲法があったと思われる.

、二人のドイツ軍医の着任したとき，まだ予

科の教育中であったため，主任の立場のミ

ュルレル (BenjaminCarl Leopold Muller， 

1824-1893)出教育に当ることなく ，日本の



医学と国情を観察し，改革の容易でないこと

を知り，外交官を通して定めてあった就任の

条件を，さらにきびしいものに改訂Lた印.

その内容のうち医学教育に関する部分だけ拾

い出すと，次のようである..1; 医学教育の

全権を委ねること.2. 日本人教官をI自由に

使役できること. 3. 階級は文部大臣のすぐ

下であること. 4. 決して他人(日本人)の指

揮をうけないこと.5.侍医であることなど

であった.侍医たる条件は，政府に申し入れ

をしたとき，天皇に上奏したいとともありう

ると考えて，直接天皇と話しラ7.>機会を作勺

ておいたものと思われる.

ミュルレルの着任したと色、医学校にはお

よそ300人の学生がし、た.彼は本科の入学資

格の年齢を14~19に限定し，試験を実施して

不合格者を切り捨てて59人にした.この当時，

まだ和服に帯刀していた者もあったが，すべ

て寮に収容して洋式の制服にした.またドイ

ツ医学は自由教育制度で，選択科目もあった

が， ドイツ軍医学校に準じてこれをやめ，厳

格な校則を定めた.59人の学生は， ミュルレ

ル満期の明治7年には35人となり，規定の7

年の修業を終わって明治9年9月に卒業した

ときは 25人で、あったという. ミュルレルの

教育は，少しも仮惜しない厳酷なものであっ

たという酌.

明治初期には，平田国学の系統をひく国粋

思想、の影響が強く ，その医学におよんだもの

が皇国医学である.[""わが国には神代の普か

ら立派な医学があったのに， 外来の漢方医学

に毒されて，忘れ去られてしまったから，洋医

をかりで皇国医学を掘りおこし 世界に輝か

せなくてはならなし、」というもので，神がか

り的の妄信であった.けれどもこの思想は上

層部にもおよび， ドイツ医学の採用を決定づ

けたと医学史家たちがほめあげる相良知安の

かし、た建白書の冒頭には「抑皇国之医道は上
オオナムチノ Zヨト スタナヒヨナノ Zヨト ツタνタ

古大己資尊 ，少彦名尊之二神親敷基礎垂

起し玉ひ 一」とかいである9) このよ うな神

がかり思想で洋学を理解し英独医学の長短

を比較検討し得たとは考え難い.幕末に実力を

たくわえていた佐賀藩出身で、あったから，倒
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幕の後に， ドイツ絶対主義王制の導入を考え

ての ドイツ学であったと考えられる.折角の

皇国医学もミュルレル旋風で‘吹きとんでしま

い，相良自身も非職仰付で大学を追われ， 長

与に代わったのは当然のなりゆきであった.

明治14年頃からの法学部におけるドイツ学

強調の開始，同年の筆頭参議大隈重信の罷免，

民権運動の弾圧，絶対主義天皇制憲法の制定，

国会の開設山と明治23年になって，幕末から

強力な中央集権体制を探究して， ドイツ絶対

主義王制にゆき当り，これをとりいれて日本

の進むべき国策が決定されたのである.いわ

ゆるドイツ医学の採用とは，国策決定の一環

としての， ドイ ツ軍医制度の導入であったと

いえる.

2. 初期の薬学教育内容と医学科教科目の

薬物学との聞の相違認められず

西欧における近代学術としての薬学が，

わが国で最初に講義されたのは，長崎養生

所(後の精得館)におけるボンベ(Johannes

Lidyus Pompe van Meerdervort， 1829-

1908)の行った医学教育の中においてであっ

た9的 ポンベの母国オランダは医薬分業の国

であったが，彼は日本の国状にあわせて医薬

兼業の方針で教育を行ったと思われる.彼の

著書「日本における 5年」の中に，彼の作っ

た講義目録があって，その中に調剤9b)の項目

がみえるからである.このよ うにして漢方と

同様，医薬を兼業と考える多数の洋医が養成

されて，全国へちらばっていったので、ある.

漢方には医薬品の学と しての本草学の伝統は

あったが，それば医学から独立しでも薬学に

ではなく，博物学の方向にすすみ，薬庖が学

問と結びつくことはなかった.薬学は宙に浮

いて根なし草の形となった.

江戸時代における薬学的事績として注目さ

れるものには，和薬種六ヶ条の制定がある 11)
シaウ，、p

これは本草学者医師丹羽正伯12)があずかつ

て力があった.現在の薬局方に相当するもの

で，これに従って全国的に和薬の生産と流通

につとめるとともに，粗悪品を取り締った.

生薬類の薬品名と，その起原植物名を全国的



に統ーしたことは， 産物の開発だけでなく ，

学問的にも大きな功績であった.宗国はこの

規程の成立過程における正伯や薬種問屋たち

の活動について詳しく解説している 13) この

ほか薬用人参国産化の成功凶， 飯沼慾斉の大

黄私考15)のような，近代生薬学的研究の発表，

また清水卯三郎は国産大黄を， 化学の原理を

応用して，その効力を漢渡来品と同等にする

とL、う成果をあげていた16) このように，す

ぐれた薬学的成果はあったカL小数の散在に
止まって，学問と して発展することはなかっ

Tこ.

ドイツ軍医を迎えて，本格的医学教育が開

始されて間もない明治6年， ミュルレノレは薬

学教育の必要を建議した.彼の意見は約条に

よって絶対であり，命令に等しかった.政府

要人の間では.医学科に薬物学の講義があり，

すでにボンべによって実施ずみであったから，

医学校の中に，別の薬学専門の教師をおく必

要は，考えていなかったようである.当時

は，西欧においても医薬品の多数は生薬であ

り，その上医学科に専門の薬物学担当の教

師がなかったので， ランガルト (Alexander

Langgaard)のようなお雇い外人の薬剤師が

受け持ーっていたmとい う.明治9年の学科表

によると，ランガルトの担任は化学になって

いる山.このように，薬物学と薬学の区別が

明瞭でなく，薬物学の内容になくて，薬学の

中にあるものといえば，医薬用化学物質の大

量製造位であったから，薬学教育の場所の最

初の名称は「製薬学教場」であった.なお後

にのべる ように，製薬学教場の最初の教師は

マルチンであり，その後任がランガルトであ

った.このように，製薬学教場のただ一人の

お雇い外人教師が，医学科薬物学の講義も担

任していたのである.

、ポンベの後任と して長崎養生所に来たボー

ドイン (AnthoniusJ. Bauduin， 1822-1885) 

は理化学(物理学と化学)の講義は，専門の

科学者に担当させるよう幕府に建議した19)

これにもとづいて慶応元年 (1865)分析窮理

所が設けられ，後精得館と改称され，翌慶

応、2年，オランダからハラタマ (Koenraad

Wouter Gri:Il:iltna， 1831-1881)が赴任して化

学の講義を始めた19町.このときの学生の中

に上野彦馬ど長井長義がいた.松本錠太郎は

すでに，ボー一!ドインの帰国に伴われてオラン

ダ留学に出発じていた.ハラタマは間もなく

幕府中央の開成所へ転勤させられ，政変にあ

って新政府によって大阪舎密局に移され，ょ

うやく 化学の講義を行うことができるように

なった.

ハラタマ，の長崎における講義は，わずか半

年であった.長崎養生所ではボンベもボード

インも，自分で理化学の講義を していたが，

ハラタマが江戸に移った後，その後任をど

のように求めたかわからないが，政変の後に

なって明治2年 (1869)， オランダ， ユトレ

ヒト軍医学校の化学の教官へールツ (Anton

Johannes Cornelis Geerts， 1843-1883)が来

日し，長崎医学校と改称されていた施設の理

化学の教師となった20)
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この頃の論議においては，薬学と化学が混

乱して扱われることがある. 当時のドイツ，

フランスなどにおける化学は， 町の薬局によ

って推進され発展したものであり，化学がよ

うやく薬学から分離独立しつつあった頃で、あ

るから，化学者ハラタマでも薬学者へールツ

でも化学における学識能力において差をつ

け‘て考える必要はない.なおハラタマは軍医

であって日a》Jこの頃は化学者と いうだけでは

まだ生計をたてるには 1-分でなかったことを

思わせる.この状況について筆者はすでに

「アルケミー， ファルマシー， 錬金術」につ

いてのベ，中、世以来の西欧薬局の化学的能力

と貢献について報告した21)薬学と化学の自

然科学の世界における主客の関係は，現在の

主要な化学研究報告誌の名称の変遷加が一つ

の目安になる，例えば ChemischesZentral-

blattや 守LiebigsAnnalen der Chemieはそ

れぞれ PhaI'!nazeutisch巴5Zentralblattおよ

び Annalen;der Pharmacie として創刊さ

れ， Chemie'und Pharmaci巴 となり，終に

Pharmacieは削除されたのである.ドイツ化

学会を創立L;たホフマン (AugustWill;1elm 

von Hofml).n，n， 1818-1892)は始めから Phar-



macieを排除してドイツ化学会誌 (Berichte

der Deutschen Chemischen Gesellschaft) 

を創刊したのである.ホフマンは化学，‘特に

有機化学を薬局の学から完全に分離して発展

させた偉人で、あるが，他方でドイツ薬学の転

落沈滞の原因をなす人でもあった. ドイツ薬

学は，医薬の完全分業と L、う経済的に有利な

状況にあって，薬局薬剤師のキツレドに支配さ

れ，既得権の擁護にあけくれていた.この頃

になると化学の研究は，主に有機化学に移っ

ており，もはや町の薬局の実験室では困難に

なり，大学の化学によらねばならなくなって

きていた.薬学の課程における講座は，生薬

学と製薬学仰の二つだけとなり，学生はただ

薬剤師開業試験の資格取得のためにだけ在籍

していた.柴田承桂は明治17年(1884)，この

ドイツ薬学を視察し， ドイツの薬学教育は不

完全であると批判していた24) ドイ ツでは，

医学とともに有機化学もめざましく発展して

いたのに，薬学は薬業の盛況にもかかわらず，

沈滞していたのである.明治のわが国薬学の

留学生たちは，薬学の研究室をきらって，華

華しく活動している有機化学の教室をえらん

だ.そのため，日本にただ一つの薬学の研究

施設，東京大学医学部薬学科は，有機化学一

辺倒になってしまった.

東京大学医学部に薬物学(現薬理学)講座

が創設されたのは明治18年で， ドイツ留学か

ら帰朝した高橋順太郎が，初代教授に任命さ

れた.彼が最初に発表して注目された研究は

スコポレチンの構造論であった25) この物質

は後述のエイキマンの発見にかかるもので，

ロー ト根から得られた蛍光性配糖体スコポリ

ンのアグリコンであった.この研究と同時に

発表された長井長義加(実質的には回原良純

の業績27)) のベオノールの構造研究とともに，

わが国天然物有機化学界をわかせたものであ

る.新興ドイツ帝国における有機化学の発展

と，その輝く成果は有機化学を国際的花形の

研究題目にしたため，どこでも誰でも天然物

有機化学の研究に走るのが常のようになって

いた.このような風rrWJの中で，医学部の薬物
学講座と薬学の研究が，有機化学構造論にお

( 76 ) 

いて一致して，いよいよ薬物学と薬学の区別

がつかなくなってしまった.

明治6年， ミュルレルの建議で開始された

製薬学科は，学生募集難から明治13年，短期

修業の通学生制度と合併改編され，同18年経

費節減のため廃止されることに内定した目的.

このような薬学衰退の原因の第ーとして東京

大学医学部百年史は，医学科の薬物学講座と

薬学科との聞に異なるところのなかったこと

をあげている 17的.このことは前述のように，

製薬学科のお雇い外人教師が，医学科におい

ても化学と薬物学の講義を担当していたから，

大学の内部においでさえ，区別がつかなかっ

たであろう.

3. 近代薬学技術の導入とへールツ掛

すでにのベたように，へールツは幕府の長

崎における医学教育施設，精得館の理化学教

師に迎えられることになっていた.彼が明治

2年着任したときには幕政は終り，精得館は

新政府によって長崎医学校29)として復興して

いた.彼はここで予定の理化学教師として勤

めることになったが，間もなく薬剤師技術を

もって活動しなければならなくなるような事

件にまきこまれた.

解体新書の発刊， 種痘の導入とその著しい

成果，戦時負傷者の外科的処置における洋医

の長所など，洋医の真価がみとめられるにつ

れて洋薬の流入も早められた.特に開国後は

キナ塩，ヨ ードカリなど，有効で高価な化学

物質が医薬として用いられるようになったが，

この品質を鑑定する技術は日本にはなかった.

その上，医薬品ピ関する法的規格，薬局方も

取締り規則もなかったから，贋薬は自由に横

行できた.たまたま長崎に居留中のオランダ

人貿易商アル ・ファンデ ・ポルが，真正のキ

ナ塩を持参したのに，腕キナ塩と同価で納入

するよう要求され，これを医学校の教師へー

ルツに相談した30) へールツは真正キナ塩の

純良なこと，贋キナ塩は硫酸シンコニンに少

量のキナ塩をまぜたものであることを明らか

にした.ポルはこの 2種の物件とへールツの

鑑定書をつけて，税関へ取締りを要請し，へ



ールツは別に長崎県庁へ贋薬を取り締るよう

建議した.キナ塩と称して医療効果の乏しい

シンコニン塩が売られては，人命にかかわる

から，独仏蘭の取締り状況を参考にして，医

薬品の検査を実施して，組悪品を取り締るこ

とを建議し，必要ならば彼自身検査に当って

もよいと提案した.

贋薬についての苦情は各地でおこり，捨て

おけない状況であったところへ，へールツの

分析結果を提示しての取締ク方法の建議はす

ぐ採用され，司薬場の開設へと動きだ した.

化学的分析による明白な証拠の提示と，彼自

ら検査に当ってもよいとする熱意ある提案は

すぐみのったのである.この当時の長崎医学

校の校長は長与専斎であり，彼は間もなく東

京医学校に転じ，衛生局長になって，わが国

の衛生行政を確立したが，へールツも間もな

く司薬場監督として生渡長与に協力して，衛

生行政につくした.

贋薬の横行は，薬品鑑定と L、う薬学技術の

必要性を示したが，その背後に薬学なる学問

のあること，薬学教育の必要は認められず，

司薬場設立のため， ドイツから薬学者を招く

ことになったが，その任務は贋薬追放であっ

て，薬品試験と薬品製造の技術だけを目標に

していた.そして司薬場では，分析技術者の

養成を目的とする教育も行った.

薬品試験の実施がきまると，横浜，神戸，

長崎の3港に司薬場を設置することとし， ド

イツから薬剤師マルチン (GeorgMartin)を

招聴した.予算は3港に設置する計画であっ

たが，分析を指導する外国人教師が必要で、あ

ったため，東京ーか所だけ実現することにな

り，マルチンが指導に当った30町.すでにの

べたようにミ ュルレルの建言で，非常に急い

で発足した製薬学教場には，教師も講義室の

準備もなかったので，新設の司薬場を用いて，

マルチン一人で講義を受け持つことになった.

月足らずで誕生した薬学教育は，このように

他の施設を借り，他の機関の迎えた外国人教

師によって開始された.技術としての薬学の

必要性は認めながら，学問としての薬学の教

育には配慮が払われず， 可薬場では分析技術
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者の養成教育を行おうとしていた.

他方，京都では府立舎密局が設立されて薬

品試験を行っていたが，明治6年医薬品の試

験および化学工業の研究機関とし，かたわら

薬舗関係業者の養成に当っていた.明治8年，

この建物の一部が政府に貸与されて薬品試験

に当ることとなり，へールツを迎えて官立京

都司薬場が発足した30b) 続いて彼は横浜の

司薬場へ転任したが，試験監督のかたわら，

技術員に薬学と衛生化学の講義をして，衛生

技術者の養成に力をつくした.へールツの業

績は研究発表の形で示されるものは少ない.

司薬場での薬品試験のように，多忙をきわめ

ても具体的な記録としては残らない.また薬

局方の編集に努力しでも，関与が記録される

に止まる.彼が衛生行政上大きな貢献を した

ことは，長崎への着任以来，長与専斎が注目

しており，松呑私志31)の中に公平にのベであ

る.

なお彼がオランダ政府に送った日本の状況

報告書は，日本年報としてまとめられ，訳本

も出ている.へールツは単なる薬学徒ではな

く，政治的社会的にも広い視野と深い学識を

もっ人物であった.文明のおくれを克服し

ようと努力する維新政府の試行錯誤を，同情

をもって見守る温かい，心が伝わってくる.彼

の旧蔵書はどれ程あったかわからないが，オ

ランダに渡った彼の旧蔵書の販売目録山には

1E大な数の本があるが，本草学，薬学関係の

もの以外に， 日本書記， 日本略史，平家物語

図絵，明治史要，民情一新，日本洋学年表，

皇位継承編，徳川禁令考，大日本貨幣史，文

明論の概略，北斎富獄百景等広い範囲にわた

っている.金にあかしてかき集めたのではな

く，日本を理解するための研究に利用して，

あの日本年報をかし、たものと思われる.彼の

短い生涯を思うとき，一層の驚きと敬意を禁

じ得ない.

長与専斎は松香私志中 2か所でへールツ

の功績をのべている.その引用によってこの

節の結びにかえたい.

「…ゲールツ氏も亦勤勉の土にして，本邦



における理化学最始の教授に任じ能く困難

の職務に尽ししが，後司薬場の教師として

長崎京都横浜に歴任し，本邦に在ること15

年，理化学薬学の発達は此の人の力に資る

所多かりき.氏は元来敏捷の人にて検疫消

毒の方法，薬局方の編纂等衛生局の事業に

も参画の功少なからざりしに，惜哉明治15

年横浜にて病捜せり.J

さらに司薬場ははじめ贋薬輸入の弊害を防

止するため東京に設けられ，後衛生試験所と

改称して事務の区域を拡め，独り薬物に止ま

らず， 一切の衛生上の試験を掌る場所となっ

た.

「その創立の始めより力を試験の事に尽し

遂に場長所長の任に昇り しは村橋次郎，辻

岡精輔の人々にて，後には田原良純，島田

耕一郎の如き大学薬学科出身の諸氏も其職

に任ぜられぬ.又蘭人にして司薬場創業の

事に参画し，右て後京都横浜の各場に歴任し

て鋭意薬品改良の事に尽痔せしは，彼の長

崎医学校理化学の教師として来朝せしゲ-

1ルツ氏にしてその功労実に没すべからざる

ものあるなり.J

東京試験所の初代所長山』士長井長義であっ

た.長井をドイツから呼びもどして，その職

につけたのは長与専斎であり 1年余で長井

を非職，免職の処分にしたのも長与であった.

歴代所長の名を列記した上記の文章の中に，

長井の名の見えないのは，故のないことでは

あるまい.

4. 軍医養成校から学問の府へ

明治4年の廃藩置県によって，待望の中央

集権体制は成立したものの，このとき天皇の

指揮下にはー兵の軍隊もなかった.焦眉の

急務は天皇の軍隊の創設であった.近代の軍

隊には箪医が必須であったから，軍隊の創設

と軍医の養成とは，ほとんど同等の急務であ

った.そして明治5年， ドイツ軍医制度の導

入がきまったとき， 日本から9名もの医学生
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がドイ ツへの留学を命ぜられた.この中に池

田謙斎， 大沢謙二，長井長義らも入ってい

た34) 柴田承桂も同じ頃出発しているが3S九

彼は名古屋藩費によったためか，東京大学の

記録に名は見えない.このようにドイツから

教師を迎えることをきめるとともに，多数の

学生をドイツ留学に送ったのは，医学教育を

外人教師によらなくてもよくするためであっ

たらしいが，このような教育方法の誤りを，

へールツは指摘している36)

「若い人たちは準備な しに，適切なよい初

等教育をうけずにア、メリカやヨ ーロッパヘ

送り出され(中IB各)生半可な表面だけの学

問しかしていない若者を引きもどすことに

なるのである.彼らはその偉大な教養と学

識あふれる外観によって同胞の驚嘆の的と

なっているが，実際には何も国のために役

立っていないのである.J

と教育の方法の誤りをきびしく批判している.

幕末から維新を経て，明治10年，東京大学

が創立されるまでが，医学教育の淵源であり，

従って薬学のそれにもなりうるので，ここで

さ.っとその経過をふり返ってみる.東京大学

の源流となったものは幕府の落ー書調所であ

った37) この施設は幕府が改暦のため，天文

方に命じて藩所和解御用を始め，これを嘉永

5年 (1853)のペリ ー来航を契機として，外

交文書の翻訳機関として拡充し，さらに国防

上の見地から洋式軍事技術の導入を企てた.

このときの第一の課題は，伝習生に対する語

学教育であり，西欧の兵書の研究もあり，そ

のために正確な訳本を作ることも必要であっ

た.こうして安政3年 (1856)藩書調所の設

立が決定された.このとき，設立原案にあっ

た 「公儀人並陪臣浪人打混じ為相勤候様仕度

存候J37的という，直参旗本，藩士，浪人平等

視の項が削除された.幕府の直参優先の考え

方が，組織の妨げとなり，後に至るまでの災

となりながら，翌安政4年発足した.その後

目的は 「海内万民の為有益之芸事の開発J37b)

に拡張され，物産学，科学技術部門が入札



精錬術が重視された.学説だけでなく，機器

も入れて実験も行われることになった.

この調所の学生募集において，儒学の素養

を入学条件から削除したことに対して，設立
トシアキヲ

準備にかかわった川路聖誤らが，異議を唱

えて上申を行った37c) この中に村1固などと

いう国粋思想のあることが注目される.つま

り儒学を忘れて西洋一辺倒になっては， 国が

危ないというのであった.藩書調所は文久2

年，洋書調所，同3年開成所と改称された.

この改称のとき，外国語も洋学の発展と富国

策への貢献のため，英語， 仏語，独語が始め

られ，精鋭外，器械方，物産方，画学，数学

が開設された37d¥

他方，安政5年江戸在住の蘭方医たちの機

関として，神回お玉ケ池に種痘所カが:開設され，

蘭方医の研究と教育の機関となつていた3幻7叫

蘭方は漢方の圧迫によつて活動不能に近かつ

Tたこが，種痘の卓効が幕府に認めさせるきっか

けとなり，蘭方禁止は解除され，文久元年種

痘所は西洋医学所と改称され，同3年医学所

となって蘭方は正統の地位についた.

明治元年，新政府は幕府の医学所， 昌平坂

学問所および開成所を接収して，それぞれ医

学校，昌平学校および開成学校として復興し

た.これらを統合するのに昌平学校を中心と

し， 医学校と開成学校を両翼とする大学校に

した加. I王政復古」の方針により 「神典国

典」に依って国体を弁え，併て 「漢籍を講明
ナス

し実学実用を成」とし、う国学中心のものであ

った38町.このようにして一応大学校は成立

したが，間もなく紛議がおこって収拾がつか

ず，大学本校たる昌平学校は閉鎖，医学校は

東校，開成学校は南校として独立分離して，

別々の道をすすむことになった38b> このよ

うに政府の方針も試行錯誤による模索の中

で，混乱をきわめているときも医学教育，軍

医の養成は順調にすすめられていた.この大

学校本校閉鎖の頃，ミュルレルは着任し，予

科教育の終るのを待つ間，日本における教育

の混乱状態を観察した後，医学教育における

全権を委せる約定書をとったわけである.も

っとも困難と思われる医学の改革が，も っと
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も早く，なめらかにしかも一挙に解決してし

まったのは， ミュルレルの観察が要点をおさ

えていたことおよび日本の側に弱みがあった

ためであろう .

明治4年，薩長土3務の親兵の武力を背景

に，廃藩置県を断行したとき，天皇の軍隊は

まだなかったが， 青春を解体してそこへ中央か

ら派遣した地方官をおいて，中央集権体制は

成立した.これに伴って大学校を廃止して文

部省をおき，教育と行政を分離した38c) ま

たこの年兵部省、に軍医寮が設置され， 軍用医

事と一般の医事が，行政上区分される画期と

なった38出.軍医寮設立の中心人物は松本良

)1憤39>であって，彼は官費による医学校は，軍

医を教育することが本務であり，医学校の教

官は軍医寮の医官が平時兼務すればよいとす

る基本的な考え方であって，東校を軍医寮に

とりこむ考えであった.東校では松本に反対

して個条書の文書を用意していたが，その第

2条に 「…員の医学を以て教育せんことを欲

す」としていた. このように東校の方針は，

軍医の養成ではなく ，員の医学をもって教育

する，すなわち学問の府を志向する見解を示

していた.軍医養成の緊急事態に当って発足

した医学教育は， 軍医寮設立を機会に，学問

の府としての自覚を表明したのである.

5. 薬学教育の開始，ニーウェルトとマル

チンの任務と業績

すでにのベたよう に，西欧的な薬学教育，

調剤をも含めた医薬品の講義は，ボンべによ

って医学教育の中で行われていた.それ以前

の漢方医学においても本草学は，医薬の学と

して医師によ って学習されていたが， 薬を扱

うことを専門とする職業人， 薬剤師を育てる

薬学教育ではなかった.薬剤師を養成するた

めには，薬学の医学からの独立，医薬分業が

なくてはならない.西欧においても医薬分業

成立の過程は，十分明らかになっているとは

し、L、難い.清水40>は医薬分業の創始者と して

シチリアのフリードリヒ E世を高く評価して

いる.彼は13世紀という早い時期に，医薬の

分業を法律によ って強制した.ここからイ タ



リア，フランス， ドイツ，オランダ，デンマ

ーク，北欧へと分業はひろがったが，英国，

スイス，ポーランドなどは兼業のままであり，

スペイン，ポルトガル，北アフリカ，エジプ

ト，アラブ諸国にひろがるイスラム地帯はま

た別で、あった.この第三の地方は，中世の神

聖ロ ーマ帝国以前に文明の栄えた地域である.

医師の診断という技術より，財貨としての薬

の方が重んぜられる可能性のある時代である

から，薬を所有する薬庖主の方が，技術と学

聞を身につけている医師より社会的に高い存

在になりうるであろう.このような基盤から

薬庖主の主導する医療， 一見医薬の分業のよ

うにみえる医療の経営もありうるであろう.

筆者はまえに，フリードリヒE世の分業令発

令の社会的背景を考察して，中世の戦乱時代

の環境において，軍事費をまかなうための方

便であったとの一説41)を提出したが，いまだ

に反論も肯定論もないままである.長井長義

は分業を「薬学における化学の進歩のため，

医師が薬物の業をあげて委せるようになった

ためJ42lとしているが，これは現代をもって

過去をおしはかるもので，とりあげるべき新

説とは考え難い.

さて，まえにものベたように，開国によっ

て自由貿易が始められたとき，医薬市場はは

なはだ混乱した.東校付属病院でも同様に困

惑して薬剤師を要請して，明治5年11月， ド

イツ人ニーウェルト (Niewert)が着任した山.

マルチン，ニーウェルト両人の招11刷工， ミュ

ルレルの薬学教育必須の指示の出る前に契約

がすんでおり，契約の文面にも薬学教育のこ

とはみえないから，わが国の政府当局者には，

薬学教育のことは念頭になく，ただ目前の贋

薬横行の取締りだけを考えていたものと思わ

れる.そしてこの頃の事務処理の杜撰さも目

立ち，上の二人に関する身上書のないのは散

逸したのか，履歴書の提出を求めなかったの

かわからない.一時不適任者を採用したとの

反省もあったが，マルチンの場合，勤務や待

遇に関することはこまかすぎる程規定30則し

であるのに，同人の生年没年出生地さえわか

らない.資格調査は外交官委せであったとも
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思われる.ニーウェルトについては，そのフ

ルネームさえ半リ明しないのである. ドクトル

の肩書のなかったことが一部に強調される位

であり，その乏しい記録にさえ，誤記のある

のが実状である.東校に招聴されたニーウェ

ルトは，製薬学教場とは関係なく，東校付属

病院に始めて薬局を開設して調剤を行い，薬

品鑑定のできる司薬生を養成するのが任務で

あった州.それにもかかわらず東京大学百年

史は， 111月7日付の文書ではニーウェルト

を同所に出張させる予定であったが，何らか

の事情で，当分の間，マルチンが引受けるこ

とになったものである」と製薬学教場の講義

が，マルチンによって開始されたことを説明

している44的.これをニーウェルトがドクト

ルの学位をもたなかったように解する向きも

あったが，開拓の困難と苦労を理解しない推

量というべきであろう.ニ ーウェルトは設備

資材等必需品も経験もない環境において，病

院薬局を創設し，助手などの協力者もなく，

予備教育さえうけていない少年生徒を教育し

て，助手も自分で養成しなければならなかっ

た.製薬学教場への出張講義といっても，一

人で薬学全般にわたる講義とその実習まで受

け持つものであった.もし引受けるとすれば，

薬局業務すべてを，養成したばかりの助手に

委せることになる.これでは薬剤師資格のな

い者が，病院の調剤に当ることになるから，

医薬兼業を考えないドイツの薬剤師の容認す

るところとはなり得なかったで、あろう.

明治6年，ニーウェルト着任の翌年， ミュ

ルレルは薬学教育必須の建言をした.このあ

との薬学教育開始までの経過は，あまりにも

短期間のうちに，準備もそこそこに，強引に

おしすすめられた観がある. ミュルレル自身，

日本における薬学的基盤の皆無に近いことに

気づかないでいて，驚いて実行した対策のよ

うに思われる.課程設置の伺書提出が6月，

7月に許可 9月には予科新入生20名を入学

させるという，超スピードの予定であった.

入学希望者が定員にみたないので，受付を10

月15日までのばしてようやく20名に達した.

この20名を予科第1級に12名，第2級に8名



にふり分けて，冬期から開講した.この第1

級のうち10名は，明治7年11月，本科への昇

級を認められた.こ うして第1期生だけ予科

1年の速成となった. ミュルレルの医学教育

にとったきびしい方針， 試験を行って不合格

者を仮惜なく排除し，速成教育を許さなかっ

た方針は，学生募集難の薬学教育には，まっ

たく行われなかった.これは薬学教育の軽視

ではなく，医学における系統的講義はポンべ

によって開始されたが，ボンベ来日の安政4
¥ 

年 (1857)と，ミ ュルレル着任の明治4年

(1871)の聞における差，約15年間の教育経

験の蓄積の差によって生じたやむを得ない落

差とみるべきものと思われる.

上記のようにして製薬学本科昇級を認めら

れた10名の学生は，マルチンの指導で東京馬

喰町に仮説された司薬場をかりで，講義をう

けることになった.講義，実習ともマルチン

一人で受け持った. マルチンは教育のために

ではなく，薬品取締りのため招仰された技術

面の人であって，任務終了後の転向であった.

司薬場の講義施設は，薬品試験を行う分析

技術者，司薬生養成のためのものであったか

ら，薬学全般の講義と実習に適当であったと

は考えられない.その一端を丹波敬三の手記

から， 山科が紹介しているが45に史観に乏し

い心ない手記など，あまり強調すべきではな

いであろう.マルチン個人については，近藤

平三郎は悪評だけを記録している46) しかし，

現在残っているマルチンの東京における事績

を記録でみるとき，短気尊大無能の人間など

とすることはできない.彼は第一に，何の物

的条件も予備的知識もない東京において，司

薬場を開設して不良薬品を取り締るという，

招肋の任務を完遂した.その上で薬学教育の

全科目を一人で，実習をも含めて受け持った

のである.このような，あわただしい教育活

動の中で彼は，薬学研究の一つの道，生薬の

成分研究の方法を，成分の抽出単離，元素分

析，組成式の決定という当時の基本的技術を，

日本人助手の手をひきながら実行して， ドイ

ツの薬学雑誌に発表したのである47)驚異的

大活躍ということができる.

( 81 ) 

マルチンが東京からベルリンへ送った原稿

は，日本で行われた自然科学的研究が，ヨー

ロッパの学術雑誌に投稿された最初であろう.

また彼は，この研究に協力した日本人名を，

共著者として公表したことは，人聞を尊重す

る態度として評価すべきである.彼は八木長

恭の実験協力で，牡丹皮の成分を研究してペ

オノールを発見した.この命名は今日におい

ても通用している.また椿実の成分研究で

勝山忠雄が協カして，カメリンを発見したと

報告している.これらの研究発表には元素分

析が必要であった.石炭ガスのない東京で，

クロム酸鉛法を用いて実施した.ベオノール

において，炭素が1%近く違っているから，
満足すべき結果ではないが，明治初期の東京

において，元素分析まで敢行した仕事熱心と

いうか，研究意欲というか，たくましい実行

力は驚くべきものであった.

マルチンとニーウェルトの二人は，薬学に

関しては何もない場所に，薬品試験の施設を

作り，薬学教育と研究，病院薬局の開設と調

剤を開始した功績を認めなくてはならない.

6. J.F.エイキマンの業績と日本人薬学
者たちの成長

J. F.エイ キマン (JohanFredrik Eijkman， 

1851-1915)は明治9年，長崎司薬場の教師

として招収されたオランダ人薬学者である仰.

同12年3月，東京司薬場の教師プリュへ (P.

C. Plugge)が満期退職したあとをうけて東京

司薬場に転じ，同14年5月司薬場を満期退職

した.彼はわが国大学の薬学教育と研究に大

きな貢献をした人であるが，来日した当初の

目的は，ニーウェルト，マルチン，ランガル

トらと同様，薬学技術の導入，あるいは理化

学教師として迎えられ，後，急いで始められ

た薬学教育の方へふり向けられた人で、あった.

エイキマンの長崎における業績は残されて

いないが，古賀49>fま西洋医術伝来史の中で，

彼が司薬場の監督(教師)となったことおよ

び薬局方編纂委員にあげられたことを， へー

ルツの項に付記しているに止まる.彼の東京

試験所(東京司薬場の改称)に移ってからの



業績は，同所沿革史にはみえないが，後に，

発行された同所百年史の。中で・は，彼の日本人

常食の分析がとりあげられ，標準保健食料の

選定50)として記録され，以後田原良純によっ

て続けられた.其後の業績については省かれ

ているが，薬学雑誌その他に発表された論文

から探し出すことができる51)

明治15年，薬学雑誌に 9回にわたって発表

された「ケシ科アルカロイド説の研究補遺」

と題する一連の報告がある.東京大学医学部

教師ドクトル，エーキマン述，片山吉則訳と

なっているので，大学の業績のようにみえる.

すで、にのベたように，エイキマンが司薬場を

満期退職したのは明治14年5月であり，この

とき薬局方編集委員も解任されているから，

彼は満期後すぐ帰国の予定であったと思われ

る.大学医学部では， ドイツ人を教師に迎え

る ことに内定しており ， 明治14~16年の頃は，

法学部にさえドイツ学に傾斜する動きの強ま

った時期である.このようなとき，オランダ

人エイキマンを医学部に迎えたのは，彼の東

京試験所における業績が光っていたためであ

ろう.片山け翻訳の完結に当って 「この研究

はエーキマン氏の内務省衛生局所轄東京試

験所において，自ら実験した事がらを筆記し

たものに係る」とかし、ている 52) 講義や講演

の速記ではなく，実験記録を借り出して，と

ころどころ書いた人に質問して補ったものと

思われる.従ってこの報告は，全部が新規の

研究ではなく ，追試の部分もある.片山が若

輩たるをかえりみず，あえて訳して公表する

よう努力したのは次の理由によるとのべてい

る.

「わが国固有の産物中学術上の調査を要す

るものは，その品種の何たるかを問わずは

なはだ多いにもかかわらず，現在直接利益

の上らないものは，緊急の事物でも研究し

ようとしない. 内容が高すぎて国情に適し

ないとか，資材が欠乏しているなどの口実

を設けてかえりみようとしない.学術開発

の利益というものは，目前の利を明示でき

なくても，後世にわたって無限の効績ある
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ことはいうまでもない.また直接の利益も

あるものである.学者たるものこの点にも

っと注意すべきである.欧米人が万里の渡

航を労とせず，わが国にきて諸物の探究を

している者は多い.そして多くの発見は彼

らによっている.欧米人にできることでわ

が国人にできないわけがあろうか.ただ熱

心さの厚薄如何にかかっているのである 」

と片山は日本人によびかけている.この片山

は田原良純と同期で，明治14年 (1881)の製

薬学科の卒業生であり 53にこのとき医学部の

準助教授として大学につとめていた加.

以上のように，エイキマンのケシ科アルカ

ロイドに関する研究は，東京試験所で行われ

たものであることは明らかである.研究の直

接の目的はかいてないが，幕末1880年のアヘ

ン戦争は，幕府にも大きな衝撃を与えており，

開国の条約の中でも，アヘン持ち込み禁止を

うたい，麻薬に厳重な警戒をしていたことか

らわかるように，麻薬対策には厳格な態度で

臨んでいた55) 取締りを確実にするには，検

査に万全を期さなくてはならない.片山の訳

述は9編に分けてあるが，一つのアヘンアル

カロイド関係研究である 56) まずモルヒネの

植物界における分布をのベ，アヘンを分析し

て当時確認されていた15種のアルカロイドを

分離確認した後，モルヒネを含む可能性のあ

る， 日本産ケ シ科植物の検索に入っている.

このようにしてわが国の至るところにみられ

る大形のケシ科植物タケニグサを抽出して，

ザンギナリンとプロトピンを証明した. プロ

トピンについての記載が不十分として，さら

にくわしく研究してマクレイインなる新称を

提案した.現在はプロトピンの先取権がみと

められているが，マクレイインも別名として

記載されている.この実験において，アルカ

ロイドの抽出分離までを，須田勝三郎57)が担

当した.また本報告の最後に，元素分析にお

いて北尾元英が協力したと謝辞がのベである.

この一連の実験は麻薬取締りの基礎として，

行政上重要であったが，植物化学的には，当

時の花形的研究としてのアルカ ロイドの研究



であり，抽出単離から元素分析，チッ素定量

など当時の尖端技術を教え，多くの誘導体を

作って確認または発見の方法を教えるもので

あった.その重要な部分で須田，北尾らが謝

辞を受ける程度に協力していたことは注目に

値する.

東京大学に移ってからのエイキマンの研究

は植物成分に集中した.マルチンの頃のよう

に，学生生徒が手足ま といになるのではなく.

第 1回卒業生の下山JI慎一郎?，丹波敬三59)ら

は，大学助教授になって，別科生徒の教育に

当りながら，エイキマンの研究に協力するよ

うになっていた.ハゾリドコロの成分研究で

(は丹波敬三が長野県下で，原料の生板を採集

して提供した60) この中から藍色の蛍光を放

っスコポレチンとスコポリンを発見した.こ

のスコポレチンの構造研究は，医学部薬物学

教室の初代教授高橋順太郎によ って引きつが

れたことはすでにのベた.また丹波は，ケシ

科植物クサノオウの研究においては，ヘリド

ニンの抽出に協力した61) 当時へリドニンは

分子中に 3個のチッ素原子を含むとされてい

たものを，元素分析の結果1個であることを

たしかめ，ヨーロッパから標品をとりょせ，

同一物であることをたしかめた. この結果は

今日まで通用 している.エイ キマンの技術と

学識は，国際的水準にあったことがわかる山.

ナンテンの研究では下山順一郎が，根皮の採

集とアルカロイドの単離までのE経験を担当し

た63) 元素分析の結果は，今日のものとは少

し差はあるが，ナンジニンの名は用いられて

いる.シキミの成分研究では，下山は阿房国
キヨズミ

清澄山で若葉を採集して提供した64) 水蒸気

蒸留して精油を得，分留しているが，この頃

はまだテノレベンの研究は進んでいなかったた

め，見るべき結果に至らなかった.水浸液か

らスキメチンとスキムミンを単離しこの二

つの物質の相互関係は，スコポレチンとスコ

ポリンの関係に似ていると示唆している倒的.

またシキミ酸については，帰国後研究してド

イツ化学会誌に発表した65) これらのほか，

アセビ，コクサギなどの報告もあるが，まと

めて東京大学の公式発表機関「理科会粋」第
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10号に印刷公表された附.前記薬学雑誌に発

表されたのは，この論文集の翻訳であるが，

植物学的記載，図諮，文献，注などが省かれ

ているので，全貌を知るためには，この独文

の原報を見る必要がある.なお以上の研究発

表のうち，主なものは1882年(明治15年)創

刊のオランダ化学研究報告 Recueildes tra-

vaux chimiques des Pays-Bas の 3~ 5 巻

に収められているが，雑誌名からわかるよう

に内容は化学に重点がおかれて，薬学雑誌に

近い.

なおエイキマンの研究報告のう ち，日本で

はまったく知られていないものに，フグ毒の

化学的研究がある67) 論文の終りにある研究

の場所から判断して，帰国後に行ったもので

ある.フグ毒を，不純ながら固形物に導いて

元素分析まで行っているが，わが国のフグ毒

研究の総説仙にも脱落している.

以上でわかるように， エイキマンは国際天

然、物有機化学，当時は主に植物成分の抽出に

よる新化合物の発見と構造研究であったが，

その第一線に進出していた.彼の教育した東

京試験所の須田勝三郎，北尾元英，大学の下

山順一郎，丹波敬三 らは，すでに独立の研究

者となりうるまでに成長していた.以後日本

における天然、物有機化学をリードした薬学の

有機化学の基礎は，長井長義の帰国以前にで

き上っていたのである.
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Summary 

It is not clear how the modern pharmacy 

was introduced into Japan. In contrast to 

the pharmaceutical science， the medical 

science set the German system as a model 

in the early days of the Meiji era. The 

introductory works were carried out by 

two German 0伍cerswith military and naval 

backgrounds. The reason why the German 

system was adopted is thought to be that 

the Japanese government desired to learn 



from the constitution of German absolutism 

which had been inherited from Friedrich 

II of Sicilian Kingdom. In the 3rd year of 

Meiji (1870)， the Japanese government sent 

nine students to Germany in order to learn 

the medicine， among whom were included 

Mr. Shokei Shibata and Mr. Nagayoshi 

Nagai， well.known pharmacists in the Meiji 

period. 

Since there was no solid base for pharmacy 

in Japan in those days，false medicines spread 

as soon as the free trade between Japan 

and advanced west European countries 

started. Dr. Geerts proposed to Japanese 

government the test and the control of 

medicines. The government accepted this 

proposal and employed a German pharmacist 

called Georg Martin， who established Tokyo 

( 86 ) 

Hygienic Laboratory. Dr. Geerts moved to 

Kyoto Hygienic Laboratory soon afteF. 

In the 6th year of Meiji(1873)，Dr. Muller， 

a leader of the German medical education， 

advised to the Japanese government the 

necessity of pharmaceutical education. The 

government did not expect this， but moved 

quickly and asked Mr.恥1artin to start 

pharmaceutical lectures at Tokyo Hygienic 

Laboratory. In order to cooperate with this 

move， Dr. Shibata returned from Germany 

(Meiji 7) and participated in the newly-

started pharmaceutical education， working 

with the foreign teachers. However， Dr 

Nagai did not come back， and so was unable 

to play any role in the introduction of 

modern pharmacy into Japan. 

¥ 
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近代日本医薬品産業の発展(その 1)

明治以前の医薬品の貿易・薬の流通および売薬の変遷
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1.はじめに

わが国の医薬品生産額は昭和田年 (1984)

に4兆円を超え，昭和62年 (1987)には4兆

8，254億円と報告されている1) 医薬品の生産

額の伸長は，国民皆保険の実施をみた昭和36

年 (1961)以降医療用医薬品を中心としての

目覚ましい発展による所が大きいと言えよう.

ちなみに昭和35年 (1960)の医薬品生産額

1，760億円が翌36年(1961)には2，181億円と

前年比23.9%培を示しその後年々の対前年

比増加率は種々変わっているが，昭和35年

(1960)を100とすると昭和62年 (1987)は

2， 792を示す幻.

またわが国の人口増加と老齢化， 疾病構造

の変化，医療技術の急速な進歩，新薬の研究

開発，外国製薬会社との技術提携 ・原料など

の導入等々，日本の製薬会社は従来にも増し

てわが国医療産業分野における医薬品産業の

地位を確立してきた。

最近の各国の医薬品生産額は表1に示すよ

*1 日:本薬史学会
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うに日本はアメリカに次いで世界第2位に位

置している. しかし反面白木の医薬品の輸出

額は生産額に比し昭和60年度 (1985)におい

ては 3.3%程度であって，医薬品においては

昔からの薬種輸入の歴史はまだまだ消えない

ようである幻.

しかし前述のように第2次世界大戦以後急

激に医薬品産業の発展をもたらしたゆえんは

戦後アメリカの占領政策に負うところが多く，

それに伴い日本の経済振興と共に諸工業の発

展の中での医薬品工業の地位が確立してきた

と言え よう.

しかし戦後の医薬品工業の急激な発展の基

盤は戦前からの「日本古来からの薬の歴史」

があってこそであって，殊に日本の近代医薬

品工業のスタ ートは江戸時代後期すなわち安

政5年 (1858)の開国を契機としたと言って

過言ではないであろう.

昭和61年 (1986) 6月25日は日本薬局方公

布100周年に当ったが，この日本薬局方が初

めて公布された明治19年 (1886)はわが国の



医薬品生産額

日本製薬工業協会

表 1

DA T A BOOK 1987 

国 (1983)要主

対 GDP比
(%) 

0.84 

1. 05 

1. 45 

1. 09 

0.96 

0.72 

0.60 

0.39 

0.21 

0.92 

国内総生産
(GDP) 

3，275，728 

1， 667， 480 

278，200 

300，228 

203，860 

3，957，043 

376，720 

704，474 

275，084 

401， 769 

11， 210 

医薬品
生産額

27，580 

17，505 

4，032 

3，274 

38，165 

2.702 

4，243 

1， 083 

824 
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貨
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百万マルク
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百万ノルウェークローネ

十億ターキッシュリラ
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ツ
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イ

メ
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国

ア

西

日

イ

ス

注)フランスの生産額は園内売上と輸出の合計 (税抜き)
資料:OECD “Industrial Structure Statistics 1984" (分類番号 3522)

CDPは OECD“Measuring HeaIth Care 1960-1983" 
フランス:SNIP “L'Industrie Pharmaceutique， ses rをalites1987" 

ス イ ス :HeaIth Econ“enrocare" 

周年の各国医薬品生産額ドル換算表

(各国通貨レートの対米ドノレ率は日本製薬工業協会 DATABOOK 1987付ー表による.
レート換算 1ドル237円52銭)

付表中レート換算表

1.0。
2.55 

237.52 

0.66 

7.62 

2.85 

7.67 

5.57 

7.30 

単位(百万ドノレ)

27，580 
6，865 
16，975 
4，961 
5，009 
948 

553 

194 

113 

アメリカ

西ドイツ

日本

イ ギリス

プランス

オランダ

スウェ ーデン

フィンランド

ノノレウェー

(1951)第6改正日本薬局方公布まで

5. 第 6改正日本薬局方公布より昭和36年

(1961)第7-改正日本薬局方公布まで

6. 第7改正日本薬局方公布より昭和61年

(1986)第11改正日本薬局方公布まで

今回は近代医薬品産業の発展を述べる前段

階として医薬品の貿易 ・薬の流通および売薬

の変遷について報告する.

医薬品の貿易

医薬品の貿易については第3世紀の初め，

神功皇后の前後から朝鮮との交通が頻繁とな

り第6世紀推古天皇時代に中国との交通があ

2. 
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製薬企業が近代医薬品工業に脱皮してゆく有

意義な年とも言える.

このたび近代日本医薬品産業の発展を考察

するに当り，日本薬局方の改正年度をわが国

の医薬進歩の段階を区分する目途として以下

のように時代区分を行なった.

1. 安政開国 (1858)のころより明治19年

(1886)日本薬局方公布まで

2. 日本薬局方公布より大正9年 (1920)

第4改正日本薬局方公布まで

3. 第4改正日本薬局方公布より昭和7年

(1932)第 5改正日本薬局方公布まで

4. 第 5改正日本薬局方公布より昭和26年



ってからは，わが国の医術は全く中国医学に

支配され，其用薬は唐薬と称して珍重された

ので，わが国固有の薬物は影をひそめ， 辛う

じて民間薬として余命を保つに過ぎないよう

になった.

第16世紀の初め，室町時代C1338~1573) に

田代三喜 (1465~1537) ・ 曲直瀬道三 (1507~

1595)が中国の李朱医学を唱えてから，江戸

時代 (1603~1867)の平和が長く続いたので，

将来貴族や僧侶の手にあった医療が“医者"

を業とする専門家の手によって一般化し普及

するに至った. しかしこの李朱医学は陰陽五

行五運六気のような，まわりくどい理論に

t よるのみならず，其用薬は金銀鋼鉄から牛洩

馬勃に至るまで甚だ多種多様であって，遠く

南洋諸国からインド，ベルシャまでの産物に

及び，勢い高価薬の多い賛沢な医術となっ

た?

江戸時代になって薬物の如き必需品にして

特産的商品の交易は種々な障害を克服して取

引され，薬庖薬種問屋などの商業機関から，

売薬の如き特殊製剤が発達するに至った.そ

して医薬の中心は初め京都であったが，次第

に政治交通の要衝たる江戸，大阪へ移つため.

1) 朱印船の貿易

近世初期，安土桃山時代から， 日本人は漸

次南方に進出し始め，江戸時代の初めになっ

て，その発展の極盛期には，南洋到る処の港

湾には朱印船(後述)の帆影が見られ， 日本

人もこれらの港湾や要地に渡って活躍し， 一

時その地方に活動していた欧亜諸民族を断然

抑えた時代もあった6)

慶長5年 (1600)の関ヶ原の役によって，

江声幕府覇権の基礎ができると，対外政策も，

ここに急角度に転回して，再び親善外交の軌

道に乗り巧みにこの時の流れに梓さしたもの

であったと言える.すなわち徳川家康は，つ

とに平和外交，自由貿易を標携して，秀吉に

よって一時撹乱された諸外国との国交を調整

し，海外に国力を費やすこ とを差し控え，他

方外国人の来航通商と国民の海外貿易を奨励

して，国力を酒養し， 幕府財政の一手段と し，

ここに江戸幕府260余年に亙る封建組織の礎

を固めたのである.南洋諸国との国交促進と，

朱印船制度の確立は，江戸幕府初頭の対外関

係をはっきり特徴づけるものであったわ.

当時幕府が海外渡航船に下附した渡航免状

を朱印状または御朱印状と呼び，したがって

また朱印状を携えて渡航した船を朱印船また

は御朱印船と呼んだ.

江戸幕府の朱印船制度創設から，寛永年代

の半ば頃の鎖国政策断行に至るま で30余年聞

に幕府からこのような朱印状の下附を受けて

南航したわが商船は非常に多く ，創設以来鎖

、固までの累計は，少なくとも 355隻となる.

、当時の朱印船を渡航地別， 渡航年次別に表計

J すれば，表2に示す如くである8)
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これらの多数の朱印船の取り扱った輸出入

品は表3に示す通りであり，輸入品の中で数

量 ・価額の大なるものは，生糸 ・絹織物 ・獣

皮革 ・鮫皮 ・蘇木 ・鉛 ・錫 ・砂糖であって，

薬品類はごく僅かであった.輸入品の内薬品

としては薬種 ・山帰来 ・肉桂 ・胡淑 ・犀角 ・

横榔子 ・大楓子 ・竜脳 ・肉豆建 ・白檀 ・丁子

等が見られる8)

2) 日蘭貿易と幕末貿易

A)日蘭貿易

来航蘭船の数については元和元年 (1621)

から弘化4年 (1847)まで227年間に715隻で

あるから 1年平均3.1隻となる.そしてその

期間途中で難破した船が27隻あった剖.

オランダ船のもたらした貿易品は，本方荷

物(モトカタニモノ)と脇荷物(ワキニモノ)

に分類される.前者の商売を本方商売といい，

聯合東印度会祉の会計に属するもので貿易の

主体をなすものである.後者の商売を脇荷商

売と いい，会社の会計に属さない，すなわち

商館長以下の商館員及び船員の役得として一

定額許容されていたもので，雑貨を主とし本

方荷物とは自ら品物の種類をもって区別され

た.

日本へのオランダ人による輸入品の第ーは

生紙であったが，その他には織物類，皮革類，

鉱物(錫 ・鉛 ・水銀等)，木材(白檀等)，香

料 (丁子 ・胡淑等)，染料(蘇木)，砂糖，薬種

等があった.薬種としては丁子 ・母丁子 ・肉



表 2 朱印船を，渡航地別， '渡航年次別に表計すれば，次のごとくなる.

主寸 信毘1字rr¥ 高西安東順交迦安知占東回選太摩利 巴密交摩州 砂洋南京 化ぬ上 城若浦草監督羅泥 伽宋西耳1¥ 莱陸

慶長9年(1604) 2 4 3 1 1 1 5 4 3 4 29 

同 10年(1605) 8 3 2 1 5 2 4 1 I 27 

同 11年(1606) 1 2 1 1 3 l 4 3 1 1 18 

同 12年(1607) 8 1 1 4 1 4 1 4 24 

同 13年(1608) 1 1 1 1 4 

向 14年(1609) 1 1 1 6 3 12 

同 15年(1610) 1 3 1 3 2 10 

同 16年(1611) 2 3 1 2 8 

同 17年(1612) 1 1 3 2 1 8 

同 18年(1613) 1 6 l 3 2 1 14 

同 19年(1614) 1 7 2 3 4 17 

元和元年(1615) 1 5 1 5 5 17 

同 2年(1616) 1 4 1 l 7 

言十 2 1 1 18 14 11 1 32 1 5 24 2 35 7 1 34 2 2 1 194 

元和3年(1617) 2 2 5 1 l 11 

同 4年(1618) 4 3 7 2 1 3 20 

同 5年(1619) 3 1 1 5 

同 6年(1620) 1 5 1 2 9 

同 7年(1621) 3 1 2 1 4 11 

同 8年(1622) 1 1 2 2 6 

同 9年(1623) 3 2 2 1 2 3 1 14 

寛永元年(1624) 1 2 2 1 2 8 

同 2年(1625) 3 1 1 2 7 

同 3年(1626) 2 1 3 

同 4年(1627) 2 1 1 2 6 

同 5年(1628) 2 2 2 2 3 11 

同 6年(1629) 1 1 1 3 

同 7年(1630) l 1 1 2 5 

同 8年(1631) 5 1 1 I 1 9 

同 9年(1632) 3 2 3 4 2 14 

同 10年(1633) 3 3 2 1 1 10 

同 11年(1634) 3 2 2 7 

同 12年(1635) 1 1 2 

言十 35 26 39 1 20 20 
¥ 

20 161 

合計 2 1 36 a 14 37 1 71 1 6 44 2 55 7 1 54 2 2 1 I羽
岩生成ー， 日本歴史新書 ・朱印船と日本町

桂 ・肉豆楚 ・(花ー)・胡阪 ・其外之薬種とし

ては廊香 ・龍脳 ・樟脳 ・沈香 ・伽羅 ・白檀 ・

紫檀 ・黒檀 ・宥紗 ・人参 ・甘草 ・小箇香 L大

苗香 ・細辛 ・大黄 ・横根1¥子 ・大腹皮・阿仙薬・

木香 ・皿多阿仙薬 ・硫黄 ・塩硝 ・緑青 、・安息

香 ・山帰来 ・没食子 ・相s子 ・同油 ・犀角 ・牛

寅 ・砂糖 ・氷砂糖等の品目が記されている白.

( 90 ) 

B)幕末貿易

幕末に至っては幕府の貿易政策により，貿

易港として横浜，長崎，箱館が聞かれ，各港

における貿易額の中薬品の占めている状況は

次ぎのようである山.

横浜における商品別輸入額が初めて分るの

は，輸出と同じく高延元年 (1860)である.



表 3 朱印船の貿易品!

朱印船の取り扱った輸出入品は，寛永の鎖国以前に貿易関係者の手記に基づいて作成したと思われる
「異国渡海船路ノ積リ」などの諸書によれば，

日本からの輸出品

台 湾一一銅，欽，薬銭，雑貨.

マ カ オー一所帯道具，蒔絵道具，銅，扉風，

畳， 小袖.

日本への輸入品

一一生総巻物，鹿皮.

一一印子，生紙鍛子，縮緬，紗綾，倫子， 朱珍，

鮫皮，水銀， トタン，針，唐土，薬種， 山帰来，

しゃくま，茶碗，皿，白砂糖，南蛮物.

一守' ラ一一銅，鉄，薬鍵，所帯道具，据風炉， ト一生総巻物，羅紗，狸々緋，紀，箔笥酒，珊瑚

扇子，惟子，鉄， 小万，蒔絵，小| 珠，鹿皮，蘇木，砂糖.

麦粉，食物、

カガヤン一一一 一一同前.

パンガシナン一一一 ト一一同前.

東 京一一銅，鉄，薬鍍，所帯道具，据風炉， トー小糞絹，北絹，唐綾，倫子，紀，紬，肉桂，縮

扇子， 傘，鏡，銭，硫黄 砂，欝金.

交 E止一一 銅，鉄，薬鐙，申佐子，木綿，据風 トー黄絹，ゴ防局，紗綾，伽沈香，鮫，黒砂糖，蜜，

炉，傘，銭 胡淑，金.

占 城一一 トー伽羅，鮫.

東 捕h 察一一銅，鉄，薬鐙，所帯道具，扇子， トー鹿皮，漆，象牙，蛾，蜜，黒砂糖，水牛角，犀
l キ

傘，硫黄，樟脳 角，横榔子，大楓子，胡淑，鮫皮，孔雀尾，木

綿，欝金.

逗 羅一一銅，鉄，薬鐙，所帯道具，扇子， トー蘇木，鹿皮，唐皮，象牙，納.鮫，水牛角，鉛，

傘，硫黄，樟脳，界風，畳 錫，竜脳，血喝，更紗，木綿縞，篠，珊瑚珠，

l 沈香.
太 泥一一 トー胡椴，錫，鮫皮，象牙.

マフッ カ一一 トー錫，鮫皮， 内茸楚，縞物.

ボルネオーー トー竜脳，白檀.

モルッカ一一一

岩生成ー，日本歴史新書 ・朱印船と日本町

その年の主要輸入品表(単位弗)でみれば，

薬品は764箱， 18，054弗で綿織物，毛織物，

亜鉛，蘇木，其他を含めて945，714弗の内1.91 

%を占めている.

文久元年 (1861)では全品目 567，115弗の

内薬品は35，389弗でやはり6.24%のシェアー

である.

長崎における商品別輸入額の分るのは，文

久3年 (1863)からである.この年の主要輸

入品1，993，458弗の内薬品は109，225弗でその

シェアーは5.48%となっている.

慶応3年 (1867)の主要輸入品は合計

6，545，976弗であり，薬品は43，473!JIlでその

シェアーは0.66%である.

箱館でも輸入品中最も多いのは毛織物及び

綿織物各種で，両者合わせて総額の過半を占

める. 薬品，金属 (亜鉛)，酒類がこれに次

一一丁子.

(( 91 .) 

く¥文久元年 (1861)箱館港主要輸入品額は

40，040弗でその内薬品は195弗でそのシェア

ーは0.49%となっている.元治元年 (1864)

では主要輸入品138，297弗の内薬品は3，053

弗でそのシェアーは2.21%を主示している.

慶応元年 (1865)では主要輸入品合計額は

133，976弗でその内薬品は900弗でそのシェア

ーは0.67%となっている.r幕末貿易史の研
究」中の輸入された薬品の金額は表4に示す.

註)薬品名は記載されていないが，I日開貿易史」

中の品目と余り相違していないのではないかと思

われる10)

3) 明治初期の医薬品の輸入

江戸期以来の鎖国状態が解かれ，明治新政

府による積極的な文明開化政策が推進される

中で，医学 ・薬学の分野においても「和漢」

から「洋」へといち急速で大きな変動があっ



表 4 幕末の薬品輸入額(単位弗)

輸入港 横浜 長崎 箱 館

年 度

1860 18，O%5) 4 
高延元年 (1. 91 
1861 354，398U 9 195 
文久元年 (6.24%) (0.49%) 
1863 109，225 
文久3年 (5.48%) 
1864 3，053 
元治元年 (2.21%) 

1865 
(0.67卯%0) 慶応、元年

1867 43，473 
慶応、3年 (0.66%) 

( )内は全主要輸入品合計額の薬品輸入額の
占めるパーセント

石井孝，幕末貿易史の研究

た.殊にドイツ医学 ・薬学への転換 ・普及に

と'もなって，洋薬の需要は大いに高まったが，

このころ当然ながらわが国ではまだまだ洋薬

の製造というところまでにはいたらず，まず

手がつけられたのは輸入であった.明治10年

(1877)までは蘭方の影響もあり，モルヒネ，

サントニン，ジギタリス，吐根，キナ皮，炭

酸アンモニア，次硝酸蒼鉛， 甘煮，昇宗，エ

ーテノレ， クロロホルム， アト ロビン， フロム

等の諸薬品が西欧諸国から輸入された11) し

かし当時としては「和漢」から「洋」への急

速な進歩といっても明治7年(1874)では洋

医の数は5，274名であって，これに対し漢方

医は23，015名であって，まだまだ和漢薬の需

要が多かったと思われる 12)

3. 薬の流通

1) 薬屋の起こり

商品の売買は，鎌倉時代から室町時代にか

けては，主として行商人によって行ーわれたの

であるが，室町時代の終り頃から，商品を庖

先にならべて客を待つという，いわゆるミセ

(庖)の簡単なものから，次第に夜間には，

「あんどん」を出して庖構えするものなども

出現した13)

大阪では16世紀末には，豊臣秀吉の大阪築

城があり，一大城下町としても発展したが，

伏見町人と共に諸国の商人たちが集まり，唐

産のお茶をはじめ，反物が伏見町に，薬種等

の産物は東横掘を中心に扱われ，唐楽問屋と

称された.そして和薬を扱う所も順次，東横

堀川|両岸筋や，その付近，すなわち道修町~

平野町，淡路町に集ったものと思われる 14)

江戸では元禄3年 (1690)刊行の 『江戸惣

鹿子』に江戸の問屋として19種が上げられて

いるが，その中の 1種に薬種問屋も掲げられ

ている.享保7年(1722)，幕府が本町薬種問

屋25人だけに和薬改会所の設置を許し，唐和

薬の直荷受けの特権を与えたが，他の薬種問

屋の直荷受けを禁止したため，大伝馬町組薬

1 種問屋仲間は商売に大影響を受け，奉行所に

従来どおり，直荷受けできるよう再三陳情を

行ったが容れられなかった.やっと享保14年

(1729) 9月になり，ょうやく大伝馬町組19人

に対し組合の結成と直荷受けが許可されたが，

唐和薬検査の権限は，依然、として本町薬種問

屋側にあった15)

当時江戸の流通経路としては問屋と仲買人

と小売屋があった.問屋は卸売人で，生産者

または仲買人から物資を買い入れ， これを仲

買人または小売人に売り渡すもので，商品取

引の中核をなすものであった.仲買人は生産

者から直接買い入れて問屋または地方の小売

屋に売る ものであって，これも一種の株(後

述)であった.この時代の医薬品の商庖は，

草根木皮の生薬類を取り扱う薬種屋(木薬屋)

のほか，既製の方剤である売薬(買い薬)を

製造販売する売薬屈があった16)

一方，大阪においては寛文6年 (1666)に

は108の薬種屋があり，享保時には124軒てあ

ったという.この薬種屋は，中買としての役

割を果たしていたものであったが，この他問

屋，小売，仲介など薬種商の種類は極めて多

かった.享保7年 (1722)では中買，問屋，

小売等併せると， 1，000人以上の業者が居た

のであろうが，明確に取り扱い品目を決めて

いた訳で、はないと思う.唐物，和物の混肴で

あったで-あろう 17)

京の薬屋としては古くから東市に薬庖のあ

ったことが知られているが『延喜式東西市条，

洞院摂政記，寛喜3年 (1231) 5 月 24 日条~，

《ゆ2J)



中世も後半になると，公家記録類にしばし薬

屋，薬種商，薬売りが登場することになる.

これは薬に対する社会的需要の高まりの反映

であり，薬種商の活発な動きの一端は当代の

寺社 ・公家記録類によってうかがし、知ること

ができる.公家 ・貴頴 ・寺社のもとには多く

の薬屋が出入りしているが，名前のわかるも

のは少ない18)

2) 株仲間から商社への移行

株仲間は座を母体として誕生したものと考

えられる19) 座の組織は時代と地域によって

異なっているが，座には座法と称する内規が

あり，その機能としては1)販売上の独占権

2)仕入れ上の独占権 3)行商路の独占 4) 

販売協定 5)課税免除等の特権があった20)

株を有する者が相寄り相集まって結成する

集団が株仲間であるが，株仲間の増大又は株

数の増加に伴って，株仲間の内部に数個の小

結合 ・小集団を結成するに至り，これが株仲

間の組 ・講である.組は近世に於ける社会結

合の一様式であって，これには二種別があり，

地縁・職業に関する者同士で結成していた.

株仲間には種々の便宜上から単なる機械的な

数，番号により分割されたものもあり，大阪

道修町の薬種仲買仲間は宝暦12年 (1762)4 

月の調査によれば 1番組から6番組までに

分かれていた21)

株仲間制度にも幾多の変遷をみたが，明治

維新の新政府は諸株存置，即ち株仲間・仲間・

組合の存続を許可した.これは一応人心を安

定するためのものであったと思われる22)

新政府は社会経済上の混乱を防ぎ産業を

奨励し，物産を大いに増殖する必要がある

として，その機関として商法司を明治元年

(1868) 4月25日京都に設置，東京・大阪に支

署を置いた.京都商法会所は同年5月「商法

大意」を公布した.明治2年 (1869)2月新

官制によって設置された通商司が勧説して成

立させた大阪通商会社は外国貿易会社 ・市中

商社 ・諸国諸税品売捌商社 ・諸国産物商社の

4商社を統轄した.薬種商社永久組もこの時

期に成立したのである.市中商社は同じ株仲

間に属していたもの，または株仲間内部の

( 93 ) 

組 ・講に属していたものが相結んだものであ

る.しかし商社となってからは，株仲間と異

なり一つの功利的結合であり，企業団体でも

あったが業績も挙がらず，いずれも永続せず

消え失せてしまった23)

3) 薬種商社から医薬品開業組合へ

大阪道修町においては明治5年 (1872)8 

月薬種商社取建奉願上候として大阪府御臆宛

提出している24)

薬種商社規則には「一，薬種の儀は高民病

苦を救い人命に関係致し候至宝の品に付潤沢

なるを希望す右に付今般社を取結ひ真偽製性

を札し当地を初諸国支那西洋迄も広く売買し

商業盛大に成さん事を計る其方法如左 但し

本条規則書別紙有之事覚略的」と記され，

また明治5年 (1872)9月には薬種商社頭取

小野市兵衛より商社規則帳札左之通として

「覚」と「定」を発表し細かく就業規則まで

規定している. [""定」の中に「一， 発起人の

勧めに応じ基本金を出して加わる者は即ち社

中の人なり此内2人を撲で頭取とす亦2人を

撰て副頭取とし亦4人を撰て取締と為す社中

人員850人を以て限りとす社中の職掌に係る

人員如左云々 」 とある加.

薬種商社は明治6年 (1873)9月27日付の

第一薬種商社頭取河合五郎兵衛から大阪府

権知事渡辺昇宛第一薬種商社印鑑の届けが出

ている.また同7年 (1874)1月薬種商組合

規則が作られ， [""今般同商業組合相立儀は従

前之株仲間御廃止相成悪弊一洗之目途吃度不

相立候而は不相済次第に付新規営業之者有之

節は速に加入為致加入金振舞料杯出金為致儀

決而不相成総而旧習に泥み候所業互に相戒時

々御達相成御布令之趣竪相守可申事」から始

まり17項目が規定されている.総代として小

野市兵衛他から薬種商組合規則と共に設立願

面を出している.同年2月の薬種商組合名面

帳には東大組には23区，西大組には23区，南

大組には14区，北大組には20区，西成郡には

3区の如く地区分けにして組合員の動向を調

査し，組合員の名簿を作成している 27>

大阪薬種業誌第2巻に薬種商社の名称が最

後に出てくるのは明治8年 (1875)9月22日



付の大阪府権知事宛の御願である加.

大阪に於いては薬種商組合から明治12年

(1879) 11月薬種仲間条約規則ができた.[""第

一章仲間一般ノ規則第一条 此ニ同盟結

合スル所ノ薬種商同業同志協議シテ営業ヲ二

種ニ区別シ其ーヲ問屋ト称シ其ーヲ仲買ト称

ス其問屋ハ皐国及ピ外国ヨリ輸入スル物品ヲ

引受府下並ニ各国一般へ売捌ク者トス其仲買

ナル者ハ問屋業ノ者ヨリ買受前文同様売捌ク

者トス最モ同盟問屋ノ手ヲ経ス荷主ニ直買ナ

スヲ禁ス29)J 

以上の如く規定して薬種問屋，薬種仲買代

表から商法会議所理事宛 願上書が提出され

ている.その後大阪薬種卸仲買商組合となり，

昭和21年 (1946)11月設立の大阪医薬品元卸

商組合が継いでいる30)

東京薬種問屋睦商は明治初年 (1868)より

同14年 (1881)11月に至る間，東京薬種問屋

40余名が睦商と称する組合を組織し，維新前

の江戸薬種問屋組合の伝統を守り，共存共栄

の目的を達する為に商取引上の弊害を稿正改

善し，大阪との連絡を保ち専ら営業を統制し

てきた31)

明治14年 (1881)12月に従来の睦商を解散

し新たに東京薬種商会を設立し，更に17年

(1884) 4月加入人員も追々増加したので東京

薬種商会を解散し，東京薬種問屋組合を創立

した.其の組合員数は62名で組合加盟金を甲

乙に区別し，Ej3は金70円であって37名，乙は

金35円であって25名であった32)

明治33年(1900)公益法人東京薬種貿易商同

業組合へと発展した.これが昭和59年(1984)

10月1日より名称を改称して現在の社団法人

東京薬事協会となったぬ.

4.売薬

売薬の歴史については清水藤太郎博士が日

本薬学史(南山堂)に詳しく述べられており，

多くの方々のよく承知されているところであ

るが，富山県薬業史によれば売薬について次

のように述べている.

売薬と L、う呼び名は，何時ごろから存在し

たかは，明らかではない.通説では，大同年

間 (806~809) の勅選にかかる 『大同類緊方』

百巻がその最初といわれている.これはわが

国古来の薬方を集収するために，国造，県主

や旧家からその伝承の薬方を報告させたもの

を，集録したものである.売薬の商人につい

ては，康富記に，[""薬売者施薬院相計成也」

とあると，w古事類苑』の方技部十四 (1097

貰)に記しである.嘉吉3年(1443)ごろに

は売薬の商売があったと推察される.

民間薬としては，小田原の「ういろう」が

古くから有名であって ， 足利時代(l338~

1573)から数百年にわたって名が知られる.

また中世で、は，寺院が売薬を製造販売してい

て，庶民の病苦を救う役目を果たしていた.

東大寺の奇応丸，西大寺の豊心丹，平泉寺の

丸薬などは有名であり霊験あらたかな妙薬と

された.

1)合薬

わが国で合薬(あし、く*すり，合せ薬ともい

う)が書物や日記に多く現われてくるのは，

室町時代からで，その頃から薬品製造の成薬

!吉が形成された.また中国から多くの医籍，

本草書が遺明使によってもたらされた.

こうして江戸初期には，種々の合薬が販売

され，寛永15年 (1638)に松江重頼によって

著わされた『毛吹草』には，京都や大阪を中

心にして関西で製造販売された合薬の名が出

ている.その一部をあげよう.

山城 ・畿内 屠蘇，白散，延齢丹，牛黄

清心丹，鳳随丹，牛黄門，

蘇合円，歯薬，太乙官，万

能官，茄子膏薬，産薬，解
¥ 

丸屑金香頂透

丹
'
心

薬

毒

豊

産
和

内

大

河

泉

律

賀

和

摂

伊

反魂丹

道修谷延命散

目薬

室町末期から江戸初期にかけて，中国の合

薬の処方内容が，わが国に伝えられ，その処

方に基づく合薬が製造されていた.富山売薬

が全国に拡まる以前に，京都など関西にまた

江戸でも，合薬の知識が相当流れていた.越
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中でも砺波の野尻の五番湯は，早くも16世紀

に成立していた加.

2) 江戸時代の売薬業者と配置売薬

江戸中期時代は文物制度は最も隆盛となり，

売薬業者も 2種に分れていた.1)は呼立売

薬と称し，効能を吹聴して大道を行商し，或

は神社仏閣の縁日，または雑踏の町に露庖を

出して売薬の購買を勧誘した業者と， 2)は

御免売薬と称して町奉行の允許を得て薬舗の

庖頭で調製版売をした業者とがあった.

それから次に今一つ見逃す事の出来ないの

は富山の配置売薬である.その起源は天和年

間 (1681~ 1683)に備前岡山の医師常闘が藩

主岡田正甫公に家伝の反魂丹を献じ，公はこ

れを江戸将軍に献上して，遂に日本全国に普

及することのできる認可を得，以降御用商人

に普及させた35)

3) たなべや薬

合薬を家業として田辺屋五兵衛(現田辺製

薬株式会社の創始者)が独立を図ったのは延

宝6年(1678)33歳の時であった.初代五兵衛

が大阪土佐堀で製造販売したころの“田辺屋

振出薬"については，江戸中期の大阪順慶町

の医師三宅意安が著書「延寿和方案函」のな

かで，その効能は打撲による損傷 ・疹痛 ・内

出血，あるいは産後の貧血 ・後陣痛など肥立

ちのよくないものを治すと記している.その

処方 ・用法については「人参 ・川考 ・地寅 ・

斧蓬 ・良萎 ・肉桂 ・黄苓 ・丁子 ・当帰 ・桂枝，

以上を各当量，甘草半量の11種類を粗い粉末

とし，熱湯で振出 して用いる.また産前産後

の貧血などには，甘草 ・桂枝を除いて用いる

と効果があると」書き残している加.

南北朝から室町時代を経て戦乱の世に陣中

薬として生れた「山田振出薬」などの金創薬

は，江戸中期の大平の世には妊産婦薬に姿を

変えて販売されるようになった.“たなべや

薬"は，その後も多くの治療経験をもとに，

薬種を加味，強化し， 明治15年 (1882)，第12

代田辺五兵衛が売薬規則に準拠して大阪府知

事に営業鑑札の継続を出願した次の“たなべ

や薬"の処方 ・効能は次のとおりである.

たなべや薬
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薬品分量

人 参 16匁 沙参 86匁

肉桂 90匁 甘草 103匁

核榔子 28匁 賞蓮 104匁

当帰 165匁 熟i也黄 94匁

圭辛 118匁 丁子 86匁

木香 89匁 白オt 9匁
大賞 90匁 策 苓 98匁

川 骨 107匁 夜苓 115匁

川 考 87匁

又壱剤ノ量目壱貫五百七拾匁

以上十七味調合シ千五百七十三服ニ分

テ二服ヲ以壱包トナシ

用量

一日ニ壱包ヲ用ュ最モ布ノ袋ニ入レ

素湯ニテ振出シ糧ヲ既免出シ

主治効能

産前産後 日まい立ぐらみ手足時

どき痛む打身

婦人血の道男女とも上気高毒虫の

さし痛む のぼせ頭痛

によし 但さし合阿ふらけのもの

4) 享保以降の売薬

享保時代 (1716~1735) 以後になると ， 幕

府は医薬普及の趣旨から，売薬の製造販売を

積極的に勤めるようになり，ものによっては，

町触れによって売広めさえしたといわれる.

延享5年 (1748)版の記録 『難波丸綱目』

によると，売薬がようやく隆盛に向かった大

阪では，すでに大黒屋肥後大抜の地貰丸以下

約90種が発売されていたという 37)

5) 明治時代の売薬の考え方

室町時代以来，各地で作られた売薬は，そ

の後も成育を続けたが，明治政府は取締の必

要を感じ，明治3年 (1870)太政官布告「売

薬取締規則」の取締りを大学東校にて行わせ

たが 6年 (1873)には売薬検査を文部省所

轄とした.さらに8年 (1875)には内務省の

所管となり， r売薬規則」を公布した.
この頃の新政府の売薬への考え方は， r有
効なもの」という見方から， r無効 ・無害な
もの」とし、う見方に変じて廃絶の方向へ取締

ろうとしていたが，民聞に広く浸透していた



売薬は到底抑えつけるこ とができなかった.

むしろ明治の時代経過と共に新薬配合の売薬

が出現し宣伝にも努めたため大いに発展する

こととなっTこ38)

考 察

近代日本医薬品産業の発展を検索するに当

たっては，過去における日本の医薬事情に通

じておくことがその基礎をなすものとの認識

から序論と して明治開国以前の薬の歴史のあ

らましを医薬品貿易，医薬品流通，売薬など

を中心にその一端の検索を行ったので報告し

た. 日本では古来より文化は勿論のこと医薬

品に至っても中国，朝鮮から渡ってきた歴史

，であった.また西欧の文化も東南アジアを経

て日本に紹介し，特に鎖国時代は長崎を通し

て日本に紹介されてきた.このように日本に

おける医薬品業界もまた輸入によって進展し

てきたと言って過言ではない.

薬の流通についても，日本の普からの座の

組織から株仲間制度へと移行し，薬種商社を

経て現在のような同業組合へ変わってきたの

も， 日本の一般商業界のその時代時代に合っ

た変化適応してきたと言えよう.特に医薬品

といっても特殊な扱いを受けたものとは考え

られなかったが，薬の特殊性から和薬改会所

の発足に伴って，薬の鑑別に薬種中買仲間が

加わり株仲間の勢力が強くなったことは否め

ない.

日本の売薬の歴史もその起源は不明といわ

れているが，室町時代以降盛んになってきた

ようである.売薬製造は安政の開国に始まる

新日本の幕明けとともに，明治時代の製薬に

大いに寄与してきたことは論を侠たないとこ

ろである.これら医薬品の貿易 ・薬の流通 ・

売薬の変遷の歴史は，草根木皮の和漢薬の歴

史と相侠って明治以降の日本の近代医薬品産

業の発展に結びついてきたものと言えよう.
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Summary 

To study the development of the mod-

ern Japanese pharmaceutical industry it is 

fundamental to understand the Japanese 

pharmaceutical circumstance of the past. As 

an introduction we would like to report on 

the outline of the Japanese drug history be-

fore the opening of the country， focusing on 

the foreign trade and domestic distribution 

of drugs and ‘baiyaku.' 

1n Japan not only culture but also medical 

and phramaceutical products had been 

brought from China and Korea since ancient 

times. European culture had also come to 

Japan through Southeast Asia， and， during 
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the period of the national isolation， it was 

introduced to Japan through Nagasaki only. 

So it is not too much to say that the 

Japanese pharmaceutical industry has been 

developed by the imports from abroad. 

1n regard to the distribution of drugs， the 

trade system changed with the change of the 

Japanese general commercial agents such 

as; Za (guild system)， Kabu-nakama (old 

monopolistic trade association)， Yakushu-

shosha(drug trading companies)，and modern 

drug trade associations seen today. 1t 

appears that drug was not given an exclusive 

special treatment. Because of the specificity 

of drugs， however， at the inimguration 

of Wayaku司Aratame-Kaiso (Drug 1nspection 

O伍ce)，drug brokers joined the 0伍ceas 

experts of drugs. There is no denying that 

the monopoly of drug trade strengthened 

the power of the profession. 

The origin of 'baiyaku' is unknown， but 

it seems to have become popular after the 

Muromachi era. Quite naturally， since the 

opening of the country in the Ansei period. 

The production of drugs for peddling had 

been greatly contributing to the manufactur-

ing of medicines in the Meiji era. 

The history of the foreign trade and 

domestic distribution of drugs and ‘baiyaku' 

have been greatly related with the develop-

ment of the modern pharmaceutical industry 

in Japan since the Meiji era， along with 

that of Chinese medicines made of plants. 



史伝 薬史学雑 誌:
23(2)， 98~101 (1988) 

「星ー」言語録 (その1)

華美 和判

The Analects of Hajime Hoshi (No.l) 

Miwa MrSAWAホ1

(1988年7月1日受理)

星薬料大学および星製薬株式会社の創立者

星ー (写真1)は明治6年 (1873)福島県で

生まれ，昭和26年 (1951)米国ロスアンゼル

スでその生涯を閉じられた.明治，大正，昭

和にわたる77年間の歳月の間，米国をはじめ，

朝鮮， ドイツ，台湾，ベルー，インドネシア，

英国等々世界各国と深く関係をもたれたが，

実務的にみても，米国での新聞記者，帰国し

てから製薬事業家(星製薬株式会社)，国会議

員(衆議院および参議院の計4期)，著作家，

教育者として縦横無尽な生き方をされた1，2)

しかし星一先生の心の内こそ測り知れない庭

大なスケールで，っきることのない興味あふ

れる人間像を思わしめる. 星一先生の没後，

年月の経過は流水の如く過ぎ去って行くが，

先生の創られた星薬大だけはまぎれもなく厳

と実在し，その存在感も年々増大している感

がある.星一先生の残された幾多の著述，演

説集，星製薬株式会社社報等を追っていくに

つけて，星先生の教育者として，それも単に

星薬大における教育者にとどまらず，社会教

育者，真理の人と しての大きな像が鮮明に浮

かび上がる.星ー先生の言葉はその心の内の

真髄の一端を吐露した金言名句で、あり，まさ

に星ー精神，星薬大建学の精神と云って過言

ではないだろう.大正時代全盛をきわめて星

製薬株式会社の哲学でもあった.星薬科大学

を通して永遠に社会の，そして人聞の教育を

志した先生の念願を反映したものとして，こ

こに星一言語録の形で先生の思想のごく 一部

ではありますが，紹介しておきたいと思いま

す.

星一先生の左蓄による「親切第一」の文字

の入った額(写真2)が星薬科大学本館2階

正面に，また同文章を刻んだ青銅板が本館前

の星先生胸像脇にある. I親切第一」は誠に

もって先生のすでに若くしてその思想に根づ

いていたものであり， 終生微動だにしない思

想でありました.

明治44年 (1911)11月4日， 38歳で星製薬

株式会社を設立されるにあたり， w星製薬株

式会社の本領~3) をつくられたが， その第一

条に「本社は親切第ーを主義として，営利事

業を経営しつつ会社奉仕を為し，其の並行の

可能性を世界に示さんとするにあり」とし，

また第四条に「親切第ーは本社の守本尊なり.

親切第ーを以て万事を処理せよJ，最後の第

十六条に「自己に親切なれ，何人にも親切な

れ，職務に親切なれ，物品に親切なれ，時

間に親切なれ，金銭に親切なれ.親切は平和

なり，繁盛なり，向上なり，親切の前に敵な

し.親切は世界を征す」とある.先生の事業

は営利のみを目的としたものではなく，社

会教育，社会奉仕に大きな比重があったわけ

*1 星薬科大学応用薬理学 HoshiUniversity， School 01 Pharmacy. 2-4-41 Ebara， Shinagawa-ku， 
Tokyo 142. 
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写真 1 星ー先生肖像写真

写真 2 星薬科大学本館に掲示されている額.

上の「親切第一」は星ー先生の左書.

であります(写真3).星製薬株式会社では会

合のあるたひYこ社員による，また星製薬商業

学校では入学式や卒業式時に学生代表による

『本領』の暗唱がなされた.学生によっては

英訳して英文で暗唱する者もあった.当時の

星関係者の心身に全16条の本領は泌み込んで

いたわけで‘ある.

大崎の星製薬工場敷地内に「親切第一神

社」を建設し，社員は勿論のこと伏見宮や秩

父宮殿下をはじめ，ハーパ一博士その他の賓

客を必ずこの神社に案内されておられる(写

真4). 

星薬大の創基は，星ー先生が星薬学専門学

校創立記念会で述べられているように，星製

薬株式会社創立時に教育部を設けて全人教育

を始めた時に，将来薬学大学への発展的創立

を意図されていた引.従って星薬大の本領も

同じく「親切第一」にあったといえるであろ

写真 3 星製薬特約庖の鉄製看板にも「親切第
-Jが記されていた.

写真 4 親切第一神社(星製薬株式会社内にあった). 
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う.

大正11年1月10日「親切第-Kindness 

FirstJ5lを著わし，世に出版されたが，爾来

版を重ねること昭和42年で102版に到り，こ

の間膨大な出版部数を数えている.また大正

15年9月6日御長男誕生に際しでも親切第ー

から二文字をとって親ー(作家星新一氏はベ

ンネヶム)と名づけられたことも広く知られ

る所である.

著作『親切第一』 の一部抜粋を行いますの

で，星ー先生いうところの「親切第一」の意

を混んでいただけたらと思います.

f嬰盟む主輩麗関本通忍旦聾笈表主意些コぞ
る.同じ善行を為すとしても親切より出で・た

るものと， 義理より出でたるものとは自 ら価

値に差違がある. 義理は消極的である.然る

に親切は此に比して自ら進んで為す事にして

積極的である

“親切は神仏なり.神仏の本体は親切その

ものであって，親切の外に神仏は存在せぬも

のと余は信じる.神仏は吾々に生命を貸して

下すっている.従って夫れを有意義に働かし，

生命を大事にして健康を重んじ人として為

すべき最大の仕事を成し遂げたならば，其人

の生命は取上げられたる後でも，其人の魂は

之を愛していつまでも生かして下さる

“A主主主 O) ~C投主主塑盟主怠ム親切第一
を守るにはまず自己に対して親切でなければ

ならぬ自己に親切を施し得ぬようでは，‘他

に対して親切を施すことは出来ぬ.w天は自
ら助くる者を助く』と言われるのは，天は自

己に対して親切を尽くし得る者を助くるを言

うに外ならぬ

“何人にも親切なれ.知ると，知らざると

問わず，己れに共鳴すると，対するとを問わ

ず親切でなければならぬ

“職務に親切なれ.自己に親切なる人は，

自己の職責を重んずる人である.神から与え

られた職務に不親切なることは最も賎しむべ

きことである

“品物に親切なれ.一枚の紙と躍も我手に

入れる迄には，幾多の人々を労したる者にし

て紙たる目的を果さんが為めに生れ来る者な
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れば能く其目的を達せしめて紙をして成仏出

来る様にせねばならぬ.品物に不親切の人は，

品物に見放されて，遂には品物に不自由な人

となるべきである

“理想態二主義思進支主立ム進歩，発明，

改造は無限であり，人間の幸福と繁栄を増進

するものである.親切第ーはつまり子孫の為

になる美しき活動を云うのである"

“万国平和会議だの，国際連盟だのと騒い

で居るが，其会議の精神の内に親切を欠いて

居るならば，其んな会は千百あるとも決して

世界は平和にならない.又繁栄もしない.各

国民が親切第ーを信奉するにあらざれば，平

和を内外に求むる事は出来ない.世界的平和

が建設されない

“吾国の家族制度は，吾々の心に親切の花

を咲かしめた.根に親切をi張らせた日本国民

はこれから外国へ向かつて大いにその親切を

発揮しなければならぬ.我々日本人は更に一

層修養を積みて親切第ーを大いに発揮して世

界をして親切の世界たらしめたいと思うので

ある'ぺ

著者が各年度の第1回目の講義の時，また

指導ク.ルーフ。の初会合で、必ず学生諸君に話し

てきかせる部分にこの本の中の「時間に親切

なれ」と 「学問に親切なれ」があります.読

んできかせた後， “君達，一秒でも講義に遅

刻じてくる者は，星薬大の学生ではないから，

直ちに退めて余所の大学に行くように"と云

っておく .学生は私の講義には授業開始時点

には全員着席している.1"喧顕巴塑毘主主」

「学問に親切なれ」の思想はし、かに今後時が

経過しようとも，古今東西相通じる至言であ

り，単に学生への薫陶にばかりでなく，社会

人の生きてし、く道標になり得るものであろう.

その部分を以下に記しておきます.

「時間に親切なれ」

1. 今日失いたる金銀は，明日之を補う事

ができるが，今日失いたる時聞は，再び之を

得る事はできない.時は如何なる権威を以て

するも， 幾億円の金を出じても，之を回復す

る事の出来ない者である.未来永劫， 再び回



復のできない貴重なる者であると知らば，決

して時聞を徒費する事が出来ないものである.

夏空患聞主隻憲主到!，~是主境関主投与主懇
切を欠く所以である.

2. 古人も『時は黄金なり』と云って，時

の尊重を勧めたものである.時を黄金に比す

るは，是れ説明に便なる為に云ったことで，

時は黄金で計算の出来ない，尊い者と思う.

若し時間に不親切にして，其を徒費するが如

き事あらば，これ人生を侮辱するの，最も甚

だしいものと云わねばならぬ.

3. ~夜早く寝て朝早く起きよ』と云う@

諺があるが，其れでは普通一般の人の，時の

{ 利用法に過ぎない.其を一歩進めて ， 葱遅~\.

迄働き朝は早く起きて働き，時に親切であら

ねばならぬ.古来偉人として称賛せらるる人

は皆な時に親切なる人である.其親切を熱意

を以て尽くした人で、ある.

「学問に親切なれ」

1. 単純なる時代には学問なくとも実務に

通じ得たるも，今日は学問ありての上の熟練

でなければならぬ.

2. 世は益々科学的経営の時代となったの

である.学問なしに，世渡りが困難になって

来た.従って勤勉，努力も科学を基礎とした

る勤勉，努力にあらざれば人の先に進むこと

はできなくなったのであるから，学生は勿論
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何人も学聞に精をださねばならぬ.

3. 学生諸君は学聞を親切に取扱わねばな

らぬ.試験の為にではない後日社会に立ちた

る時のためだ.学校の成績の悪しきは学問に

忠実即ち親切ならざるためである.学問に親

切なる能わざりし人は実務の人となりても己

の業務に親切なることは出来ない.

4. 学聞は学生のみ必要なものでない.我

我が此世に活躍して居る聞は学問の力を籍ら

ねばならぬ.学問なければ競争の劣者となり，

劣等の生活をせねばならぬ.

5. 人生誰か長命を欲せざるものあらんや.

学聞は長命を与え，同時に優等の生活を与う

るものでありますから， 学聞に親切であれ.

学問に親切なれば， 学問より慈しまれ， 遂に

は学聞をせぬでは居られぬ様になります.
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アヘン戦争の薬学的考察

宮崎正夫*1

Study on the Opium War from the Pharmaceutical Point of View 

Masao MIY AZAKI判

(1988年9月10日受理〉

1. 中国のアへン問題

18世紀から19世紀にかけて，イギリスの中

国貿易を独占していた東インド会社は，中国

茶の輸入過多に悩み，この片貿易を打開する

ための窮余の策として，インド産のアヘンを

中国に売りつけた.この策は大成功をおさめ

た.だが，そのために中国の経済が恐慌をき

たし，アヘン輸入の増加が切実な問題になっ

てきた.

そこで清朝政府はアヘン禁令の強化にのり

出したが，なかなかその成果をあげることが

できなかった.というのは，広州では取締官
ょうこう

を賄賂で買収した客ロとよばれる密貿易者の

巧妙な秘密組織ができ上がっていたからであ

る.

図1は広州附近の地図である.イギリスの
れいてい

密貿易者たちは広州郊外の海である零灯洋の
とんせん

島影にアヘンを多く積載している葦船(図2)

とし、う大型の船をたくさん停泊させ，これを

アジトにして中国の乾口とアヘンの取引をし

ていた.

このような状況下にあって，中国のアヘン

輸入量は年とともに加速度的に増加し(表 1)， 

アヘン戦争の直前である道光18年 (1838)に

は4万箱を超えた.この数量は中国における

アヘン中毒者の著しい増加と，それにともな

*1 日本薬史学会
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う莫大な銀の国外流出を物語っている.
こうるじ こうしゃ〈じ

かかる事態を憂慮した鴻臆寺90ill)の黄爵滋

は道光18年4月，皇帝にアヘン厳禁論を提出

し，アヘン吸飲に関係あるすべての人々に対

し厳罰をもってのぞみ，中国からアヘンを締

め出そうとした.

2. 林則徐の登場

黄爵滋の上奏文を受け取った道光帝は中央
じゅんぷ

の大官，各省の総督，巡撫に対し，これにつ

いての意見を具申するようもとめた.そのな

かで，湖広総督であった林則徐の報告が最も

適切であると した皇帝は，彼の出京を命じ召

見した結果， r汝を欽差大臣に任ず，急ぎ広
東に赴き，海港の事件(アヘン問題)を処理

せよ」との大命を下したのである.

道光帝を して感心せしめたこの林則徐の報

告書のなかには，彼の管割下にある湖南 ・湖

北両省において， ¥彼がアヘン取り締まりのた

めに実際に施行した方法も書いている.その

なかに薬学的に輿味あるものがあるので，以

下にそれを述べる.

道光18年，林則徐は省城(武昌)と漢口鎮

にアヘン取り締まりの役所を設け，アヘン館

や民間，販売人よりアヘンおよび吸煙器具を

没収し，吸飲者にはアヘンの害を説き改俊し

更正を誓う者には断癒薬(戒煙薬)を与え中



毒を治療させた.その効果は大きく漢陽と漢

口の両都市では取り締まりの役所を設置して

1 ~ 2 月のうちに，アヘン 1 万 2 千余両(約

450 kg)と吸飲用の傾管1千百余本を没収し

た.没収したアヘンは桐油をかけて焼却し

その燃えかすは船に積んで楊子江の江の中央

に運び投入した2)

彼はまたアヘン吸飲の容疑のある者を取り

調べるには，厳重な身係検査をしたのち， 15 

~ 6 時間静座させておくと子中毒者であれば

症状が 自す.からでてくるへと述べている.

これはアヘンによる禁断症状を観察している

tのであり，林則徐はこの禁断症状の出現の有

図 1 広州附近図

無によって中毒者の判定をしていたのである.

3. 忌酸丸と補正丸

さらに彼はアヘン中毒者のために多くの治

療法を探し求め，そのなかで施薬して効能が

あると思われる思酸丸・補正丸という 2種の

丸薬と四物飲・瓜汁飲という 2種の水薬を報

告している.上記の断癒薬(戒煙薬)とはこ

れらの治療薬のことを示す.これらは林則徐

が更正を苦う中毒者に与えていた薬物で、ある.

表2に忌酸メt4)の処方を示す.製法はこれ

らの生薬を細末とし米のとぎ汁に浸し，石臼

の中で携き泥のようにし，その中に煙灰を加

え，さらに麺糊(麦粉の結)でよく撹き混ぜ

て小桐子大の丸薬にした.忌酸丸の処方で注

目すべきは煙灰が含まれていることである.

煙灰とはアヘンを吸飲したあと煙管内に残る

カスのことで，灰分と不燃焼アヘンとからな

表 1 中国のアヘン輸入量

1731年(薙正 9)頃 約200箱

1780年(乾隆 45)頃 約 1000箱
1790年(乾隆 55) 4094箱
1800年(嘉慶 5) 4570箱
1810年(嘉鹿 15) 4968箱
1820年(嘉慶 25) 4244箱
1825年(道光 5) 9373箱
1830年(道光 10) 19956箱
1834年(道光 14) 21885箱

1835年(道光 15) 30202籍
1838年(道光 18) 40200箱

図 2 広東零{庁洋に停泊中の葺船
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表 2 アヘン治療薬(戒煙薬)

忌酸丸

生:羊喜善 5銭 柴 胡 2銭5分
自治 3銭 沈香 2銭
当帰 2銭 木香 2銭
黄 柏 4銭 天 麻 3銭
川 連 4主主 升 麻 1;銭5分
受賞奮 3銭5分 生附子 ア銭
~甘草 3銭5分 建 灰 T雨
陳皮 2銭5分

り少量のモルヒネを含有している.

補正丸は思酸丸より煙灰賞者，木香，附

子を除いた処方で，これらの生薬を細切にし，

蜜で桐守大にした丸薬である.

アへγ中毒を治療するには"まず思酸丸を

3~ 5 日間，食前に服用させた後，忌酸丸を

1丸減ら し補正丸を2丸与え，ついで思酸丸

を2丸減らし補正丸を4丸与えるというよう

に，この両丸薬を相互に加減していき，忌酸

丸の投与を全く止め，補正丸のみにして，な

お補正丸を1O~15 日間服用さすと ， もはや補

正丸も必要なく中毒を自ら断つことができる

とある.

これは禁断症状の苦しみを考慮、し，アヘン

を含んでいる忌酸丸から治療をはじめ，しだ

いにアへンを含まない補正丸のみに切り替え，

体内のアヘンをぬいていくという考えである.

アヘン中毒者を特別な施設に収容し，医師や

役人の監督下にこの方法を行えば，すばらし

い治療効果をあげたものと思うが，林則徐が

彼らのために病院や収容所を設立したという

記録はない. したがって，中毒者にこの薬を

与えるだけでは，どれほどの効果を発揮でき

るか若干の疑問がなくはない.

だが，湖南 ・湖北省の省城(武昌)や漢口

の薬庖では，戒煙薬の材料である高麗参や洋

参5)などが品不足となり，その値段が平時の

数倍になったといわれる白.戒煙薬の需要が

L 、かに多かったかを物語っている.また，彼

の管割下で、は女達が道ばたにひざまずき，頭

を地にすりつけて「私どもの夫や婿は久しく

アヘン中毒にかかっていましたが，いま幸い

あの薬(戒煙薬)を服用し，アヘンを断ちま
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補正丸

忌酸丸より実質奮 ・木香・生附子・煙灰
を除いた処方である。

四物飲 瓜汁欽
赤砂繕 1斤 南瓜(葉・恨藤)
生甘草 オ斤

川貝白 8銭
濁片灰 3銭(癒董者4銭)

した.おかげて身体もようやく丈夫になりま

した」と感謝されたと伝えられている7)

林則徐や役人へのお追従があるとしても，

この戒煙薬の処方内容，その治療法，さらに，

この薬の需要の増大による材料生薬の高騰な

どからして，林則徐の戒煙薬はアヘン中毒@

治療に多少の効果があったものと考えられる.

4. 四物飲と瓜汁飲

思酸丸・補正丸の2つの丸薬の簡便方とし

て四物飲 ・瓜汁飲と L、う水薬もある.この2

種の水薬は処方内容が丸薬よりも簡単であり，

材料も容易に入手出来て，調整に時間がかか

らず手取り早く服用でき，便利で経済的であ

った.

四物飲(表2)は赤砂糖，甘草，貝母，~} 

片灰の4種を銅鍋にとり，大碗で10余杯分の

清水を加え，3~4 杯分(大碗で〉の液にな

るまで煎じて瀦過したものである.早朝(朝

起きた時)と就寝前に盃に 1杯宛， 湯で温め

て飲むと中毒を断つことができる.中毒の重

い者にはこの煎汁を10盃とって 1盃になるま

でさらに煎じた芯のを，早朝と就寝前に飲ま

すと必ず効能があるとされた.四物欽にも務

片灰，即ち煙灰が含まれている.

瓜汁飲(表2)は南瓜の汁である.南瓜と

はウリ科のボウプラでカボチャ (cucurbita

1noschata Ducharte)のことである.カボチ

ャの開花時期に葉と蔓を採り水で洗浄し， 石

臼に入れて拘きその汁をとったものである.

カボチャはどこでも入手することができ， 安

価である.だが，冬には枯れるので夏秋に多

く採取し備蓄しておかねばならない. この瓜



表 3 戒畑菅・戒姻丸(林文忠、公方)

明党参 4銭 栂+巴 4銭 ま建玉竹 4銭 益智仁 2銭4分

雲~苓 4銭 旋覆花 2銭4分 1包釜炭 4銭 嚢 仁 2銭

受賞奮 4銭 ~甘草 2銭4分 M菜花 4銭 紅葉 4銭

j路党参 4銭 j去半夏 2銭4分 ゆ社{中 4銭 赤沙糖 2両

偽紅 4銭

表 4 参燕百補戒煙丸 .(験方)

人参雛 H主 使君子 2銭 玉竹 2銭 広皮 1銭5分

燕 寓 2銭 桑 ， 相~ 3銭

明党参 2銭 1段牡鱒 3銭，

濁党参 2銭 樫棄殻 4銭

麦門冬 2銭 ~甘草 4銭

沖飲を飲むと数日で中毒を治療することが出

来る.誤って生鳴片を飲んでもこれを服用す

れば死ぬことはなく ，その解毒作用は神の如

きだと『鴻片事略t)には書いてある.
しかし，カボチャの汁にそのような解毒作

用があるのかどうか著者には分らない.

四物飲と瓜汁飲の服用法は忌、酸丸と補正丸

との関係のように，まずアヘンを含んでいる

四物飲から投与をはじめ，ついで因物飲と瓜

汁飲を相互に加減して服用させ，アヘンを含

まない瓜汁飲のみにして，アヘンを体内から

ぬいていく方法をとったものと考えられる.

このような治療法は，わが国では麻薬取締

法第27条第4項によって禁じられている漸減

療法にある.現在のわが国では禁じられてい

るとはいえ，林則徐の時代にこの治療法が考

えられていたということは注目に値すること

である.

表3は中国医学大辞典にある林則徐の薬方

といわれる戒煙膏8)の処方である.処方にそ

の名を残しているように，彼がし、かにアヘン

中毒の治療のために努力していたかがよく分
おうぞく か

る.この処方にも嬰菜花(ケシ)が配合され

ている.

表4の参燕百補戒煙丸9)も中国医学大辞典

にある処方で，戒煙薬のなかの王道の薬とあ

る.この処方のなかにも嬰莱殻(ケシガラ)

， 

夜警 2銭 鶴主主 1銭5分

女貞子 2銭 沈香 5分

社仲 2銭 非工奈 1筒

象貝宙 2銭 ;水源 2両

( 105) 

が含まれている.戒煙膏も参燕百補戒煙丸も

ともに漸減療法の薬物である.

5. アへンの没収

欽差大臣として広州に到着した林則徐は道

光19年 (1839)1月，アヘン取り締まりのた

め直ちに行動を開始した.全省の人民に対し，

すみやかにアヘンの既飲を止める よう告示し，

この通告に違反する者には厳罰をも ってのぞ

むことにした.こうして内部の手筈を整えた

彼は，いよいよ，本来の敵である外国商人に

対して，アヘン引き渡しの命令を発した.

だが， アヘン引き渡しの日にイギリスが提

出したのは1，037箱のアヘンでしかなかった.

このような少ない数量では問題にならない.

林則徐は貿易を停止し商館を封鎖するなど

の強固手段に出た.さすがのイギリス もこれ

には弱り，しばらく彼の条件をのむことに決

め，保有する20，283箱のアヘンを引き渡すこ

とを回答した.林則徐はこの数量で一応満足

した10)

6. アへン処理

つぎはこの没収したアヘンの処理であるが，

中央の命令は 「現地で処分せよ」とのことな

ので，やむなく広州で処分することにした.

没収したアヘン 1箱には百斤(1担)即ち，



図 3 イン ドにおけるアヘン製造工場の倉庫

1ピクルのアヘンが入っている. 1ピクルは

60kgである.2万箱としても L，200噸もの

膨大な量のアヘンである.

図3はインドにおけるアヘン製造工場の倉

庫である.アヘンを球形の塊にしているのが

分る.

林則徐は，はじめ均l広総督時代に没収した

アヘンを焼却して，その燃えかすを楊子江に

投入した経験から，焼却する方法を考えたが，

今回は1，200噸もの量である.焼却して燃え

かすを川や海へ流すのは労力的にも大変なこ

とであるし，川や海が汚染される.また，燃

えかすを土地に埋めると，未焼却のアへンが

地中に浸透する.アヘンを精製するのに慣れ

た者(このような技術を持った者もいた)であ

れば，その土を掘り出して抽出することも可

能であった. r土10をとりて 2~3 をうるJll)

ということになる.そのために焼却はとり止

め，他の方法をいろいろと研究した結果，ア

ヘンが塩12)と石灰に弱L、ということが分った

ので，この方法を採用することにした.

図4は林崇塘撰述の 『林則徐侍』の記述山

をもとに，著者が想像して画いたものである.

林則徐は虎門の海辺の小高い所に約 50m

四方(縦横各15丈余)の池を2つ掘り，その

周囲に板を張ってアヘンが土へ浸透するのを

防ぎ，底には石を敷きつめた.池の後方には

水をみちびき入れる精道をつく った.そうし

ておいて，まず水車14)で精道に水を流して池

( 106) 

に入れ，塩をまいて塩水にする.つぎに，箱

から取り出したアヘン球を4片に切って，こ

の塩水のなかに投入し半日浸す. その上に焼

いた石灰の塊を大量投げ入れる.すると池の

中は沸騰する黒褐色の湯のようになる.なお，

アヘンの溶解を促進するために池の上に板を

かけ渡し，多くの人夫がその板の上にのって，

鉄の鋤や木の熊手であちら，こちらとかき混

ぜる.そうして，アヘンの塊が全く溶解しき

った後，退き潮の頃をみはからって海辺に面

した水門を聞くと，その処理されたアヘンの

溶液は，排液溝1引を通って潮とともに大海へ

流れ去っていくとし、う方法である.

なお，池を2つ掘ったのは交互にアヘンを

処理するためで，アヘンを海に流した後の池

は周囲の板や底の石を清水でよく洗浄し，再

び使用した.このアヘン処理に要した日数は

23日であった.

日本薬局方のチへン末の定量法はアヘン中

のモルヒネを水酸化カルシウムの存在下で水

で抽出し，最後に塩化アンモニウムでモルヒ

ネを沈殴させる.いわゆる石灰抽出法である.

林則徐はこの方法の前半を応用したことにな

る.即ち，アヘン末に水酸化カルシウムを加

えて，すり混ぜると，アヘン中のモルヒネが，

水に可溶性のカルシウム塩になる.

2C17HI903N +Ca(OH)2→ 

(C17H1S03N) 2Ca + 2H20 

この方程式を成立させるために林則徐は，ま
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図 4 アヘン処理池

ず石灰を焼いて

CaC03→ CaO十COz

生石灰にして，アヘンを浸している池の中に

投げ入れて，撹伴した.なお，生石灰は水を

注ぐと激しく反応して発熱し，過剰の水分は

蒸発して水蒸気になり，自身は消石灰になる.

CaO+HzO→ Ca(OH)Z+15. 2 kcal 

以上のことから，林則徐の行った化学反応

は次のような方程式になる.この化学反応も

発熱反応であったと考えられる.

2C17H1903N + CaO + HzO→ 

(C17H1S03N) zCa + 2HzO 
図5は日本薬局方のアヘン末の定量法の前

半の化学反応と林則徐のアへン処理の一連の

化学反応をまとめたものである.

このようにアヘンに含まれるモルヒネを水

に可溶性のカルシウム塩にしたことは，モル

ヒネが海水で容易に希釈でき，かつ， ヘドロ

の生成も防ぐことができて，期せずして港湾

汚染の防止に役立つていたことになる.彼の

このアヘン処理法は薬学の理論に則した方法

であると ともに環境衛生的にも合理的であっ

たといえよう.

(101< ) 

日本薬局方

2CηH泊03N+ Ca (OH)2・e

(C17H，S03N)2Ca + 2H20 

林則在京の化学方程式

2C17H叩03N+ CaO + H20-

(C17H，eQ3N)2Ca + 2H20 

(caCO日 aO+C02 

CaO + H20-Ca(OH)2+ 15.2kcal/ 

図 5 日本薬局方と林則徐の化学方程式

アヘン処理作業は道光19年4月22日 (6月

3日)から開始されたが 4月20日の末明，

林則徐は海神を祭りその祭文に「今度アヘン

を処理して大洋に放出することにした.つい

ては，水族(魚類)を暫くどこかへ移して，

その毒を避けるようにして下さし、」 と祈って

いる旧.魚類の生命を案じ，その汚染の影響

を心配してし、る;海神を祭るという行為は科

学的とはいえないが， この行事には彼の周到



な配慮がうかがえる.

7. 林則徐の執念

それにしても林則徐は何故に，アヘン厳禁I

に執念を燃やし，その撲滅に全力をそそいだ

のであろうか.また彼がアヘン取り締りのた

めに行った高度な薬学の知識はどこで，どの

ようにして修得したものなので、あろうか.

林則徐は乾隆50年 (1785)福建省侯官県に

生れた.兄弟3人，姉妹8人で彼は次男であ

ったが兄は早死した.彼の11歳年下Iの弟を林
tいりん

需森といい，林家の言い伝えによると，需森

は郷里にいた噴，鴻片癒(アヘン中毒者)に

なり，30歳で・挙人になったが，それ以来ずっ

と病気に伏し， 44歳で死亡した.需訴:の死を

アヘン中毒の結果だと考えた林則徐はアヘン

を心から憎み，アヘンを『謀財害命』の毒物

(強盗殺人の毒物)ときめつけ，アヘン畑を

敵とする決心をした. アヘンは林家全員の恨

みの対象であったとある 17)

この弟を通して林則徐はアヘンの恐しさを

身をもって痛感したと同時に，習慣性や禁断

症状などアヘンに関する薬学的知識を得たも

のと思う.

目を家から転じて圏内をみると，当時，中

国には弟の需森と同じアヘン癒になり，身心

を害し，家族を悲しませ，財産を失う人があ

ふれており，ケヘン禍は国家の問題であった.

林則徐は自分が政治的実力を得たならば必ず

アヘンを取り締り，中国からアヘンを追放し

ようと決心したものと思われる

道光18年 1月，林則徐は湖広総督に昇進し

た.彼が本格的に禁畑事業を開始したのはこ

の時期18)からである. この年の5月19)に彼は

省城の武昌と漢口にアヘン取り締りの役所を

設け，上述したようにアヘンや吸飲器具を没

収した.同じ年の4月に黄爵滋はアヘン厳禁

論を提出している.これは偶然の一致なので

あろうか.

道光10年(1830)，林則徐を中心とした「宣

南詩社という小さな詩人のク.ループが結成さ
こうしやじ 嘗ょうじちん fげん

れている.同人には黄爵滋，襲自珍，貌源と

いうそうそうたるメンバーが顔を並べてい

008)) 

た20) 貰爵滋は上述のようにアヘン厳禁の口

火そ切った人物で、ある.襲自珍もアヘン厳禁

論者で，欽差大臣として広州に赴任する林則

徐に，強い調子の激励の書を贈っている.貌

源は『海国図志~2l)の著者として有名. 29歳
ば〈ゅう

で挙人となったのち， 、幕友22)として生計をた

て15.j曹運 ・塩政・水利の専門家である.江

蘇樫撫の任にあった頃の林則徐はむす・かしい

問題にで、あうと貌源に教えを乞うたといわれ

るjまた彼は西方の経済的侵略とアヘン問題

の董要性を認識していた.

この宣南詩社の同人は詩作の会合の時に国

事を論じアヘン問題を憂い，アヘン厳禁に意

識を統ーしていたのではなかろうか.それ故，

賛爵滋のアヘン厳禁の上奏と林則徐のアヘン

取り締りの役所の設立は単なる偶然の一致と

は思えず，両者の聞には十分な意志の疎通が

あったものと考えられる.

林則徐は宣南詩社の同人の支持と，幕友と

よばれる彼の有能なブレーンのノミック ・アッ

プにより，宿願のアへン取り締りに全力を尽

くすのである.
しようそうなん

蒋湖南は厳禁論に反対する理由の一つに，

アへン吸飲者は中央官僚では 1/1O~2/1O， 地

方官では 2/10~3/1O にすぎないが，幕友で

は半数以上にものぼり，それ以上になると，

数えることができないほどの状態である.一

体どこから手をつけるというのか加と述べて

いる.

林則徐の幕友のなかにもアヘンを吸飲して

いる者がし、たかもしれない.彼らはアヘンの

事に関しては専門家である.アヘンや吸飲恭
じ-t' ヘぴ

具の没収などは虫官の道は蛇であったと思う.

また，アヘンの性状やその薬学的知識も豊富

にもっており， したがって林則徐がアヘン取

り締りのために必要とした薬学の知識は彼ら

が調査 ・研究して提供したものとも考えられ

る.

以上のように，薬学はアヘン戦争において

重要な役割を果たしていたのである.
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Summary 

In the 1830's， the import amount of 
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ruptly and the silver paid for opium import 

reached to big quantity in China. Lin 

Ze-chu (林則徐 1785-1850)severely forbade 
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English traders to import opium from lndia 

to China. He treated opium poisoners with 

some kinds of medicines such as pills and 

liquid medicines. The former were Jisuan 

Wan (忌酸丸)and Buzheng Wan (補正丸)， 

and the latter were Siwu Yin (四物飲)and 

Guazhi Yin (瓜汁飲). ln 1839， Lin Ze-chu 

con五scated 20283 cases of opium (about 

1，200 ton) from England trader. After 

treated them with quicklime in water， he 

let them sow away into sea. The principle 

of this treatment was acted according to 

the following chemical reaction: 

2CI7HI903N +Ca (OH)2= (C17H1S03N)2 

+2H20 

This principle is the same as the fIrst half 

stage of the present method for quantative 

analysis in Japanese Pharmacopoeia. 

The Opium War happened in June，1840 

¥ 
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薬史学雑誌
23(2)， 11l~119 (1988) 

オランダ 1865年医務関係法規と

山崎文庫川口蘭-医務条令・製薬開業制度」

(そのlli)

川瀬 清本l

Comparison between the Royal Dutch medical law (1865) 

and “the law of state medical supervision and 

pharmaceutical practicing in Holland"stored in 

the Yamazaki Library (111) 

Kiyoshi KA W ASE判

(1988年9月30日受理)

オランダ 1865年法第61号と山崎文庫

「和蘭製薬開業ノ制度J

Royal Dutch Law No.61 (1865) and ‘the Law of 

Pharmaceutical Practicing' 

前2回叫に引き続き，オランダ法文と 山崎

文庫所蔵の翻訳文とを比較する.

まず見出語の「和蘭製薬開業ノ制度」であ

るが，これは artsenij-bereid(薬剤の調製)

を製薬と訳したわけであり，今日では製薬と

いう語が企業的薬剤製造の意味で使われてい

るので，I調剤」に改める必要がある.

全体は7章37条から成っており，訳本では

最終の経過措置の章を欠いている.

第1章，第1条 :総則の調剤業務の規定と

業務遂行の有権者について.

第2章は薬剤師の資格 ・義務に関する規定

で第2条より第21条まで.

第3章は薬剤師社会における歴史的な所産

である，薬剤師助手および薬剤師徒弟に関す

る規定で，第22条と第23条.

第4章は薬局業務の公的管理 ・監督につい

てで，第24条より第28条まで.

第5章は薬剤の販売についてで，第29・30

の2条.

第6章は罰則規定で，第31条より第33条ま

で.

第7章は経過措置で，第34条より第37条ま

でとなっている.

*1 東京薬科大学 TokyoCollege of Pharmacy. 1432-1， Horinouchi， Hachiouji， Tokyo 192-03. 
叫薬史学雑誌， 22， 2， 77 (1987)， 23， 1， 37 (1988). 
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オランダ帝国法条文 および 山崎文庫訳本条文

(第61号)1865年6月1日制定，調剤術の実

行を規定した法律制

!氏，ヴィレムE世，神の思簡により，ネー

デルランド国王， オレンジーナッソ一公， ル

クセンフソレク大公， 等々々.

これを見，あるいは聞き， 読ま ん者すべて

に幸あれ !すなわち:

かように朕は，調剤術の実行を法に定める

ことの必要性を考慮した;

朕は枢密院の考えを聞き，また議会の大方

の意見に従い，これを承認し了解した.同様

に以下についても承認し了解するものであ

る:

91.総則

~D 条調剤業務とは医薬品を調製し医学

的目的でこれを交付することである.

調剤j業務は，認可を受けた者のみが遂行で‘

きる.すなわち，薬剤師，第22条の適用を受

けた薬剤師助手および薬剤師徒弟および調剤

業務を許可された医師である.

92.薬剤師について

第 2条調布j業務の開設に先立ち，薬剤師

は居住する州の監察官より資格証明に証印を

受ける.証印の請求に際しては，法的な居住

証明書を提出しなければならない.

薬剤師は，証印を受けた資格証明を提示し，

居住する市の長に薬剤師として居住する旨届

け出る.

1lì'~3 条薬剤師は 1 庖舗より多くの薬局を

所有することはできない.

薬剤師は，建物の一部の日中常に出入り容

易な専門室でのみ職務を行うこととし，夜間

* (No.61.) WET van den 1 sten Junij 1865， 
regelende de uitoefening der artsenijbereid-
kunst. 
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和蘭製薬開業ノ制度

(なし)

第一章一般ノ規定

第一条製薬ハ薬石ヲ製煉調合シテ医用ノ;為ニ投

与スノレノ業ナレハ唯薬舗主文ハ第十二条ニ掲ク

ノレ規則ユ随テ薬舗助及ヒ薬舗生ニ於テノミ此業

ヲ営ム寸ヲ許ス其他ハ又別段此業ノ:免許ヲ受タ

ノレ医土ニ於テノミ許可スヘシ

第二重量 薬舗生ノ職業及心得方

製薬開業ノ者ハ先ツ兼テ受得タノレ所ノ:免状ヲ所
ァ，タメ

轄ノ医務局ニ差出シテ医務監督ノ点検ヲ申受ク

ヘシ尤モ是時ハ規則ニ随ヒ其確証アル住所姓名

書ヲ免状ニ添テ差出スへシ 又右点検済ノ上製

薬ノ;業ヲ関ク時ハ今般何地ニ於テ薬舗開業可致

旨ヲ書面ヲ認メ之ニ点検済ノ免状ヲ添テ其地方

ノ官庁ユ差出スヘシ

第三条薬舗主一人ニテ薬舗一軒ノ外ノ、所持スノレ

ヲ許サス

但シ薬飾品中ニハ其一隅ノ手近キ処ニ於テ別段ニ

製薬場ヲ設ヶ置キ登問ハ必ス其処ニテ製煉ノ家



は本人若しくは薬剤師助手がここに居住する.

第4条各薬局には，正確な升，分銅，天

秤，オランダ薬局方 1部，薬局方に定める医

薬品を備えなければならない.

薬剤師あるいは薬局を保持する医師との聞

に意見の相違が生じた場合には監察官が決定

する.

医薬品の不足は委員若しくは監察官が定め

る期間内に補充しなければキらない.

第5条 治療施設あるいはその他の施療院

の製薬業務を専らにする薬剤師は，その施設

若しくは施療院の医師が作成し監察官が証印

を与える医薬品一覧記載以外の医薬品を備え

る必要はない. これについては，医術の実行

を規定した法律第9条第4項が適用される.

第6条 医薬品は適切な容器に保存し，容

器には正式かつ最も一般に用いられている薬

名を明確な読み易い文字で記す.

薬局方にない医薬品の場合は，どのような

処方に従って調剤をしたかを記す.

第7条専門委員会の意見を聞いた後. !肢

の内務大臣が公示する毒薬は，ひとつあるい

はそれ以上の鍵付き薬品棚に保管する.

鍵は薬剤師若しくは薬剤師助手が保管する.

薬剤師が，オランダ薬局方にない毒物を常備

している場合には，上述と同じ薬品棚に保管

する.

第8条薬剤師は，処方筆に従って真正の

薬品をもって正確に調合した薬剤j以外のいか

なる薬剤も交付してはならない.薬剤師が，

処方筆中に重大と思われる誤りを発見した場

合には，速やかに口頭もしくは書面で，処方

した医師にその旨知らせなければならない.

医師が不在の場合には，薬剤の交付を延期す

ると共に速やかに当該医師に通知しなければ

ならない.

第9条薬剤師は，処方築による場合，あ
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業ヲ営ミ夜間ハ薬舗主カ若クハ補助ノ内一人宛

必ス其処‘ニ居テ万事ヲ注意スヘキ事

第四条一軒ノ薬舗中ニハ和蘭局方ノ定式ニ依テ

造レノレ精好ノ度量器械ト此書中ニi/lItタノレ的ノ諸

種薬品27官官エ努22EJトハ悉ク之ヲ毎ニ備へ
置サノレヲ得ス

但シ時々検査ノ理事ニ由テ其各種薬品ノ;秤盆ヲ

勘査スル寸アノレへ、ン是時薬舗カ或ハ医士総書

見合者ニ於テ若ン異論ヲ起ス寸アレハ監督ニ白

テ其可否ヲ判スヘシ

若シ又荷物中ニ於テ不足ノ品アル~f'、理事或ハ

監督ニ由テ約定セノレ日限迫ニ必ス其品ヲ1充置ス

ンハアラス

第五条専ラ病院養院及ヒ救育所等ニ立入り テ茶

用ヲ達スノレ所ノ薬舗主ハ病院養院等医士ノ撲定

シテ監督ノ検印ヲ受タル目録中ニ~セシ薬品ノ

外ハ必シモ後之ヲ其餓上ニ陳列シテ貯置寸ヲ要

セス~nチ夫ノ医術開業ノ制度中ニ掲クノレ第九条

ノ第四款ニ当ルヘシ

第六条各種ノ薬品ハ其品相当ノ器ニ入レテ必

ス器上ニ本薬ノ名殊ニ其薬舗普通ノ名ヲ明白ニ

標記スヘシ

但シ和蘭局方中ニ無キ万rrノ薬品ハ必ス何ノ法ニ
依テ製煉セシト云フ寸ヲ別紙ニ記、ンテ添置へ‘ン

第七条毒薬ハ先ツ始メニ碩学者ノ試験ヲ歴テ後

之ヲ政府ニ差出セハ事務宰相審カニ其性能ヲ見

聞シ而シテ後之ヲ公ニ布告スへ、ン

総テ一切ノ毒薬ハ必ス之ヲ一個或ハ数個ノ績内

ニ貯へテ図P其外ヲ鎖鎗シ薬舗主文ハ其補助ニ

アラサレハ閉鎖スノレヲ許サス

但シ其他和蘭局方中ュiIJItサノレ所ノ毒薬タリ}f:之

ヲ薬舗ニ於テ習ク者ハ亦右同様ニ取扱フヘキ事

第八条薬舗ニ医士ノ;処方書ヲ投スル時ハ其処方

ニ随テ丁寧細密ニ調剤、ン又真正ノ薬品ニアラサ

レハ決シテ配合ス可ラス

若シ又其処方中ニ目前有害ノ誤ア リテ甚タ疑ハ

シキ時ハ速カニ之ヲ認メシ所ノ医士ニ質スヘシ

是時若シ其医土ノ遠隔スノレニ由テ疑問往復ノ隙

ヲ費スl時ハ暫P処方書ヲ舗上ニ留置ク寸ヲ許ス

ヘシ必モ此疑問ハ時宜ニ依リテ真チニ面質シ或

ハ又書簡ヲ以テ通スノレ寸アノレヘシ

第九条 薬舗主ハ医士ノ処方書ヲ所持スノレカ又ハ



るいは要求された医薬品を記した文書がある

場合でなければ医薬品を交付してはならない.

第10条薬剤師は，彼が処方筆に従って交

付する医薬品の各容器に付けるか，その上に

必ず，患者の名前，あるいは，必要とあれば，

それに代わる数字，規定の服用方法， 交付日

および彼の名前を記してある紙を添付するよ

うに配慮する.

この表示は，内服薬の場合は無色，外用薬

の場合は青色の紙に記す.

第11条薬剤師は，調剤済みの処方議を調

剤 したJI頂に綴 じ20年間保管する.

薬局が他の薬剤師に移譲される場合には，

処方袋もこの者に引渡される.また薬局が廃

される場合は，近隣の関係者が処方笈を監察

官に引渡す.

第12条薬剤師は，処方した医師，患者を

診療している医師，患者本人，処方筆の調査

の任に当たる司法官吏若しくは医療官吏以外

の何人にも処方築を点検に供したり写 しを与

えたりしてはならない.

上述の者から処方築を要求された場合は，

署名をした真正な副本を渡す.

第13条薬剤師は，以下の場合を除いて，

知人であっても毒物を交付してはならない.

医師の処方に従って交付する場合， 薬剤師，

医薬品交付資格のある医師，獣医に交付する

場合，毒物の使用を記し署名をした書面をも

ってなされた請求に従って交付する場合.

医師の処方によらずに毒物を交付する場合

には，毒物名と共に「毒物」と明記し封印し

た容器に入れ交付する.

第14条毒物を交付した場合は，薬剤師は

速やかに，交付年月日および交付先名と共に

交付の旨を記録簿に記す.この規定は，医師

の処方に従って交付した場合には適用されな

い.薬剤師は，前条に述べた書面請求を医師

の処方筆とは別に綴じ20年間保管する.これ

に対しては第11条第2項が適用される.

第15条薬剤師は，医薬品の交付に関し，
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其薬名ヲ定式ノ:如P記セノレ書面ヲ以テ之ヲ需ム

ノレ者ニア(ラ)サレハ何薬方タリ}f;;俣リニ投剤ス

ノレヲ許サス

第十条 薬舗主処方ヲ調剤スノレ時ハ必ス其器上ニ

紙ヲ貼シテ病者ノ姓名ヲ記シ或ハ時トシテ其需

ニ応スレハ又分量ノ数字用法 号室f日月日及其
薬名ヲ記ス者常ニ之ヲ注意、シテ忽ニスヘカラス

但シ此貼紙ハ外附薬ナレハ白紙ヲ用ヒ内服薬ナ

レハ青紙ヲ用フヘシ

第十一条 薬舗ニ投シテ調剤セシムノレ所ノ処方議

ハ順次ニ之ヲ舗上ニ貯へ置テ後二十年ノ問ハ決

シテ一枚モ散失ス可ラス

若シ薬舗ヲ売却シテ他人ノ所持トナスl時ハ其処

方書ヲ東ネテ新ニ所持スノレ人ニ談ノレヘシ若シ文

薬舗ヲ廃止スノレl待ハ其重立タノレ関係ノ者ヨリ処

方書ヲ束ネテ之ヲ監督ノ許ニ差出スヘシ

第十二条処方ノ本書ハ勿論仮令其写タリ}f;;現在

之ヲ認シ所ノl窒土或ハ司法裁判ノ官員又ハ検査

掛ノ医務官員ニアラサノレ外ハ決シテ之ヲ薬舗主

ヨリ他人ニ与フノレ寸ヲ許サス

若シ右ノ官員ニ由テ処方書ノ検査ヲ求ムノレハ必

ス本紙ヲ精細ニ写取リ其下ュ姓名ヲ記シテ之ヲ

差出スヘシ

第十三条毒薬ハ医土ノ処方ニ由テ調剤スノレノ;外

ハ同業ノ中ノ売買合剤免許ノ医士家畜医土又ハ

知人ノ許ヨリ云々ノ;為ニ毒薬必要ノ旨ヲ具サニ

認タノレ証書ヲ以テ需ムノレニアラサレハ決シテ妄

リニ販売スノレヲ許サス

又医土ノ処方ニ由テ作ル合剤ノ外ハ必ス其売ノレ

所ノ:毒薬ヲ器内ニ入レ固封シテ其表ニ薬名ト毒

ノー字トヲ分明ニ標記スヘシ

第十四条 薬舗ニテ毒薬ヲ売渡ス時ハ~jJa寺 ニ其代

債ト品物ノ名トヲ売上帳ニ記シ側ラニ年歴月日

ト買者ノ姓名トヲ明白ニ付録スヘシ但シ医土ノ

処方ニ依テ調剤スノレ者ハ復是例ニアラス又第十

三条ニ挙ノレカ如F証書ニ由テ毒薬ヲ販売スノレ時

ハ其証書ヲ医士ノ処方書 ト区別シ之ヲ舗上ニ貯

へ置テ後二十年ノ関ハ必ス紛失スヘカラス其他

ハ猶第十一条ノ次段ニ掲クル規則ニ準スヘシ

第十五条 合剤投与ノ儀ニ就キ薬舗主ヨリ相対又



直接あるいは間接的に医師と協定を結んでは

ならない.

第16条薬剤師は，医療官吏及び医療評議

会の委員に対し， 医療法律及び法令を保持す

るため，薬局に関し，彼によって求められた

すべての情報を与える.

第17条薬剤師は， 第12条に述べた者から

要求された場合には，交付医薬品の勘定明細

を渡す.

第18条薬剤師は，薬剤師が不在，病気あ

るいは死亡した他の薬局を一時的に自己の薬

局と 同様に使用することができる.このため

には，監察官が充分な使用理由があるかどう

かを判断し交付する許可書を3ヶ月毎に新た

に提出しなければならない.

薬剤師は，同様の許可書により， 薬剤師の

いない施療院の薬局を使用することもできる.

ただしこの許可書は1年毎の更新とする.

他の薬局を使用する場合は，薬剤師は薬局に

存在するものすべてと調剤に対し責任を負う.

第四条 開業していない薬剤師は，資格証

明に監察官より証印を受ければ，薬剤師が不

在，病気あるいは死亡した薬局を使用するこ

とができる.

使用する薬剤師は，薬局に存在するものす

べてと調剤に対し責任を負う.

第20条薬剤師が死亡し薬局の使用者がし、

ない場合には，相続人若しくは管財人あるい

はこれらの者がし、ない場合には同居人が24時

間以内に毒物官吏棚の鍵を市長に手渡す.

薬局の使用者が決まりしだい，鍵をこの者

に手渡す.

第21条医薬品交付資格のある医師に関し

ては，第4条第1項および第2項ーただ し医

療業務について規定した法律第9条第4節の

規定を優先する一， 第6条~第8条， 第10条

~第14条，第16条~第20条，第24条，第25条，

第26条，第31条，第32条が適用される.

~3. 薬剤師助手および薬剤師徒弟に

ついて

第22条 薬剤師助手および薬剤師徒弟は，
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ハ他人ヲ以テ医士 ト内和ノ約条ヲ取結フ寸ハ禁

止タノレヘシ

第十六条若シ監督或ハ理事官ニ由テ医務制令ノ

議ニ就キ薬舗ニ関係セノレ事件ヲ下問スノレ時ハ笠

シク丁寧仔細ニ対テ事実明苑ナラシムヘシ

第十七条 司法裁判ノ官員又ハ検査掛ノ医務官員

ニ由テ薬物販売ノ数ヲ改ムル時ハ薬舗主精細ノ

売上帳ヲ出シテ隔意ナク其点検ニ任スヘシ

第十八条薬舗主ノ;旅行病気又ハ病死等ニ由テ本

舗ヲ守ノレ者ナキ時ハ其願ニ依リ他/薬鋪主ヲシ

テ之ヲ受持シムノレヲ許ス然レ}e.亦三ヶ月ニ満レ

ハ再ヒ願書ヲ差出シ其事至当ナレハ監督ュ由テ

再ヒ之ヲ許スヘシ

又病院養院等ノ薬局ニ於テ守者ナキ時ハ願ニ依

リ他ノ薬舗主ヲ シテ之ヲ受持タシムルヲ許ス此

ノ如キハ毎年改メテ其願書ヲ差出スヘシ

但シ右ノ薬舗主ハ其受持ノ舗上ニ貯フノレ薬品器

械井ニ調剤ノ所用ニ於テ決シテ差支アノレ可ラス

第十九条旅行病気及病死等ニ由テ守者ナキ所ノ

薬鋭I'、仮令地在住ノ薬舗主ニ非ノレモ己ニ其開業
ァ，タ，

免許ニ於テ監督ノ点検ヲ受ノレ者ナレハ又之ヲシ

テ受持タシムヲ許ス

但シ右/薬舗主ハ其受持ノ命Ii上ニ貯フノレ薬品器

械子千ニ其調剤ノ所用ニ於テ決シテ差支アノレ可ラ

ス

第二十条薬街Ii主ノ死後ニ於テ未タ其後見受持ノ

人ヲ得サノレ時ハ必ス当日内ニ於テ其親戚或ハ支

配人若シ遅刻ニ及フ時ハ家属ノ者ヲ以テ毒薬纏

ノ鍵ヲ其地方ノ官庁ニ差出スヘシ

但シ又右ノ薬舗ニ於テ後見受持人願済ノ上ハ直

チニ其鍵ヲ本人ニ下波スヘシ

第二十一条調剤免許ノ医土ニ於テハ医術開業ノ

制度中第四条ニ掲クノレ規則ヲ守ノレノ外ハ猶此制

度中第六条第八条第十条第 十四条第十六条第二

十条第二十四条第二十五条第二十六条第三十一

条及第三十二条掲クル諸規則ニ準フヘシ

第三章薬舗助薬舗生ノ所務及心得方

第二十二条薬舗助及薬剣i生ハ薬舗主及合剤免許



薬剤師若しくは医薬品交付資格のある医師の

監督のもとに薬局において働くことができる.

薬剤師助手は，監察官より資格証明に証印

を受けなければならない.

薬局において薬剤師助手あるいは薬剤師徒

弟を雇用あるいは解雇する場合は，薬剤師あ

るいは医師は直ちに監察官に通知しなければ

ならない.

第23条 薬剤師助手および薬剤師徒弟は，

本法律に違反した場合にはその責任を負う.

しかl/..自己の薬局において自己の責任ある

いは怠慢によって違反が起きた，あるいは違

反の→原因となった場合には，薬剤師あるい

は医師も責任を負う.

94.薬局の監督について

第24条軍薬局および刑務所内薬局を除く

全ての薬局，薬剤師の作業場および貯蔵所，

調剤器具，升，天秤，分銅， 薬剤は，医療評

議会の委員が不特定の日時に検査する.升，

天秤，分銅については区検量官が検査するこ

とがある.

第25条前条に述べた委員，さらに監察官

および監察官補は，午前7時から午後9時ま

での聞は薬局に立入ることができる.

薬剤師は，不在中も前条の検査が実施でき

るようにしておく .

第26条検査により常備すべき医薬品が不

適当若しくは不足していることが明らかにな

った場合には，検査を実施した者が調書を作

成する.

検査を実施した者は，不適当なものを適当

な医薬品と交換あるいは不足分を補充する期

限を定める.

薬剤師が医薬品の不適当性を認めない場合

は，監察官に訴えることができる.その際に

は，薬剤師と検査を行った者が廃棄医薬品を

封印し必要書類と共に監察官に引渡す.

薬局の状態が不適当で，再検査が必要と判

断された場合には，監察官がその旨薬剤師に

通知する.

第27条 医師を商船に雇い入れる者は，航
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医土ノ鑑識ヲ以テ薬舗中ニ雇ヒ置キ之ヲシテ製

薬調剤等等ノ家業ヲ補助セシムノレ者ナリ

但シ薬舗助ハ其免状ヲ地方ノ医務局ニ差出シテ

監督ノ点検ヲ受へシ

又薬舗助及ヒ薬舗生ヲ麗入レ或ハ暇ヲ出ス時ハ

必ス其薬舗及ヒ合剤免許医土ヨリ之ヲ監督ニ達

スヘシ

第二十三条薬舗助及ヒ薬舗生ハ万一此条例ニ於
イ‘ヲケ

テ違背スノレ寸アノレモ亦自ラ琉解スノレヲ許スヘシ

然レJf:其薬舗主ト合剤免許医土ニ至テハ指揮不

行届ノ燦ヲ以テ其罪ヲ己ユ引受サノレヲ得ス

第四条薬舗検査ノ規則

第二十四条 兵部薬局，囚獄薬局ノ外一切， 薬舗

ニ於テハ其製薬場，倉庫度量ノ器械及ヒ諸薬品

等理事官員ニ由テ臨時ニ之ヲ検査スル寸 アノレへ
マ >.'、カリノφオハヵ，ノオそ，

シ尤モ量斗秤衡錫 錘ノ類ハ度量局 ノ理事

官員ニ由テ同シク之ヲ検査スヘシ

第二十五条右ハ朝第七時ョリタ第九時迫ノ|淘ニ

於テ何時ニ限ラス理事官監督及ヒ副監督等不意

ニ突入シテ薬舗上ノ品物ヲ検査スノレ寸 ヲ許ス但

シ右ノ検査ハ予メ其時日ノ定限ナキヲ以テ仮令

薬舗主ノ他出留守中タリ Jf:差支コレ無キ様常々

篤ク心掛置クヘキナリ

第二十六条 薬舗ヲ検査スノレ時其必ス貯へ置クへ

キ薬品中ニ於テ或ハ偽贋ノ品アノレカ又ハ不足ノ

品アノレ時ハ即時検査掛ニ由テ其申状ヲ認メ之ヲ

司法ノ裁判ニ達スヘシ

又検査樹ニ由テ予にメ再応検査ノ日限ヲ約スノレ時

ハ其間ニ於テ贋品ハ必ス真品と取扱へ不足ノ品

ハ必ス之ヲ補ヒ置サノレヲ得ス若シ文薬舗主ノ自

ラ其贋品タノレヲ心得サル時ハ薬舗主ト検査掛 ト

ノ立会ノ上ニテ其品ニ封印ヲ貼ケ置キ時刻ヲ限

リテ此品ヲ監督ノ許ニ取寄セ文其薬舗主ヲ同時

ニ呼出シテ真偽ヲ明新スヘシ

又不正ノ薬舗ア リテ再度ノ検査ヲ為スヘキ時ハ

監督ヨ リ其旨ヲ予シメ薬舗主ユ知ラセ置クヘシ

第二十七条商船中乗込ノ医土ヲ雇ヒテ薬品及ヒ



海毎に医療評議会委員による薬剤および外科

手術用器具の検査を受ける.

雇用者は，医療業務を規定する法律第13条

に定める一覧表を提出し，出航の遅くとも 5

目前までに監察官に検査を要請する.

医薬品および器具は密封収納箱に入れなけ

ればならない.医薬品および器具が適当であ

ることが明らかになった場合には，委員は収

納箱を封印し，検査要請者に許可証書を交付

する.船長若しくはこれに代わる者は，検閲

の際に許可証書を提示しなければならない.

薬剤あるいは器具が不足あるいは不適当で

あることが明らかになった場合には，適当な

ものに交換あるいは不足分が補充されない限

りは常備品に許可は与えられない.

第28条薬剤交付資格のある医師および専

ら治療施設若しくは他の施療院の業務に従事

する薬剤師は，検査に際しては，監察官より

証印を受けた常備医薬品一覧を提示する.

S5.薬剤の販売について

第29条薬局で市販をする場合は，毒物は，

薬剤師，医薬品交付資格のある医師，獣医に

のみ販売することができる.

販売は，書面により監察官に通知してから

少なくとも 5日後でなければ行われない.

第30条薬剤師および医薬品交付資格のあ

る医師以外は，朕の内務大臣が専門委員会の

意見を聞いて示す医薬品については，医薬品

毎に定める量以下で売ってはならない.

S6.罰則

第31条本法律の規定に違反した場合は，

10フロリン以上200フロリン以下の罰金を諜

する.

最初の刑宣告以後2年以内に同じ罪を犯し

た場合には，罰金は 500フロリン以下とし，

さらに3日以上1年以下の禁聞刑に処するこ

とがある.

本条規定に対しては，刑法第463条および

1854年6月29日付法律(法令集第102号)第

20条が適用される.

第32条第26条および第27条に従って実施
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器械ノ類ヲ積入ノレノレ時ハ船主ノi頭ニ依リ議員ノ

理事ヲシテ其品物ヲ検査セシムノレ寸アルへ‘ン但

シ此事、其船主ヨリ願書ニ品物ノ目録写ZE吉
野事rd4ヲ添テ晩キモ本船出帆ノ五目前迫
ニ之ヲ監督ノ許ニ差出スヘシ

右ノ薬品器械ハ一個或ハ数個ノ横内ニ貯へ置ケ

リ理事ノ官員之ヲ検査シテ相違ナキ時ハ其極上

ニ封印ヲ貼シ又別段ニ検査済ノ証書ヲ認メテ之

ヲ船主ニ渡スヘシ其他又乗組ノ人別ヲ改ノレ時ニ

於テ船主或ハ代人ニ由テ此証書ヲー同ニ読関ス

へシ

若シ又比時ニ於テ其薬品録械中ニ偽贋不足ノ品

アル時ハ必ス之ヲ取換へ補ハシムノレニ非レハ封

印及ヒ証書ヲj度ス寸ヲ許サス

a 

第二十八条合剤免許ノ医士及病院養院等ニ於テ

用達ノ薬舗ハ兼テ所持セノレ監督検印済ノ薬品目

録ヲ出シ之ト相照シテ其舗上ニ閥へカラサル薬

品器械ノ検査ヲ受クヘシ

第五章医薬販売ノ規則

第二十九条薬錦、ノ公然販売スノレ者総テ有毒品ハ

同業ノ:者合剤免許ノ医士及ヒ家畜医土ノ外決シ

テ之ヲ他ニ販売スノレヲ許サス

但シ此有毒薬品ヲ販売スノレ時ハ晩キモ五目前追

ニ其旨ヲ所管監督ノ許ニ届出スヘキ事

第三十条兼テ碩学者ノ試験済ニ於テ事務宰相ヨ

リ圏内ニ布告スル所ノ諸薬品綜;:長?野手Z:
ハ薬舗主子千ニ合剤免許医土ヲ除クノ外決シテ其

定数以内ヲ以テ販売スノレ寸ヲ許サス

第六章 犯罪律

第三十一条此条例ヲ犯ス者ハ其罪ノ軽重ニ随テ

十元ョリ二百元迫ノ罰金ニ処スヘシ

但シ右裁判後二年間ニ於テ再ヒ之ヲ犯ス者ハ其

罪ノ軽重ニ随テ五百元以下ノ罰金ヲ出サシメ且

三月ョリ十年迫ノ;禁獄ニ処スヘシ即チ和蘭国律

ノ第四百六十三条ニ掲クル罪律ニ当レリ

第三十二条薬舗検査ノ時ニ方リ猶第二十六条及



された検査によって医薬品が不適当であるこ

とが明らかになった場合，また医療業務を規

定する本法律第4条および第9条に従って常

備すべき医薬品が不足している場合には，薬

剤 1品目につき 3フロリンの罰金を課する.

再検査において，不足医薬品が補充されて

いない場合，また不適当な医薬品が適当な医

薬品と交換されていない場合には，罰金は上

述の2倍とする.

第26条第2節の規定に鍛み3回目の検査を

実施し薬局の状態がまだ不適当であること

が明らかになった場合には，薬剤師は1∞ フ

ロリン以上ω0フロリ ン以下の罰金を課せら

れる.さらに3ヶ月以上 1年以下の禁固刑に

処せられることがある.

本条規定に対しては，刑法第463条および

1854年6月29日付法律(法令集第102号)第

20条が適用される.

第33条第29条第1段に違反した場合には，

売り渡された毒物を差押え没収する.

97.経過措置

第34条 本法律施行の5ヶ月以上前に薬剤

師あるいは薬種商として認められた者は，本

法律の施行時に有していた資格を保持する.

しかし，その他の点に関しては本法律の規定

に従う.

本法律施行の5ヶ月以上前に，医療指針委

員会において薬剤師の助手あるいは徒弟とし

て認め登録され，その資格で薬局に採用され

た者は，薬局における現在の業務を遂行する

ことヵ:て'きる.

本法律施行時に既存する薬局の建物構造に

関し，第3条第2項から逸脱する場合は，監

察官が医師会の意見を聞く許可を与える.

第35条本法律施行時に軍薬剤師の職にあ

る者は，軍薬局において調剤業務を遂行する

ことができる.

第36条 1818年3月12日付法律(法令集第

16号)1838年3月27日付法律(法令集第10号)

およびこれら法律の実施規則， 1821年7月12

日付法律(法令集第7号)， 1818年7月15日
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ヒ第二十七条ニ掲クル規則ニ照シテ其偽j貨ノ薬

品アノレ者文本制j中ノ第四条及ヒ医術開業制度ノ

第九条ュ掲クノレ規則ニ照シテ其閥可ラサノレ定品

ノ不足スノレ者ハ三元ノ罰金ニ処スヘシ

但シ再度ノ;検査ニ於テ其不足ノ品ヲ補ハス偽贋

ノ品ヲ取換サノレ時ハ初度罰金ノ二倍ヲ償ハシム

ヘシ

又右ノ如クシテ終ニ三度ノ検査ヲ受Jレ時果・ンテ

尚其薬舗ニ不正ノ箇条アル時ハ罪ノ軽重ユ随テ

ー百元ヨ リ六百元造ノ罰金ヲ出サシメ且三月 ヨ

リ一年迫ノ禁獄ニ処スベシ是即チ和蘭国律ノ;第

四百六十三条=掲クノレ罪律ユ当レリ

第三十三条第二十九条ニ掲クル第一規則ヲ記ス

者ハ其品ノ販売ヲ禁シ之ヲ過料トシテ取揚クヘ

シ

(なし)

¥ 



付決定(法令集第31号)，1!j24年10月10日付

決定(法令集第58号)， 1821年4月28日付決

定(法令集第2号)，および本法律の規定に

反する全ての規定は撤回された.

第37条本法律は1866年 1月 1日若しくは

この日以前に発効する.

本法律を法令集に入れること，および全て

の関係内閣各省，当局，官吏が正しい実践に

尽力することを命ずる.

1865年 1月 1日 ハーグは提出

ヴィレン

内務大臣 トルベッケ

1865年6月2日公示

司法大臣 オリヴィエ

編集後記

薬史学雑誌投稿について :会員諸氏の活溌な研究 3. 原稿の体裁 :400字詰原稿用紙(20x 20)英文原

活動が次第に顕在化し，機関誌発行の時点で次号の 稿は国際判 (21x 28cm) 1行おきタイプ印書.

原稿がほぼ集まるようになりました.この傾向は今 原報およびノートには，英文要旨を添付.

後とも引き続くよう願っております 4. 原稿の送り先 :薬史学会事務局.

投稿規定は原則として毎巻第1号に掲載いたしま 5. 原稿の採否:編集委員会で決定.一部訂正を要

すが，以下に要約します.(1985年度より実施) 請することあり.

1. 投稿者の資格:原則として会員 6. 投稿料など:和文刷上り l頁について1，000円，

2 原稿の種類 :医薬の歴史，およびそれに関連の 英文 1，500円.版下 ・凸版 ・写真製版 ・別刷など

ある原稿で，未公刊のもの. については実費.

(イ) 原報 :オリジナリティの高い内容，和文で 7. 正誤訂正 :著者校正 1回，論文出版後著者が誤

も英文でも可. 植を発見した時は 1か月以内に事務局に通知.

(ロ) ノート :原報にくらべて簡単なもので，断 8. 原則として6月30日， 12月31日の 2回刊.

片的あるいは未定の研究報告でも可.和文 ・英

文 会員名簿について :本号巻末のものは1988年10月

(ハ) 史伝 :医薬に関係した人，所，事蹟等に関 1日現在のものです.その後の入会については折込

する論考. の形で速報いたします.

(ニ) 総説:原則として本会から執筆を依頼.た

だし会員各位の寄稿歓迎，ご連絡を乞う. 次号締切について :本誌第24巻第1号への投稿原

(ホ) 雑録 :見学，紀行，内外ニュースなど，こ 稿は1989年3月末日を締切といたします.

れも寄稿歓迎.
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俗
信
仰
と
祖
霊
(
佐
々
木
勝
者
)

二
八

O
O円

日
本
人
の
霊
魂
観

軍
壱
'
V
E

、ー、:内
J

4リ
エ

向

戸

沢

充

則

著

訓市
4

、J』
ノ
、
〈
訓
ν

4
メ
E--E

B
6
・
二
八

O
O円

《
私
の
考
古
学
手
帖
》
市
民
の
言
葉
で
語
る
考
古
学
の
世
界
。
考
古
学
の
歴

史
、
発
掘
の

エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
を
満
載
し
、
考
古
学
の
魅
力
を
紹
介
す
る
。

既
刊
H
聖
徳
大
子
伝
古
今
目
録
抄
・
同
基
礎
的
研
究
揃
一
六

0
0
0円
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常
滑
窯
そ
の
歴
史
と
民
俗
杉
川
市
一
語
句
諸

六
古
窯
最
大
規
模
の
常
滑
。
そ
の
技
術
の
伝
統
や
特
色
を
、
最
新
の
考
古
資

料
や
文
献
資
料
の
み
な
ら
ず
、
地
元
に
働
く
人
の
体
を
通
し
て
と
ら
え
る
。

既
刊

1
肥
前
陶
磁
の
系
譜

(永
竹
威
著

・
回
枝
幹
宏
写
真
)

二
回

O
O
O
円

富
士
山
l
史
話
と
伝
説

l

B
6
・
主
将
四

富
士
の
自
然
や
、
登
山
史
、
ま
た
信
仰
と
し
て
の
富
士
山
な
ど
、
富
士
に
関

す
る
史
話
と
伝
説
河
話
を
収
録
し
た
砂
富
士
山
小
百
科
九
新
装
復
刊

既
刊

1
富
士
講
の
歴
史

(
岩
科
小

一
郎
著
)

六
五

O
O円

刊行案内

小
松
和
博
著

B
6
・
一
四
八

O
円

江

戸

城

ー
そ
の
歴
史
と
構
造
|

江
戸
城
の
歴
史
と
構
造
を
、
初
公
聞
の
も
の
を
含
む
豊
富
な
資
料

・
図
版
で

視
覚
的
に
解
説
す
る
入
門
書
。
建
築
に
関
し
て
は
従
来
の
説
を
大
幅
に
修
正

既
刊
H
H
松
本
城
ー
そ
の
歴
史
と
見
ど
こ
ろ
(
金
井
困
編
著
)

一二

O
O
円

名著出版

い
き
と
現
代
人
の
美
意
識
A
5

芯
o
諮

江
戸
の
か
い
き
々
が
現
代
社
会
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
内
容
に
な
っ
て

い
る

か
を
、
新
聞

・
雑
誌
に
使
用
さ
れ
た
用
例
を
集
め
、
分
類
考
察
す
る
。

既
刊
H
中
世
芸
能
史
年
表

(小
高
恭
著
)

九
八

O
O円

全14冊/完結
揃88，400円書漢方治験選集 分売不可

国北尾春圃/津田玄f山
田片倉鶴陵

回原荷揚/華岡青掛!

回尾台絡堂

回浅田宗伯

園山田業広 ・業精

困 本邦名医類案

白半井j麦友/曲直瀬道三

回曲直瀬玄朔

回岡本玄冶

回長沢道寿/古林見宜

回北山友松子

回吉益東洞 ・南涯

田和田東郭/中神琴渓

矢数道明・大塚恭男監修 安井康漣編

室町時代末期より明治初期に至るまでの、日本の

漢方を築いた先哲名医20名の診療記録を集大成。

医史学的に見た史料的価値はもちろん、 現代の淡

方臨床家にとって参考となる治験例を多数収録。

各書に解題および医家小伝を付し、理解の便を計

る。(四六判 ・上製 ・平均400頁 ・本篇影印覆刻)

聖書官匡塑量隼Fitt全116冊イ免結
1!! nI・;:'JISd.. Eヨョ，号刷局揃847，400円 何F…
大塚敬節・矢数道明 責任編集 第 I期/全30冊 揃210，000門 田代三喜~華岡青洲

日本の漢方を築いた先哲名医55名の著した古医書169 第E期/全30冊 揃219，000円 村井琴山~尾台格堂
J点を影印覆刻し、解説を加える。天下に一本の貴重書 第E期/全40冊 揃292，000円 香月牛山~浅田宗伯
や、古書価数百万円もする希観本を揃えた画期的集成。 第N期/会16冊 揃126，400門 岡本玄冶~本間棄軒

品近世漢方医学史 |椿庭経方弁 |山田業広選集 全地諸島Ef眠時柑 虫
干 矢数道明著 6.000円 | 寺師睦宗編 5.500円|北里研究所附属東洋医学総合研究所医史学研究室編 18.000円ア

n03-815-1270振替東京7-107494名著出版干112東京都文京区小石川シ10-5



日本薬史学会会員名簿

1988年10月 1日現在

長・名誉会員・一般会員・学生会員・海外会員・賛助会員〕

(幹)は幹事〉((評)は評議員，

〔会

話電連絡先(または住所)名氏

長A 
-z;: 

(03)399-3798 東京都杉並区井草 2-16-3167 寿上野

(0422)22-5857 

アコーマンション (03) 428-5218 

武蔵野市吉祥寺東町 2-8-8

東京都世田谷区梅ケ丘 1-28-6
105号

180 雄四郎

千代田

名誉会員

村

井

木

士
口

154 

東京都杉並区浜田山 3-18-5

272-01 市川市塩焼 2-3-15

岐阜県羽島郡川島町エーザイ附くすり陣物館

東京都世田谷区上北沢 1-38-10

鎌倉市雪の下 1-10-18

山形市あずま町 3-43

東京都文京区本郷 5-24-4

243-02 厚木市鳶尾 2-14-3

奈良市西登美丘 8-6-22

東京都世田谷区千歳台 2-10-10

329-06 栃木県河内郡上三川町 5030

東京都世田谷区桜丘 1-14-12

岡山市律島福居 1-11-10

長崎市白鳥町 10-2-401

東京都文京区水道 1-8

東京都品川区荏原 2-4-41

東京都渋谷区渋谷 2-12-15

東京都港区東麻布 1-17-11

北本市本町 3-19

姫路市威徳寺町 57-1

千葉市幸町 2-12-1-309

草津市東矢倉 2-8-7

札幌市北区北12条西6丁目 北海道大学薬学部

堺市老松町 2-58-1 耳原病院

(0586)89-3111 

168 

483 

248 

990 

156 

制高島堂薬局113 

631 

157 

(03)429-5751 

(0958)49-3006 

(03)812-8916 

(03)786-1011 

(03)400-5634 

(011)716-2111 

( 121 ) 

525 

060 

590 

星薬科大学

薬学会館 411室

制日本公定書協会

156 

364 

260 

郎

郎

夫

範

芳

信

義

宏

次

夫

男

夫

郎

孝

洋

夫

男

雄

男

彦

準

夫

亨

辰

太

光

勝

允

通

金

敦

正

一般会員

幸

節

670 

852 

112 

142 

150 

106 

700 

見

木

木

須

松

元

野

野

島

野

沢

坂

田

川

藤

上

上

崎

下

谷

淵

岡

哲

純

正

和

隆

哲

由

安

成

靖

直

回

田

相

青

青

赤

赤

秩

浅

天

飯

飯

伊

石

石

(評)市

(幹)伊

(評)井

(評)井

疋ゴ
μ』

七i

Zゴ
ιι 
七i

植

(評)上

上



神奈川県足柄上郡開成町延沢 1326

東京都杉並区善福寺 3-25-8

神奈川県津久井郡相模湖町寸沢嵐 1091-1
帝京大学薬学部

113 東京都文京区湯島 2-30-11

319-24 茨城県那珂郡緒川村上小瀬 2090

行田市行田 13-11

松原市河合 2-10-65 大阪薬科大学

東京都新宿区三栄町 13

東京都世田谷区野沢 1-35-23明治薬科大学

徳島市西新町 4-15-2

川崎市川崎区駅前本町 7-5

長崎市文教町 1-14 長崎大学薬学部

東京都渋谷区広尾 1-1-35-302

名古屋市天白区植田南 3-202

東京都世田谷区駒沢 2-27-19

町田市成瀬台 1-15-14

茨域県猿島郡総和町関戸 700-10

名古屋市天白区天白町八事裏山 15
薬学部

岡山市津島中 1-1-1

小平市学園西町会25-19

大和高田市北本町 7-25

350-02 坂戸市けやき台 1-1

東京都練馬区栄町 28

東京都練馬区大泉学園町 3-15-14

東京都中野区東中野 4-6-7 東中野パレス
マンション 503号

横浜市緑区新石川 2-6-35

神戸市中央区中山手通 3-10-7
301 

福岡市東区馬出 3-1-1九州大学病院薬剤部

千葉市亥鼻 1-8-1 千葉大学医学部附属病院
薬剤部

八王子市めじろ台 2-2258-11

東京都品川区旗の台 1-5-8 昭和大学薬学部

047-02 小樽市桂岡町 7-1 北海道薬科大学

東京都中野区中央 5-8-23

192-03 八王子市堀之内 1432-1

向日市上植野町西小路 30

天理市棟本町 2400

吹田市山田丘 1-6

(03)399-1036 

(04268)5-1121 

258 

167 

市

雄

良

浩

龍

浩

田

本

藤

内

江

(評)遠

(0723)32-1015 

(03)353-0496 

(03)424-1001 

(09日)47-1111

199-01 

580 

210 

150 

160 

154 

770 

852 

154 

194 

306 

468 

361 

彰

史

雄

世

男

郎

明

博

裕

彦

登

道

恵

章

潤

長

恭

真

善

清

行

良

素

大槻

大久保

大島

(評)太

(評)大

(幹)大

大

大

(評)大

大

岡

岡

奥

(評)奥

回

塚

槻

西

西

橋

村

田

部

川

沢

(052)832-1336 

(0862)52-1111 

名城大学

岡山大学薬学部

468 

700 

187 

635 

男

雄

三

拓

康

隆

田

田

富

田

(0492)86-2233 城西大学薬学部

176 

178 

明

正

彦

彦

正

敬

栄

義

原

井

張

(評)奥

奥

織

(評)小

折

尾

樫 164 

227 男

夫

俊

瑞

回

問

弁

梶

葛 三和マンション650 

812 巴正金枝

(評)金久保

金 子

(評)金庭

(評)鹿野

川 島

川 瀬

川 又淳

神田和

(評)北川 勲

北里大学白金図
書館(東洋医学
綜合研究所)

(0472)22-7171 

(0134)62-5111 

(0426)76-5111 東京薬科大学

280 

193 

142 

164 

617 

632 

男

力

慶

弘

男

清

司

正

好

延

美

繁

(06)877-5111 大阪大学薬学部

東京都港区白金 5-9-1

(122) 

565 

108 



東京都北区神谷 1-3-4-1408

東京都世田谷区駒沢 3-28-8

名古屋市瑞穂区田辺通 3-1
薬学部

大阪市淀川区大桐 5-15-43

470-01 愛知県愛知郡日進町梅森新田 135-154

宇治市中御蔵山 6-3-5

宇治市中御蔵山 6-3-5

長崎市文教町 1-14 長崎大学薬学部

815 福岡市南区玉川町 22-1 第一薬科大学

171 東京都練馬区小竹町 2-17-5

115 

154 

岸元良彦

喜谷市郎右衛門

(評)喜谷喜 (052)831-3059 

(092)541-0161 

名古屋市立大学467 

852 

533 

611 

611 

徳

潔

治

北

木

木

木

北

東京都千代田区神田神保町 1-38 秋元ビル

仙台市小松島 4-4-1 東北薬科大学

東大阪市小若江 3-4-1 近畿大学薬学部

所沢市宮本町 2-26-24

東京都文京区千石 3-27-10

西宮市甲子園九番町 11-68
薬学部

上尾市小泉 377-18 三井 37-5

京都市右京区西院東今田町 3

510-02 鈴鹿市南旭ケ丘 2-13-4

753 山口市中市町 6-18

(0222)34-4181 

(06)721-2332 

京都市山科区御陵中内町 5607 

359 

983 

577 

112 

101 

(0798)47-6438 武庫川女子大学663 

615 

362 

神戸市西区伊川谷町有瀬673 

毛塚和男

小池 三良助

甲田 研

河野信助

神戸学院大学
図書館

小曽戸 洋

(03)444-6161 

東京都港区白金 5-9-1
医学総合研究所

930-01 富山市杉谷 2630 富山医科薬科大学薬学部

平塚市老松町 1-10-415

769-26 香川県大川郡大内町三本松 567 帝国製薬脚

横浜市緑区青葉台 2-26-5 石原コ ーポ202号

東京都港区白金 5-9-1 北里大学薬学部

小平市中島町 72 東京都薬用植物園

市川市中山 2-18-2

岡山市原尾島 4-3-11

北里研究所附属東洋108 

272 

254 

227 

108 

187 

703 

小金市緑町 4-5-18

東京都文京区本郷 2-1-1
医史学教室

富山市花園町 3-3-35

藤沢市鵠沼海岸 6-16-20

299-32 千葉県山武郡大網白里町駒込 701-1

川崎市幸区中幸町 1-49

埼玉県入間郡毛日山町大字毛日本郷 38350-04 

184 

狐塚識夫

後藤志郎

小西良士

小林晶子

(評)小林凡郎

小林正夫

小松長音

(評)小 山 鷹二

埼玉医科大学
図書館

斎藤 昇

井 I1原天堂大学医学部

(123 ) 

113 

210 

野

村

村康

村千賀子

村美江

(評)木村孟淳

木村吉孝

京都薬科大学
図書館

協和図書脚

(評)久道局次

(評)久保道徳

黒海 嘉幸

桑木崇秀

(評)桑野重昭

939 

251 

ツー

謙之介

盛三

孝俊

至朗

:/ 酒

桜井

佐々木

佐藤

佐藤



東京都北区田端新町会29-10

東京都文京区本郷 7-3-1 東京大学薬学部

京都市山科区柵辻池尻町 10

岐阜市雲井町 3-14

豊市本町 6-10-10

671-25 兵庫県宍来郡山崎町今宿 274-8

横浜市中央区根岸町 2-85 横浜赤十字病院
薬剤部

729-02 福山市東村町字三蔵 985

東京都練馬区桜台 2-30

川越市大字牛子 427-68

(03)812-2111 

114 

113 

607 

500 

560 

文比古

潮

弥

武

敏夫

浩一郎

正夫

玄

藤

川

田

野

村

水

水

佐

(評)三

嶋

嶋

島

ゴコt
dじ、

(評)清

(08485)8-2111 福山大学薬学部

231 

176 

356 

東京都豊島区池袋本町 1-41-2-203

東京都千代田区霞が関 1-2-2 厚生省薬務局

狛江市西野川 1-8-7

大阪府南河内郡美原町さっき野東 1-10-11

350-02 坂戸市けやき台 1-1 城西大学薬学部

枚方市東香里 2-9-14

東京都新宿区河田町 8-1
病院薬剤部

194-01 町田市鶴川 1-7-14

豊中市万根山 6-4-12

藤沢市本鵠沼 5-9-23

奈良市六条町 3-11-37-2

京都市西京区桂市ノ前町 43-8

松本市沢村 2-4-26

倉吉市福庭 854 鳥取女子短期大学

船橋市咲が丘 3-23-2

東京都中野区本町 2-28-11-403

東京都千代田区鍛治町 1-7-12 山本ヒツレ 5F
自然美健康システム研究所

573-01 枚方市長尾峠町 45-1 摂南大学薬学部

池田市姫室町 9-1

神戸市東灘区鴨子ケ原 1-2-7

東京都目黒区大岡山 2-7-17

静岡市春日 2-1-29

東京都位田谷区弦巻 5-1-8154 

100 

201 

587 

573 

(評)清水龍夫

庄司順三

正司良文

昭和薬科大学
図書館

白国優子

代田久米雄

末康雅也

末松正雄

菅谷愛子

杉田勝 美

(評)杉原正泰

170 

(03) 2<>3-8111 東京女子医科大学160 

560 

251 

生

郎

樹

平

郁

五

寿

武

(075) 391-0974 

630 

682 

164 

615 

390 

274 

英

章之助

周七

文

由美子

木

木

根

谷

田

木

木

橋

橋

橋

鈴

鈴

関

銭

宗

高

高

高

高

官

向

(072)68-700 

(03)717-1930 

万松園F-1

101 

563 

658 

152 

420 

大阪市淀川区十三本町 2-17-85

(03)434-6241 

国立衛生試験所

共立薬科大学

(03) 946-6041 

東京都世田谷区上用賀 1-18-1
化学物質情報部

東京都港区芝公園 1-5-30

川越市大字笠幡 5024-52

東京都文京区千石 3-7-9

池田市満寿美町 12-26

532 

英 伍
叶

潔

夫

雄

学

団

典

道

吉

科

財

祐

畠

原

浦

戸

野

田

輿

中

(評)高

高

滝

滝

(評)滝

武
振

竹 158 

105 

( 124) 

350 

112 

563 

七

司

紀

田

山

敬

弥

高

美野
野

(評)多

立

(評)辰

辰



(評)田中 治 734 広島市南区霞 1-2-3 広島大学医学部総合薬 (082) 251-1111 

田中俊弘

(監)田辺 普

谷 武治郎

(評〕田端 守

田村哲彦

事告 忠人

玉置新治

千野多代

月川和男

津田折子

津谷喜一郎

鶴田登志子

帝京大学薬学部
図書館

東京薬科大学
附属図書館

土岐隆信

(評)富松利明

(評)富森 毅

永井 昇

(評)中川富士雄

(幹)長沢元夫

中島繁美

中島路可

長浜敏久

(評)中村 健

中村浩

(評)中室嘉祐

名久井敏男

名古屋市立大学
薬学部図書館

那須 務

(評)名取信策

(幹)難 波恒雄

(幹)西岡五夫

西川 隆

西川洋

(評)西部三省

学科

501-21 岐阜市三回洞東 5-6-1 岐阜薬科大学

113 東京都文京区西片 2-2-9

557 大阪市西成区玉出東 2-5-12

606 京都市左京区吉田下阿達町 46-29 京都大学
薬学部

272 市川市市川 1-13-32 (有)タムラ薬局市川庖

589 大阪府南河内郡狭山町西山 380 近畿大学医学部内
東洋医学研究所

153 東京都目黒区駒場 1-40-9

353 志木市本町 3-10-16

251 藤沢市片瀬 4-12-9

192-02 多摩市豊ケ丘 5-1-8-504

153 東京都目黒区中目黒 1-1-17-902

152 東京都目黒区目黒本町 6-10-6

199-01 神奈川県津久井郡相模湖町寸沢嵐 1091-1

192-03 八王子市掘之内 1432-1

719-11 総社市総社 1007-5

(03)813-1443 

(075)751-2111 

770 徳島市庄町 1-78-1 徳島大学薬学部 (0886)31-3111 

920-11 金沢市金川町ホ3 北陸大学薬学部 (0762)29-1161 

259-03 神奈川県湯河原町宮上 438 湯河原厚生年
金病院薬剤部

113 東京都文京区本郷 7-3-1東京大学病院薬剤部 (03)815-5411 

168 東京都杉並区大宮 2-1-20 (03)315-9856 

570 守口市京阪本通り 1-26-2 メロデムハイム守口
411号

680 鳥取市湖山町北 3-251 RCK 3-201 

275 習志野市津田沼 4-8-9

247 鎌倉市関谷 351-14 (0467)44-5429 

567 茨木市玉水町 9-91

578 東大阪市南鴻池町 2-9-3

983 仙台市東仙台 6-17-2-304

497 名古屋市瑞穂区田辺通 3-1

982 仙台市越路 2-6

188 回無市谷戸町 1-22-1 明治薬科大学 (0414)21-0101 

930-01 富山市杉谷 2630 富山医科薬科大学和漢薬 (0764)34-2281 
研究所

812 福岡市東区馬出 3-1-1 九州大学薬学部

233 横浜市港南区六ツ川 3-47-4

201 狛江市和泉本町 1-28-2

061-02 北海道石狩郡当別町字金沢 1757 東日本
学園大学薬学部

(125 ) 

(092)641-1151 

(01332)3-1211 



京都市北区平野宮敷町 37603 

東京都千代田区永田町 2-5-2101 

熱海誌伊豆山岸谷 289

町田市小川 2-15-17

名古屋市天白区八事裏山 15
生薬学教室

神戸市東灘区本山北町 4-19-1
大学

熊本市池田町 4-22-1 熊木工業大学

大阪市西区土佐堀 3-3-10-401

神戸市東灘区信吉町 5-9-23-304

仙台市荒巻字青葉 東北大学薬学部

東京都世田谷区野沢 1-35-23 明治薬科大学

神戸市西区伊川谷町有瀬 518 神戸学院大学
薬学部

京都市左京区鹿ケ谷下宮ノ前町 9-2

981-11 仙台市四郎丸字渡道 15-2

108 東京都港区白金 5-9-1 北里大学薬学部

浦和市神明 1-4-15

(0557)80-5839 

東京都千代田区猿楽町 1-2-1101 

413 

194 

新 田 あや

日本科学技術情
報センタ ー資料
部収集課

日本出版貿易制
雑誌課専門誌係

(幹)根 本曽代子

野瀬弘美

野 村 新太郎

(098)453-0031 

(0222)22-1800 

(03)424-1001 

(078)974-1551 

(096) 326-3111 

名城大学薬学部

神戸女子薬科

468 

980 

658 

860 

550 

658 

154 

平

利

夫

宏

夫

美

康

善

章

丈

敬

正

本

回

磨

野

賀

井

(評)橋

(評)浜

播

東

(評)曳

(評)平

(評)藤

(03)444-6161 

673 

606 

336 

金沢市金川町ホー3920-11 

東京都目黒区下 目黒 1-8-39-1-1303

930-01 富山市杉谷 2630富山医科薬科大学薬学部

391-02 J;野市中大盗 19-28

東京都江東区亀戸 6-25-3

所沢市中新;JI二5-7-14

下関市長府才川 1-41-44

西宮市津門宝津町 3-18

061一02 北海道石狩郡当別町字金沢 1757
大学歯学部

札幌市北区北14条西4丁 目

横浜市緑区鴨志田 518-14

滋賀県草津市南笠町 1459-84

品川区荏原 2-4-41 星薬科大学

長崎市文教町 1-14 長崎大学薬学部

船橋市新高根 3-6-9

岐阜市三田洞東 5-6-1 岐阜薬科大学

北九州市戸畑区浅生 2-11-1 十字屋薬局

金沢市宝町 13-1 金沢大学薬学部

松山市山越 1-19-21

(03) 493-0753 

(0764)34-2281 

東京都品川区荏原 2-4-41142 

136 

359 

752 

662 

153 

(評)藤村

船 山 信次

(評)古谷 力

帆足勇夫

北陸大学薬学部
図書館

星薬科大学
図書館

(評)堀岡正義

(評)堀越 勇

(評)松浦 博

松江一彦

松下正己

松村愛子

松本卓 也

松本仁人

(0582)37-3931 

東日本学園

001 

227 

502 

525 

142 

852 

274 

嗣

誠

男

和

元

米

夫

子

世軍

幸

美

瑞

綾

元

庭

柳

上

沢

上

谷

野

崎

崎

崎

正

(0762)62-8151 
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864 

920 

791 夫

真

真

三

三

水

水

水

宮

宮

宮

評

評



192-03 八王子市堀之内 1432-1

京都市東山区今熊野宝蔵町 65

861-22 熊本県上益城郡益城町小池 803-2

大阪市東住吉区山坂 1-5-9

高知市高須 1823-1-B-104 

930-01 富山市杉谷 2630富山医科薬科大学薬学部

東京都新宿区新小川町 3-4

瀬戸市原山台 8-6

東京都千代田区神田駿河台 1-8
薬学部

81'4-01 福岡市西区七隈 8-19-1 福岡大学薬学部

東京都新宿区市ヶ谷船河原町 12 東京理科大
学薬学部

広島市南区霞 1-2-3
薬学科

千葉市弥生町 1-33 千葉大学薬学部

東京都中野区江原町会14-8

三鷹市上連雀 9-41-22

192-03 八王子市掘之内 1432-1

枚方市藤田町 10-7

東京都練馬区小竹町 1-73-2

東京都杉並区阿佐谷南 2-11-25

180-03 東久留米市滝山 2-5-7-104

横浜市緑区桜台 4-23

東京都台東区三ノ輪 2-14-9

深谷市深谷町 10-28

吹田市山田丘 1-6

270-01 流山市宮園 1-8-8

東京都台東区浅草 2-3-20

横浜市神奈川区六角橋 5-11-15

向日市寺戸町西野 6

東京都中野区大和町 3-20-3

門真市大字打越 324-2

(0764)34-2281 

東京薬科大学

605 

546 

780 

162 

489 

法子

卯三郎

誠意、

清茂

康己

直賢

道明

政

本

好

上

回

数

江

内

'宮

村

森

森

(評)森

矢

(評)安

JlI 

(092)871-6631 

(03)260-6725 

日本大学101 盛

郎

司

辰

浩

内

川

(評)山

(評)山 162 

(082)251-1111 

(0472)51-1111 

広島大学医学部総合734 

260 

165 

181 

(0426)76-5111 東京薬科大学

(03) 955-4895 

573 

176 

166 

(03)801-6140 

227 

110 

366 

(06)877-5111 大阪大学薬学部565 

221 

617 

165 

111 

男

夫

子

雄

二

雄

男

胤

郎

孝

信

郎

典

彦

周

友

崎

崎

下

下

幹

愛

光

健

久

光

光
田

不日

田

田

田

部

口

岡

田

武

枝

澄

該

勝

哲

敬

国

辺

辺

本

弁

(評)山

(評)山

山

JlI 

(評)山

JlI 

(幹)山

山

矢

111 

(評)吉

てと

(評)米

劉

梁

渡

渡

綿

若 571 

東京都世田谷区代田 2-2-4-205

川崎市多摩区祈形 6-6-1 登戸学寮

東京都保谷市住吉町 1-1-3小林方 2F-1号

東京都保谷市本町 5-16-7福田方

155 

214 

202 

え

浩

佳

子

ち

正

忠

優

学生会員

泉

井

田

和

今

柴

柴

202 田

海外会員

The Swiss So-
ciety for the His-
tory of Pharmacy 

Na Chi邦 碕

Waldheim Strasse 25， 3012 Bern， Switzerland 

中華民国台湾省台北市延平南路205巷10号

( 127) 



中華民国台湾省高雄市高雄医学院生物科

College of Pharmacy， Chung-Ang University， 
Seoul， Korea 151 

清俊林

Dug-Ryong Hahn 

福知山市笹尾町 995

東京都荒川区東日暮里 4-4-10

東京都千代田区神田駿河台 3-3

東京都文京区小石川 4-6-10112 

東京都文京区千石 2-3-2112 

東京都港区元赤坂 1-3-12107 

東京都千代田区外神田 1-2-14101 

東京都世田谷区桜上水 3-20-3156 

東京都品川区広町 1-2-58140 

宇都宮市平出工業団地 6-1320 

大阪市福島区鷺洲 5-12-4553 

カーデンハイツ 12-生駒市辻町 399-36
301 

630-02 

東京都中央区日本橋 3-14-10103 

大阪市東区道修町 3-25541 

大阪市淀川区十三本町 2-17-85532 

東京都台東区東上野 4-3-1110 

東京都中央区京橋 2-1-9104 

茨城県稲敷郡阿見町吉原 3586300-11 

東京都港区芝浦 4-5-13108 

¥ 

大阪市住吉区我孫子東 2-10-8

東京都世田谷区成城 2-31-20

113-91 東京都文京区本郷 3-29-14

大阪市淀川区加島 2-1-6532 

東京都新宿区四谷 1-7160 

東京都中央区日本橋本町 2-3-1

広島県高田郡甲田町下申立 1624

(128 ) 

620 

116 

101 

558 

157 

103 

729-64 

天藤製薬制
大槻 ]1慎 三

脚ウチダ和漢薬

字津救命丸脚

ー ザイ側

側太田胃散
伊東 宏

カネボウ薬品側
薬専学術部

側紀伊国屋漢薬
局 土田茂雄

樹佐藤薬学
研究 所

三共制研究企画
部図書室

三 和生 薬脚

塩野義製薬制
研究 所

刷新歯 会
浮 舟印 彦

第一製薬側
図書館

大日本製薬側

武田薬品工業胸
中央研究所
調査部図書課

脚建林松鶴堂

中外製薬脚
総務部

津村研究所

東洋醸造脚
薬品事業本部
学術センター

脚卜キワ漢方
製 薬

日本栄研 鞠

脚庚 川 書庖

藤沢薬品工業側
研究開発管理室

持田製薬側秘書
室 相 淳登

山之内製薬側
第一営業所
藤 川 督

湧永製薬脚

賛 助会 員

ニ乙



日本薬史学会会則
(1988年4月総会で一部改正)

第1条本会は日本薬史学会 TheJapanese 格は終身とする.

Society of History of Pharmacy 第7条本会に次の役員をおく.会長l名，

と名付ける. 幹事若干名，評議員若干名，役員の

第2条 本会は薬学，薬業に関する歴史の調

査研究を行い， 薬学の進歩発達に寄

与するこ とを目的とする.

第3条本会の目的を達成するために次の事

業を行う.

1. 総会(毎年日本薬学会の年会の

時に行う).

2. 例会(研究発表会，集談会).

3. 講演会，シンポジムウ， ゼミナ

ール，その他.

4. 機関誌 「楽史学雑誌」の発行，

当分の間年2回とする.

5. 資料の収集，資料目録の作製.

6. 薬史学教育の指導ならびに普及.

7. その他必要と認める事業.

第4条本会の事業目的に賛成し，その目的

の達成に協力しようとする人をもっ

て会員とする.

第5条 本会の会員および年額会費は次の通

りとする.

通常会員 5，∞o門
学生会員 2，∞o円
外国会員 5，0∞ 円

賛助会員 30，(削円(一口)

名誉会員 随意

第6条 名誉会員は本会の発展に寄与したも

ので会長の推せんによって選任し，

総会の承認を得るものとし，その資

任期は2カ年とし重任することを認

める.

1. 会長は総会で会員の互選によっ

て選び，本会を代表し会務を総

理する.

2. 幹事は総会で会員の互選によっ

て選び，会長を補佐して会務を

担当する.

3 幹事中若干名を常任幹事と し，

日常の会務および緊急事項の処

理ならびに経理事務を担当す

る.

4. 評議員は会長の推薦による.

第8条 本会に事務担当者若干名をおく.運

営委員会は会長これを委嘱し，常任

幹事の指示を受けて日常の事務をと

る.

第9条本会の事業目的を達成するため別に

臨時委員を委嘱することができる.

第10条 本会は会長の承認により支部又は部

会を設けることができる.

第11条本会の会則を改正するには総会で出

席者の過半数以上の決議によるもの

とする.

第12条本会の年度は，毎年4月1日に始ま

り，翌年3月31日に終わる.

第13条本会の事務所は東京都八王子市堀之

内 1432-1東京薬科大学内におく.

編集幹事 :川 瀬 清，山田光男，滝戸道夫

昭和63年 (1988)12月25日印刷 昭和63年12月30日 発行

発行人:日本薬史学会野上 寿

印 刷 所東京都文京区小石川 2-52ー 12 サンコー印刷株式会社

製 作:東京都文京区弥生2-4-16 (財)学会誌刊行センター



宝く
庫す
でり
1:の
歴

、3
2
、0
0
0点
の
医
学
・
薬
学
の
資
料
と

J

F
2
4、0
0
0冊
の
蔵
書
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
、

昭
和
日
年
秋
に
新
館
を
オ
ー
プ
ン
し
て
今
秋
で

2
周
年
を
迎
え
、
年
間
3
7、
0
0
0

人
の
方
々
に
ご
来
館
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
九
展
示
室
の
見
学
だ
け
で
な
く
、
医

学
・
薬
学
関
係
の
図
書
の
閲
覧
、
貸
出
し
、
コ
ピ
l
サ
ー
ビ
ス
も
行
っ
て
お
り
、

ま
た
、
研
究
者
の
方
に
は
資
料
保
存
庫
内
も
自
由
に
ご
ら
ん
い
た
だ
け

ま
す
。
大
ホ
l
ル
(
3
0
0名
)
・
小
ホ
ー
ル

(
5
0名
)
も
あ
り
ま
す

の
で
、
会
議
な
ど
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
な
お
、
「
く
す
り
博
物

館
だ
よ
り
」
を
年
二
回
発
行
し
、
ご
希
望
の
方
に
無
料
で

お
送
り
し
て
お
り
ま
す
。

-
開
館
時
間
一

9
時
i
何
時

・
休
館
日
一
月
曜
日

-
入
場
料
一
無
料

長ヨ，

⑨工場見学のご案内……ご希望の方には、火~金曜・1日2回、最新設備の製剤工場見学にご案内

内藤記念くすり博物館
阜、{島郡川島町エーサ河川島工園内

~ 




